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王
翰
と
循
環
日
報
に
つ
い
て

西

里

喜

行

四=一一

王
絡
の
生
涯
ハ
概
観
〉

循
環
日
報
の
創
刊
と
特
徴

壬
話
研
究
略
史
と
循
環
日
報

循
環
日
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論
説
見
出
し
一
覧

王
轄
の
生
涯
(
概
観
)
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(1
)

(

2

〉

「
香
港
に
お
け
る
初
期
の
中
園
系
諸
新
聞
の
設
展
に
塾
し
た
主
要
人
物
」
と
し
て
知
ら
れ
、
「
中
園
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
父
」
と
評
さ
れ
る
王

轄
は
、
ま
た
中
園
近
代
思
想
史
上
に
ユ
ニ

ー
ク
な
位
置
を
占
め
る
初
期
改
良
主
義
思
想
家
で
あ
り
、
政
治
評
論
家
系
通
俗
小
説
家
で
も
あ
る
が
、

そ
の
経
歴
は
同
時
代
の
中
国
人
に
比
べ
て
も
、

ひ
と
き
わ
屈
折
し
た
複
雑
な
陰
影
を
お
び
て
い
る
。

ア
ヘ

ン
戦
争
を
重
期
と
す
る
中
園
史
の
大
轄
換
期
、
と
り
わ
け
一
九
世
紀
後
牢
の
大
激
動
期
を
生
き
ぬ
レ
た
王
箱
ハ
一
八
二
人
|
一
八
九
七
)

(

3

)

(

4

)

 

の
生
涯
を
、
こ
こ
で
は
「
強
固
老
民
自
停
」
お
よ
び
先
容
の
諸
研
究
に
依
様
し
な
が
ら
、
次
の
四
つ
の
時
期
に
区
分
し
て
概
観
し
よ
う
。

第
一
期
は
誕
生
か
ら
一
一
一
歳
ま
で
で
、
蘇
州
時
代
(
一

八
二
八
|
一
八
四
九
、
道
光
八
1

道
光
二
九
〉
で
あ
る
。

一
八
二
八
年
一

O
月
一

O
日

(
道
光
八

・
一
0
・
四
)
に
蘇
州
城
外
甫
里
村
の
韻
書
人
家
庭
に
生
ま
れ
た
王
翰
は
、

〈

5
)

史
の
閉
幕
日
ア
ヘ
ン
戦
争
に
立
ち
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
新
た
に
展
開
し
は
じ
め
た
「
天
地
の
襲
局
」
に
直
面
し
て
も
、
一
二
歳
に
し
て
中
園
近
代

ま
だ
積
極
的
な
開



心
を
示
す
ほ
ど
に
は
成
長
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ

の
時
期
の
注
目
に
値
す
る
主
要
な
事
件
は
、

①
南
京
篠
約
締
結
後
の
一
八
四
五
〈
遁
光
二
五
〉

年
、
一
七
歳
に
し
て
科
奉
の
第
一
関
門
・
鯨
試
に
第
一
位
で
パ
ス
し
秀
才
と
な

っ
た
が
、
翌
年
南
京
で
行
わ
れ
た
第
二
関
門
の
郷
試
に
失
敗
し
、

科
象
に
見
切
り
を
つ
け
た
こ
と
、
②
生
活
難
の
た
め
上
海
で
家
塾
を
聞
い
て
い
た
父
親
を
訪
ね
て
、

一
八
四
八
〈
道
光
二
八
)
年
に
開
港
後
ま

も
な
い
上
海
へ
放
行
し
た
際
、

イ
ギ
リ
ス
人
宣
教
師
メ
ド
ハ
l
ス
ト
(
巧
・
出
・
呂
包

E
E
)
と
知
り
合
っ
た
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。

第
二
期
は
二
二
歳
か
ら
三
四
歳
ま
で
で
、
第
一
夫
上
海
時
代

ハ
一
八
五
O
|
一
八
六
二
、
道
光
三
0
1
同
治
元
)
で
あ
る
。

一
八
四
九
(
道
光
二
九
〉
年
の
父
親
の
死
去
を
契
機
に
、
翌
一
八
五
O
(
道
光
三
O
〉
年
に
上
海
へ
居
を
移
し
た
主
箱
は
、

メ
ド
ハ

1
ス
ト
の

経
営
す
る
墨
海
書
局
に
雇
わ
れ
て
聖
書
翻
詳
な
ど
の
仕
事
を
手
惇
う
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
一
三
年
聞
に
わ
た
っ
て
メ
ド
ハ
l
ス
ト
、

エ
ド
キ

ン
ス
Q
O
M
O
匂

}HEr-ロ
凹
〉
ら
の
外
園
人
宣
数
師
た
ち
と
仕
事
を
と
も
に
し
、
そ
の
聞
に
『
格
致
西
皐
提
要
』
や
『
旗
塙
雑
志
』
な
ど
の
翻
語
・

著
書
を
完
成
し
た
。
こ
の
第
一
次
上
海
時
代
は
、
そ
の
ま
ま
太
平
天
園
の
時
期
と
重
な
る
。
内
に
太
卒
天
園
(
一
八
五
一

l
一
八
六
四
〉
、
外
に
第
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二
次
ア
ヘ
ン
戦
争
(
一
八
五
六
|
一

八
六
O
〉
を
引
き
お
こ
し
た
英
併
連
合
軍
に
直
面
し
て
、
清
朝
の
支
配
が
大
き
く
揺
い
だ
こ
の
時
期
に
、
激

動
す
る
時
局
へ
の
関
心
が
王
轄
の
生
き
方
を
左
右
し
は
じ
め
た
。
こ
の
時
期
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
①
江
蘇
巡
撫
徐
有
壬
に
和
戎
・
防
海
・

碑
盗
の
三
策
を
建
議
し
た
り
(
一
八
五
九
U
威
些
九
)
、
清
朝
嘗
局
者
へ
卒
賊
策
を
上
書
し
て
白
か
ら
園
練
の
組
織
に
あ
た
っ
て
い
る
(
一
八
六
O

(6
)
 

H

威
豊
一

O
)
こ
と
、
②
エ
ド
キ
ン
ス
と
と
も
に
太
卒
天
園
の
首
都
・
南
京
を
訪
れ
た
り
〈
一
八
六
一
日
成
型
二
)
、
太
卒
天
閣
の
地
方
官
へ
上

(
7
)
 

海
攻
略
策
を
建
議
し
て
い
る
こ
八
六
二
、
二
、
二
日
同
治
元
、
一
、
五
)
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。
太
卒
天
園
へ
の
建
議
の
件
は
、
清
朝
軍
が
上
海

郊
外
の
太
卒
軍
の
接
結
・
王
家
寺
を
攻
破
し
た
際
に
、
太
卒
軍
の
陣
営
跡
か
ら
寅
腕
署
名
の
上
書
を
入
手
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
護
費
し
、

王
轄

の
運
命
を
決
定
的
に
左
右
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
清
朝
嘗
局
者
は
黄
腕
と
は
王
轄
で
あ
る
と
み
な
し
、
通
賊
の
嫌
疑
に
よ
っ
て
彼
を
逮
捕
し
、

裁
剣
に
か
け
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
逮
捕
さ
れ
る
寸
前
、
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
へ
逃
げ
こ
ん
だ
王
箱
は
、
代
理
領
事
(
メ
ド
ハ
l
ス
ト
牧
師
の
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息
子
〉
の
庇
護
を
う
け
、
香
港
へ
亡
命
す
る
。

第
三
期
は
、
三
四
歳
か
ら
五
六
歳
ま
で
で
、
香
港
亡
命
時
代
(
一
八
六
二
|
一
八
八
四
、
同
治
元
|
光
緒
一
O
)
で
あ
る
。



510 

一
八
六
二
(
同
治
元
年
)
の
夏
、
香
港
へ
亡
命
し
た
王
霜
は
、
ロ

ン
ド
ン
惇
道
曾
所
属
の
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
人
で
中
園
撃
者
の
レ
ッ
グ

(
Y
B
g

c
m
m
m
〉
に
雇
わ
れ
、
中
園
古
典
の
英
語
を
手
停
う
よ
う
に
な
る
。
洋
務
運
動
が
開
始
さ
れ
た
直
後
の
こ
と
で
あ
り
、
王
箱
の
香
港
亡
命
時
代
は

も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、

そ
の
ま
ま
洋
務
運
動
の
時
期
と
重
な
る
。
時
局
に
射
す
る
王
箱
の
積
極
的
な
瑳
言
、
す
な
わ
ち
洋
務
・
嬰
法
論
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の

(
8〉

(
9
)

王
輯
は
①
二
年
除
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在
〈
一
八
六
七
、
多
ー
一
八
七

O
、
春
〉
、
四
カ
月
聞
の
日
本
訪
問
(
一

八
七
九
、
四
、
二
九
|
入
、
二
二
一
)
の
鐙
験
を
通
じ
て
、
資
本
主
義
社
舎
の
政
治
・
経
済
・
文
化
お
よ
び
生
産
技
術
な
ど
に
つ
い
て
の
感
性
的
知

識
を
獲
得
し
、
中
園
に
お
け
る
饗
法
の
必
要
性
を
確
信
す
る
に
い
た
り
、
「
襲
法
自
強
」
の
政
治
思
想
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
①
白
か
ら
循

環
日
報
を
創
刊
し
て
大
量
の
政
治
評
論
を
書
き
、
内
政
に
つ
い
て
の
「
植
民
法
白
強
」
の
主
張
や
園
際
問
題
に
つ
い
て
の
濁
自
の
分
析
・
見
解
を

宣
俸
・
普
及
さ
せ
、
草
創
期
の
中
園
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
リ
ー
ド
し
た
外
、
①
外
園
人
や
洋
務
波
官
僚
た
ち
と
も
密
接
な
交
際
を
繍
け
、
内
外

か
ら
注
目
さ
れ
る
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト

・
政
治
評
論
家
と
な
り
、
確
固
た
る
社
命
問
的
基
盤
を
築
い
た
。
循
環
日
報
の
創
刊
こ
そ
は
王
轄
に
と
っ
て

第
四
期
は
、

五
六
歳
の
年
に
上
海
へ
蹄
還
し
て
か
ら
、
六
九
歳
で
病
死
す
る
ま
で
で
、
第
二
衣
上
海
時
代
(
一
八
八
四
l
一
八
九
七
、
光
緒
一
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ス
プ
リ
ン
グ
ボ
l
ド
の
役
割
を
果
し
た
わ
け
で
あ
る
。

o
l
光
緒
二
三
〉
で
あ
る
。

李
鴻
一章
の
黙
認
を
得
て
二
二
年
ぶ
り
で
上
海
へ
蹄
還
し
た
王
箱
は
、
世
北
(
蘇
州
河
の
北
)
に
居
を
構
え
、
そ
の
後
一
三
年
間
、
な
お
旺
盛
な

活
動
を
繍
け
た
。
こ
の
時
期
、

王
翰
は
①
循
環
日
報
と
協
力
関
係
に
あ
っ
た
上
海
の
有
力
新
聞

・
申
報
の
編
集
陣
へ
参
加
す
る
と
と
も
に
、
②

ま
た
③

「
一
八
九

0
年
代
の
前
牢
に
は
改
革
志
向
の
強
い
宣
数
師
の
定
期
刊
行
物
・
寓

(

ω

)

(

日〉

園
公
報
(
問
。
1
2
0
ご
Z
岳
民
O
C
へ
の
レ
ギ
ι

ラ
!
な
寄
稿
家
」
と
し
て
活
躍
し
た
外
、
さ
ら
に
④
著
名
な
専
門
製
校

・
上
海
格
致
書
院

37a

『
西
皐
輯
存
』
な
ど
の
多
く
の
著
書
を
執
筆
刊
行
し
、

g
m
E
E一三
o
n
r
z
n
Hロ
笠
宮
門
芯
ロ
自
ι
何
日
仏
吉
岡

H
N
S
B)
の
院
長
へ
推
さ
れ
(
一
八
八
六
日
光
絡
一
二
〉
、
上
海
の
文
化
数
育
界
で
も
重
鎮
と
な
っ
た
。
(

ロ

)

な
お
、
「

一
八
九
四
年
孫
中
山
は
上
海
に
滞
在
中
、
彼
〔
王
諮
〕
と
知
り
合
い
に
な
り
、
李
鴻
一
章
一
へ
の
上
書
に
閲
す
る
問
題
で
彼
の
援
助
を
得
た
」

ま
も
な
く
波
調
高
丈
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

と
い
わ
れ
る
。
近
代
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
種
子
を
孫
文
へ
引
き
渡
し
た
王
霜
は
、



以
上
、
王
轄
の
生
涯
を
概
観
し
て
気
づ
く
こ
と
は
、
①
王
轄
は
そ
の
生
涯
の
大
部
分
を
通
じ
て
、
常
に
相
制
列
立
す
る
こ
つ
の
勢
力
(
た
と
え

ば
清
朝
と
太
平
天
園
、
中
園
左
西
洋
、
洋
務
汲
と
反
洋
務
涯
〔
製
法
汲
〕
な
ど
)
の
そ
れ
ぞ
れ
と
連
捕
し
、
雨
者
の
接
黙
に
お
い
て
自
己
の
立
脚
駐
を
摸

ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
中
園
の
再
生
の
方
向
を
探
求
し
つ
づ
け
た
こ
と
、
①
王
轄
の
生
涯
の
う
ち
で
も
も
っ
と
も
活
動
的
な
時
期
は
、

し
か
も
こ
の
時
期
の
ほ
ぼ
中
聞
に
お
け
る
循
環
日
報
の
創
刊
こ
そ
は
、
王
轄
の
生
涯
に
と
っ
て
も
っ
と
も

索
し
な
が
ら
、

第
三
期
の
香
港
亡
命
時
代
で
あ
り
、

重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。

か
く
て
、
循
環
日
報
に
つ
い
て
の
よ
り
詳
細
な
考
察
が
要
求
さ
れ
る
。

循
環
日
報
の
創
刊
と
特
徴

(

臼

〉

循
環
日
報
は
、
中
園
プ
ル
ジ
司
ア
ジ

l
の
改
良
汲
が
彼
ら
の
初
期
改
良
主
義
思
想
を
「
俸
播
す
る
の
に
利
用
し
た
最
初
の
新
聞
」
と
さ
れ
る

が
、
こ
こ
で
は
、
創
刊
の
経
緯
、
創
刊
者
と
協
力
者
、
経
営
内
容
・
論
説
内
容
の
特
徴
等
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
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①
創
刊
の
経
緯

香
港
へ
の
亡
命
を
徐
儀
な
く
さ
れ
た
王
箱
は
、

ロ
ン
ド
ン
停
道
禽
所
属
の
レ
ッ
グ
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
中
園
古
典
の
英
語
の
仕
事
に
ハは〉

一
八
六
四
年
以
後
は
徳
臣
報
〈
F
-
q
P
8
6
の
中
園
語
の
附
録
・
近
事
編
録

q
z
図
。
口
県
O
口問

Z
2
6
の
編
集
を
も
兼
務

し
か
し
、
王
翰
が
職
業
と
し
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
遁
へ
決
定
的
に
ふ
み
出
し
た

協
力
す
る
慢
ら
、

し
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
経
験
を
積
み
は
じ
め
た
。

の
は
、
二
年
徐
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在
を
終
え
て
、

一
八
七

O
(同
治
九
〉
年
二
月
に
香
港
へ
戻
っ
た
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
す
で
に
、
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雇
主
の
レ
ッ
グ
が
近
い
将
来
イ
ギ
リ
ス
へ
引
き
あ
げ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
、
王
翰
は
新
た
な
自
活
の
方
法
を
摸
索
せ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
。
持
前
の
文
才
と
並
み
は
ず
れ
た
外
園
知
識
を
も
っ
王
轄
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
職
業
と
し
て
選
捧
し
た
の
は
嘗
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ

(日〉

っ
た
。
香
港
開
還
後
ま
も
な
く
、
王
霜
は
折
り
し
も
勃
設
し
た
普
併
戦
争
に
閲
す
る
外
園
新
聞
の
報
道
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
生
活
で
の
見
聞
を
も
と

(

凶

)

に
『
普
法
戟
紀
』
の
編
纂
に
と
り
か
か
り
、
一
八
七
二
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
陳
露
亭
の
経
営
す
る
華
字
日
報
へ
長
期
連
載
し
た
。
こ
の
王
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(

げ

)

箱
主
編
の
『
並
日
法
戦
紀
』
は
香
港
の
華
字
日
報
か
ら
上
海
の
有
カ
新
聞

・
申
報
へ
も
輔
載
さ
れ
、
王
輔
の
文
名
を
一
一
挙
に
高
め
た
。
こ
の
開
、

(

同

)

(

印

)

壬
輯
は
華
字
日
報
の
主
筆
を
措
嘗
し
、
そ
の
「
基
礎
づ
く
り
の
た
め
に
、
陳
認
亭
と
協
力
し
た
」
。

一
八
七
三
(
同
治
一
二
)
年
に
レ
ッ
グ
が
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
皐
の
中
園
祭
教
授
へ
就
任
の
た
め
蹄
園
す
る
こ
と
に
な
り

ロ
ン
ド
ン
傍

王
箱
は
一該
出
版
局
の
監
督
を
二

O
年
も
勤
め
て
き
た
友
人
の
黄

(
却
)

卒
甫
(
資
勝
)
と
と
も
に
、
若
干
名
の
中
園
人
を
組
織
し
て
、
一
該
出
版
局
の
印
刷
設
備
と
活
字
を
一
高
ド
ル
(
メ
キ
シ
コ
ド

ル〉

で
購
入
し
、
出

版
禽
祉
を
設
立
し
た
。
「
出
版
局
の
名
稽
は
中
華
印
務
縮
局

(
2
5
3
M
V
5
5
m
p
g官
ミ
〉
と
改
め
ら
れ
、
王
は
自
分
自
身
の
著
作
を
出
版
す

(
幻
)

る
た
め
に
そ
の
設
備
を
使
い
は
じ
め
た

(
た
と
え
ば
、
普
法
戦
紀
の
初
版
本
な
ど
と
。
こ
の
出
版
舎
吐

・
中
華
印
務
総
局
を
基
礎
に
、
王
翰
は
黄
勝

(
明
品
)

一
八
七
四
年
一
月
五
日
(
同
治
一
二
年
二
月

一
七
日
)
に
循
環
日
報
を
創
刊
す
る
に
い
た
っ
た
。

道
舎
の
出
版
局

・
英
華
書
院
主
口
四
一。ーの
75
2
0
P
F問
。
)
が
解
散
さ
れ
る
と
、

と
伍
廷
芳
の
援
助
を
う
け
つ
つ
、

循
環
日
報
の
名
稿
の
由
来
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
見
解
が
あ
る
。

え
公
援
に
よ
れ
ば
、

「
循
環
と
い
う
の
は
、
〔
太
卒
天
園
〕
革
命
は
失
敗

(
お
)

し
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
新
聞
に
よ
っ
て
革
命
の
種
子
を
播
い
て
後
世
へ
憶
え
、
循
環
し
て
絶
え
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
」
と
さ

(
担
)

れ
る
。
一
打
氷
峯
も
え
公
振
の
見
解
を
そ
の
ま
ま
受
け
つ
い
で
い
る
o
H
P
ω
・∞
1
2。
ロ
は
「
こ
の
新
聞
は
一
一
般
に
イ
ギ
リ
ス
で
は
叶
z
d
2
4
2∞色

- 80ー

(
U
H
円

2-巳
5
m
z
m
E
E
と
呼
ば
れ
る
が
、
こ
れ
は
字
義
上
は
不
正
確
で
あ
る
」
と
し
て
、

さ
ら
に
「
中
園
語
の
タ
イ
ト
ル
は
、
の
ろ
い
が
確
貫

(
お
)

な
自
然
法
則
の
進
展
、
遅
く
と
も
正
確
に
や
っ
て
来
る
天
の
報
い
と
い
っ
た
よ
う
な
観
念
を
一
意
味
し
て
い
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
同
ν
・
〉
・

の
org
は
文
公
振
ら
の
見
解
を
却
け
な
が
ら
も
、
「
新
聞
の
名
稽
の
循
環
と
は
、
『
一
周
す
る
こ
と
、
完
全
に
革
命
す
る
こ
と
(
天
鐙
の
場
合
の

よ
う
に
)
』
を
意
味
す
る
」
と
し
、
「
王
箱
が
こ
の
名
稿
を
選
ん
だ
の
は
、
中
闘
が
偉
大
な
園
家
と
し
て
再
び
立
ち
直
る
だ
ろ
う
と
確
信
し
て
い

(
お
)

た
の
と
同
じ
く
ら
い
に
、
深
く
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
た
彼
の
循
環
史
聞
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
方
漢
奇
も
ま

た
文
公
娠
ら
の
見
解
を
「
端
摩
臆
測
」

と
し
て
一
蹴
し
、
「
史
記

・
高
粗
紀
賛
」
の
コ
ニ
王
の
遁
は
循
環
の
若
し。

終
り
て
復
た
始
ま
る
」
な

ど
の
事
例
を
引
い
て
、
循
環
の
含
意
す
る
も
の
は
革
命
な
ど
で
は
な
く
、
「
三
王
の
道
」
や
「
西
側
の
e

ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
暴
術
、
政
治
思
想
」
を

(
幻
)

含
意
し
て
レ
る
に
す
ぎ
な
い
と
主
張
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
循
環
日
報
と
い
う
名
稀
に
は
、
王
輔
の
深
い
想
い
と
中
園
の
未
来
へ
の
期
待
が



込
め
ら
れ
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

②
経
営
内
容
の
特
徴

(
お
)

「
改
革
的
精
神
と
抜
け
目
の
な
い
一商
頁
感
賓
の
混
合
物
」
を
身
に
つ
け
て
い
た
王
輸
は
、
近
事
編
録
や
華
字
日
報
の
編
集
経
験
を
ふ
ま
え
て
、

注
目
す
べ
き
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
と
企
霊
力
を
護
揮
し
な
が
ら
循
環
日
報
の
経
営
に
の
り
出
し
た
。

循
環
日
報
は
日
曜
日
を
除
い
て
毎
日
護
行
さ
れ
、
購
讃
料
は
「
年
債
銀
五
園
」
(
年
額
五
ド
ル
)
あ
る
い
は
「
月
債
銀
牢
固
」
(
月
額
五

O
セ
ン

(
m
m
)
 

ト
)
で
あ
っ
た
。
四
ペ
ー
ジ
建
て
の
循
環
日
報
の
紙
面
は
、
三
つ
の
部
分
す
な
わ
ち
①
一
商
業
・
舶
舶
関
係
ニ
ュ
ー
ス
、
②
一
般
-
一
品

I
ス
、
③

慶
告
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
。
王
輸
は
香
港
の
よ
う
な
港
湾
杜
舎
に
お
け
る
最
新
の
市
場
債
格
(
相
場
)
・
舶
舶
に
つ
い
て
の
情
報
債
値
に
よ
く

(
仙
叫
〉

気
づ
い
て
い
た
よ
う
で
、
一
商
業
関
係
の
ニ
ι
l
ス
(
た
と
え
ば
香
港
の
綿
糸
・
綿
布
か
ら
諸
雑
貨
に
い
た
る
毎
日
の
相
場
お
よ
び
各
曾
祉
の
株
債
の
動
向
な

一
般
ニ
ュ
ー
ス
は
第
二
面
か
ら
第
三
面
に
か
け
て
掲
載
さ

- 81ー

ど
〉
は
第
一
面
に
掲
載
さ
れ
、
船
舶
情
報
は
第
三
面
の
左
上
二
段
に
掲
載
さ
れ
た
。

れ
、
全
紙
面
の
お
よ
そ
二
分
の
一
弱
を
占
め
た
が
、
そ
の
内
容
は
@

「
京
報
全
録
」
も
し
く
は
「
京
報
抄
録
」
(
朝
廷
の
詔
穀
、
大
官
の
奏
聞
な

ど
)
、
@
「
羊
域
新
聞
」
(
庚
州
お
よ
び
臨
聞
東
省
関
係
の
ニ
ュ
ー
ス
)、

の

「
中
外
新
聞
」
〈
庚
州
・
康
東
以
外
の
圏
内
ニ
ュ
ー
ス
お
よ
び
海
外
ニ
ュ
ー
ス
)
か

ら
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
贋
告
欄
は
第
三
面
の
一
部
か
ら
第
四
面
の
全
部
を
占
め
た
。

(
お
)

王
報
は
重
要
記
事
を
精
選
し
て
便
利
な
形
に
ま
と
め
た
月
刊
誌
を
循
環
日
報
の
附
録
と
し
て
護
行
し
、
年
額
一
元
の
講
讃
料

で
買
り
出
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
冒
険
的
な
事
業
は
貰
れ
行
き
が
よ
く
な
か
っ
た
た
め
に
一
年
足
ら
ず
で
駄
目
に
な
っ
た
。
こ
れ
よ
り
も
い
く

創
刊
の
翌
年
、
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一
八
七
八
(
光
緒
四
)
年
に
は
じ
め
ら
れ
た
循
環
日
報
の
夕
方
護
行
の
試
み
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
競
争
紙
に
劉

ハ
包
)

し
て
一
一
一
時
間
も
早
く
ユ
ュ

l
ス
を
俸
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
「
こ
れ
は
香
港
で
最
初
の
中
園
語
夕
刊
紙
で
あ
っ
た
」
が
、
康
州
・
マ
カ
オ

へ
の
最
終
船
便
に
聞
に
合
わ
せ
て
印
刷
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
、
一
八
八
二
(
光
緒
入
〉
年
に
は
朝
刊
へ
も
ど
さ
れ
た
。

循
環
日
報
が
ど
の
程
度
の
護
行
部
数
を
維
持
し
え
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
競
争
紙
に
劃
し
て
い
く
つ
か
の
メ
リ
ッ
ト
を
も
っ
て
い
た
こ

ら
か
成
功
を
お
さ
め
た
の
は
、
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と
か
ら
、
香
港

・
贋
州

・
マ
カ
オ

一
帯
で
か
な
り
の
護
者
を
獲
得
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
一
に
、
王
詣
は
「
多
く
の
初
期
中
園
人
編

集
者
た
ち
の
文
章
を
特
徴
づ
け
る
よ
う
な
も
っ
て
ま
わ
っ
た
言
い
ま
わ
し
」
の
文
陸
を
嫌
い
、
「
流
暢
で
わ
か
り
や
す
く
一
、

(お〉

れ
た
優
雅
な
文
鐙
」
で
、

し
か
も
「
洗
練
さ

つ
ま
り
多
少
と
も
数
養
の
あ
る
中
園
人
な
ら
ば
誰
で
も
理
解
で
き
る
文
鐙
で
論
説

・
記
事
を
書
い
た
の
で
、

知
識
人

層
か
ら
大
い
に
歓
迎
さ
れ
た
。
第
二
に
、
循
環
日
報
が
毎
日
掲
載
し
た
一商
業

・
船
舶
闘
係
の
ニ
ア
ー
ス
は
、
香
港
一
幣
の
貿
易
業
者
や
一商一
人
た

ち
か
ら
切
買
に
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
貸
業
界
に
も
多
く
の
誼
者
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
循
環
日
報
が
そ
の
濁
立
経
営
を
維
持
し
う

る
だ
け
の
牧
入
を
獲
得
で
き
た
の
は
、
「
恐
ら
く
香
港
・
庚
東
・
マ
カ
オ
地
域
の
中
園
人
貿
易
業
者
や
一
商
人
た
ち
の
聞
で
切
買
に
要
求
さ
れ
て

(
鈍
)

い
た
一
商
業
関
係
の
紙
面
の
お
蔭
で
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
」
。

①
創
刊
者
と
そ
の
周
遊

近
代
中
園
の
初
期
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
な
か
で
循
環
日
報
が
も
っ
と
も
成
功
し
え
た
い
ま
一
つ
の
要
因
は
、
創
刊
者
の
王
輔
が
ジ
ャ

l
ナ
リ

- 82-

ズ
ム
の
世
界
に
多
数
の
有
能
で
ユ
一
一

l
ク
な
協
力
者
を
も
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
『
並
日
法
戟
紀
』
の
編
纂
に
お
け
る
二
人
の
主
要
な
協
力
者

(
お
)

は
張
宗
良
と
陳
言
(
陳
徳
廷
も
し
く
は
陳
露
亭
〉

で
あ
る
が
、
彼
ら
は
も
と
も
と
外
園
系
新
聞
の
翻
詳
者
で
あ
っ
た
。
陳
言
に
つ
い
て
、
戸

ω・

F
E
Cロ
は
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。
|
|
「
彼
は
香
港
の
イ
ギ
リ
ス
へ
の
割
譲
に
強
烈
な
屈
辱
感
を
も
ち
、
外
国
関
係
の
仕
事
で
富
を

築
こ
う
と
あ
く
せ
く
し
て
自
己
の
文
化
を
放
棄
し
て
し
ま
っ
た
買
緋
階
級
の
同
僚
た
ち
に
は
嫌
悪
感
を
抱
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
あ
る

と
り
わ
け
一
九
二
七
年
以
後
に
あ
ら
わ
れ
た
民
族
主
義
的
指
導
者
た
ち
の
先
輩
で
あ
っ
た
。
嘗
時
の
香
港
で
は
彼
の
獲
は

(
お
)

荒
野
に
叫
ぶ
務
で
あ
っ
た
。
誰

一
人
と
し
て
外
園
化
の
潮
流
を
押
し
と
ど
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
」
と
。
も
っ
と
も
早
く
近
代
的
な
ナ
シ

一一意
味
で
、
後
世
の
、

ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
め
ざ
め
た
陳
言
は
、

一
八
七

0
年
代
以
降
の
王
輔
が
そ
う
で
あ
っ
た
と
同
様
に
、
中
園
が
列
強
に
伍
し
て
生
き
残
る
た
め
に
は

富
強
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、

富
強
に
な
る
た
め
に
は
人
民
が
魔
醒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
確
信
し
て
い
た
の
で
、
す
で
に

循
環
日
報
の
創
刊
よ
り

一
O
年
前
の

ご

八
六
四
年
に
、
数
人
の
宣
教
師
た
ち
か
ら
一
組
の
活
字
を
購
入
し
て
、
自
己
の
新
聞
・
華
字
日
報
を



ハ
釘
〉

創
刊
」

し
て
い
た
。

一
八
七

0
年
代
の
初
期
、

王
轄
が
『
普
法
戟
紀
』
を
華
字
日
報
に
長
期
連
載
し
、
そ
の
主
筆
を
鎗
嘗
し
て
い
た
こ
と
は
前

述
の
通
り
で
あ
る
。

循
環
日
報
の
創
刊
に
お
い
て
王
箱
を
も
っ
と
も
強
力
に
援
助
し
た
の
は
責
卒
甫
(
黄
勝
)
と
伍
廷
芳
で
あ
っ
た
。
責
卒
甫
に
つ
い
て
も
、
】
州
・

ω
-
F
E
S
は
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。
|
|
「
黄
は
モ
リ
ソ
ン
教
育
協
舎
の
三
人
の
皐
生
の
一
人
で
、
引
き
つ
づ
き
マ
サ
チ
ュ
l
セ

y

ツ
州
の
モ
リ
ソ
ン
で
数
育
を
受
け
る
た
め
に
一
八
四
七
年
に
ア
メ
リ
カ
へ
連
れ
て
い
か
れ
た
が
、
健
康
上
の
理
由
で
、
責
は
一
八
四
八
年
に
中

園
へ
簡
っ
た
。
三
人
の
畢
生
の
拳
資
を
引
き
う
け
た
の
は
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
で
の

E
S
Z巴
の
編
集
人
兼
経
営
者
の
ア
ン
ド
リ
ュ

1
・

シ
z
l
ト
レ
ッ
ド

で
あ
る
が
、
彼
は
貿
易
を
拳
ば
せ
る
た
め
に
黄
を
彼
の
印
刷
局
へ
入
れ
た
の
で
あ
る
。
黄
は
〔
循

(
〉
ロ
仏
吋
ゆ
司

ω
y
o円
再
認
品
。
〉

環
日
報
創
刊
〕
嘗
時
、

か
わ
ら
ず
、
そ
こ
に
二

O
年
ほ
ど
も
と
ど
ま
り
つ
づ
け
て
い
た
。
責
は
陪
審
員
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
人
と
同
席
し
た
最
初
の
中
園
人
で
あ
っ
た
。

ロ
ン
ド
ン
俸
道
曾
出
版
局
の
監
督
者
で
、
植
民
地
雷
局
の
仕
事
に
参
加
す
る
よ
う
有
利
な
篠
件
で
勘
誘
さ
れ
た
に
も
か

- 83ー

資
は
レ

y

グ
の
古
典
〔
英
語
〕
を
注
意
深
く
印
刷
し
た
。
そ
の
こ
と
を
レ
ッ
グ
は
感
謝
し
て
-
認
め
て
い
る
。
も
っ
と
も
レ
ッ
グ
は
黄
を
校
正
者

と
し
て
は
不
適
格
で
あ
る
と
残
念
が
っ
て
い
る
の
だ
が
。
:
:
:
循
環
日
報
が
創
刊
さ
れ
た
年
に
、
資
は
第
二
次
の
よ
り
多
数
の
中
園
人
皐
生
グ

(
お
)

ル
l
プ
を
引
き
つ
れ
て
ア
メ
リ
カ
へ
渡
り
、
数
年
後
に
ワ
シ
ン
ト
ン
に
設
立
さ
れ
た
中
園
公
使
館
の
翻
誇
官
に
任
命
さ
れ
た
」
と
。

循
環
日
報
創
刊
の
際
の
も
う
一
人
の
協
力
者
・
伍
廷
芳
(
一
八
四
二
|
一
九
二
ニ
)
に
つ
い
て
も
、
剛
山
・

ω・
切
立
同
件
。
ロ
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て

い
る
。
|
|
「
生
涯
を
通
じ
て
伍
廷
芳
は
中
園
に
お
け
る
近
代
的
な
公
共
報
道
機
関
〔
の
必
要
性
〕
を
提
唱
し
つ
づ
け
、
積
極
的
な
後
援
者
に

(鈎〉

し
て
寄
稿
家
で
あ
っ
た
。
彼
は
香
港
に
お
け
る
最
初
の
中
園
語
新
聞
の
創
刊
に
功
績
が
あ
る
と

一
般
に
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
は
一

八
四
二
年
に
生
ま
れ
、
慶
東
人
の
家
族
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
住
ん
で
お
り
、
香
港
に
最
初
の
中
園
語
新
聞
が
創
刊
さ
れ
た
時
に
は
ま
だ
少
年
で

あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
ま
だ
子
供
の
頃
に
彼
は
通
事
の
た
め
香
港
へ
渡
り
、
そ
こ
で
一
拳
生
と
し
て
英
語
を
流
暢
に
使
い
こ
な
す
よ
う
に
な

(
州
制
〉

り
、
大
部
分
の
時
間
を
外
園
語
新
聞
ニ
ュ
ー
ス
の
翻
詳
に
費
し
た
。
彼
が
そ
う
し
た
の
は
、
中
園
人
仲
間
の
あ
い
だ
で
世
界
知
識
の
必
要
性
が
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感
じ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
、
後
の
時
代
の
多
く
の
ニ
ュ
ー
ス
翻
詳
畢
生
た
ち
の
よ
う
な
自
活
の
手
段
と
し
て
で
は
な
か
っ
た
。
中
園
語
の
舶
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舶
・
市
場
案
内
が
香
港
で
印
刷
さ
れ
は
じ
め
た
頃
、
伍
廷
芳
は
イ
ギ
リ
ス
へ
行
っ
て
そ
こ
で
法
律
を
皐
び
、
樺
護
士
の
資
格
を
得
た
。
彼
は
循

(
H
U
)
 

環
日
報
が
創
刊
さ
れ
る
し
ば
ら
く
前
に
香
港
へ
闘
っ
た
の
で
あ
る
」
と
。
香
港
開
還
後
、
伍
廷
芳
が
王
翰
と
と
も
に
陳
言
の
華
字
日
報
に
協
力

し
、
つ
い
で
循
環
日
報
の
創
刊
を
援
助
し
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
り
、
ま
た
清
末
民
園
初
期
に
お
け
る
彼
の
外
交
家
と
し
て
の
華
々

し
い

(

必

)

活
躍
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

循
環
日
報
の
創
刊
に
あ
た
っ
て
王
翰
を
直
接
補
佐
し
た
の

は
、
銭
徴
(
銭
折
伯
)
と
洪
士
偉
(
洪
干
甫
)
で
あ
っ
た
。
王
詣
の
娘
婿
に
し
て
友

一
八
七
二
年
四
月
三

O
日
に
上
海
で
創
刊
さ
れ
た
日
刊
紙
・
申
報
の
職
員
で
、
申
報
の
創
刊

・
経
営
者
メ
ジ
ャ

ー
笥
円
邑

E
nr

(
A
M
)
 

ζ
3
0
吋
〉
の
命
令
で
香
港
の
新
聞
事
情
調
査
の
た
め
に
波
遁
さ
れ
、
香
港
滞
在
期
間
に
循
環
日
報
の
創
刊
を
援
助
し
た
の
で
あ
る
。

銭
徴
は

「ま

(
H
H
)
 

も
な
く
上
海

へ
開
り
、
申
報
の
編
集
長
と
な
っ
た
」
が
、

循
環
日
報
と
申
報
の
提
措

・
協
力
関
係
は
そ
の
後
長
期
に
わ
た
っ
て
縫
繍
し
、
互
い

人
の
銭
徴
は
、

に
記
事

・
論
設
を
輔
載

・
交
換
し
あ

っ
た
。
銭
徴
の
上
海
開
還
後
、

一
八
七
五
年
か
ら
一
八
八
四
年
に
わ
た
っ
て
、
王
箱
の
主
要
な
ア
シ
ス
タ

(
必
)

ン
ト
の
役
割
を
果
し
た
の
は
洪
士
偉
で
、
洪
は
「
以
前
に
は
蒋
盆
型
巡
撫
に
仕
え
て
い
た
蹟
東
人
の
秀
才
で
あ
っ
た
」
。
洪
が
循
環
日
報
の
ス

- 84一

タ
ッ
フ
に
加
わ
っ

て
経
営
面
の
貿
務
を
捨
首
す
る
よ
う
に
な
る
と
、「
玉
柏
は
一新
聞
経
営
と
結
び
つ
い
た
日
常
の
多
く
の
雑
務
か
ら
解
放
さ
れ
、

(必
)

大
部
分
の
時
間
を
そ
の
他
の
著
作
と
出
版
の
仕
事
に
さ
さ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
」
。
こ
の
外
、
王
翰
を
補
佐
し
て
循
環
日
報
の
設
展
に
貢
献
し

た
も
の
に
、
胡
雄
垣
が
い
る
。
胡
躍
垣
は
ご
八
七
九
年
と
一
八
八
一
年
の
聞
に
こ
の
新
聞
の
翻
謬
職
員
と
し
て
、
す
ば
ら
し
く
流
暢
な
中
園

(
門
別
)

語
と
英
語
で
貢
献
」
し
、
後
に
香
港
で
富
裕
な
一
商一
人
と
な
り
、

一
八
九

0
年
代
に
は
何
啓
の
秘
書
と
し
て
蟹
法
論
に
近
い
立
場
か
ら
洋
務
涯
を

批
判
し
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
個
性
盟
か
な
多
く
の
協
力
者
た
ち
の
貢
献
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
近
代
中
園
の
初
期
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
循
環
日
報

の
地
位
は
不
動
の
も
の
と
し
て
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
循
環
日
報
の

ユ
ニ
ー

ク
さ
を
き
わ
だ
た
せ
た
の
は
、
や
は
り
創
刊
者
の
王
翰
自
身

の
論
説
内
容
で
あ
っ
た
。



④
論
説
内
容
の
特
徴

え
公
振
は
循
環
日
報
の
特
色
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
ー

l
「
こ
の
新
聞
に
は
一
つ
の
特
色
が
あ
っ
た
。
即
ち
冠
首
に
は
必
ず
論
説

一
篇
が
あ
り
、

多
く
は
王
氏
の
手
筆
に
出
た
も
の
で
、
西
制
の
わ
が
中
園
に
適
合
す
る
も
の
を
取
り
あ
げ
、
清
朝
を
調
刺
す
る
の
に
改
革
を
以

て
し
た
。
『
盟
国
文
銭
外
編
』
は
、
即
ち
こ
の
新
聞
の
論
説
の
精
撃
を
集
め
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
皐
識
の
淵
博
、
眼
光
の
遠
大
は
、

〈
泊
四
)

一
時
な
ら
ぶ
も
の
は
な
か
っ
た
」
と
。
】V
・
〉
・
。
o
r
g
も
ま
た
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

-
1
l

「
近
代
中
園
出
版
史
の
初
期
の
段
階
に
お

い
て
は
、
新
聞
は
一
般
に
も
っ
ぱ
ら
金
儲
け
の
手
段
と
し
て
護
行
さ
れ
、
諸
問
題
に
つ
い
て
の
態
度
表
明
の
た
め
の
、
あ
る
い
は
世
論
に
影
響

を
興
え
る
た
め
の
努
力
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
れ
な
例
外
の
一
つ
は
王
轄
の
新
聞
で
、
そ
の
も
っ
と
も
顕
著
な
特
徴
は
、
ほ
と
ん

〈
必
)

ど
王
翰
自
身
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
定
期
的
な
論
説
を
含
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
」
と
。

- 85ー

え
公
振
や
り
〉
・

(U
o
v
g
の
指
摘
は
ほ
ぼ
安
首
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
正
確
で
は
な
い
。
循
環
日
報
の
論
説
は
第
二
面
す
な
わ
ち
一
般
一
一

一
日
に
論
説
一
篇
と
は
限
ら
ず
、
二
編
あ
る
い
は
三

ユ
ー
ス
面
の
「
中
外
新
聞
」
(
内
外

ニ
ι
l
ス
欄
)
に
ほ
と
ん
ど
毎
日
掲
載
さ
れ
た
が
、

編
掲
載
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

一
八
七
四
年
五
月
一
六
日
(
同
治
一
三
年
四
月
一
日
〉

付
の
紙
面
に
は
①
繍
論
奮
金
山
事
、
②
論

た
と
え
ば
、

奮
金
山
土
人
不
得
騒
華
傭
と
い
う
二
篇
の
論
説
、
同
年
六
月
一
一
一
一
日

(
同
治
一
三
年
四
月
二
九
日
)
の
紙
面
に
は
、
①
論
西
人
所
謂
四
端
不
能
醸

行
、
①
論
西
土
迅
東
洋
事
と
い
う
こ
篇
の
論
説
、
同
年
七
月
九
日
ハ
同
治
一
一
二
年
五
月
一
一
六
日
)
の
紙
面
に
は
①
論
鍛
甲
戦
艦
、
②
論
人
不
可
侍

智
力
、
③
論
呉
散
口
宜
修
築
地
蓋
と
い
う
一
ニ
篇
の
論
設
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
加
く
で
あ
る
。

不
定
期
だ
が
ほ
と
ん
ど
毎
日
掲
載
さ
れ
る
論
説
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
テ
1
マ
は
多
岐
に
わ
た
る
け
れ
ど
も
、

ほ
ぼ
内
政
問
題
と
封
外
問
題
の
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二
つ
に
大
別
で
き
る
。
一
八
七
四
年
か
ら
一
八
八
四
年
ま
で
の
一

0
年
開
、
大
部
分
の
時
間
を
循
環
日
報
の
仕
事
に
費
し
た
王
箱
は
、
ほ
と
ん

(回〉

ど
無
署
名
で
大
量
の
論
設
を
書
き
、
内
外
問
題
に
劃
す
る
自
己
の
見
解
を
鮮
明
に
し
た
。
ま
ず
内
政
問
題
に
つ
い
て
い
え
ば
、
「
饗
法
」
「
襲
法

自
強
」
の
観
黙
が
論
説
全
住
を
つ
ら
ぬ
い
て
お
り
、
「
西
摩
を
習
い
て
宜
し
く
妥
通
す
る
を
知
る
べ
き
を
論
ず
」
(
一
八
八

0
・
七
・
九
)
、
「
法
は
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時
に
因
り
て
愛
通
す
る
に
在
る
を
論
ず
」

(
一
八
人

0
・七・

一
五
)
、
「
宜
し
く
古
を
繁
じ
て
以
て
今
に
通
ず
べ
き
を
論
ず
」
(
一
八
八
一
・
八
・
一

二
)
な
ど
の
論
説
、
が
そ
の
基
調
と
な
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
「
四
千
年
来
い
ま
だ
あ
ら
ざ
る
の
創
局
」
に
直
面
し
た
中
園
が
「
弱
」
を
轄
じ

て
「
強
」
と
な
る
に
は
、

た
だ
「
一
鑓
あ
る
の
み
」
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

で
は
、
な
に
を
ど
の
よ
う
に
「
一
愛
」
す
る
の
か
。
王
輔
が
提
案

し
た
躍
方
箆
は
、
「
西
側
に
皐
び
、
石
炭
・
鍛
な
ど
の
鏑
物
資
源
を
開
設
し
、
紡
績
な
ど
の
園
計
民
生
に
有
利
な
近
代
工
業
を
建
設
し
、
『
重
農

抑
一
商
』
政
策
を
改
饗
し
、
『
萱
税
』
制
度
を
撤
躍
し
、
民
族
一
商
工
業
の
設
展
を
鼓
舞
激
動
し
て
も
り
た
て
、
『
そ
の
利
は
皆
こ
れ
を
民
に
公
卒
に

(
日
〉

分
け
』
、
闘
家
の
富
強
を
質
現
す
る
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
」
。
こ
の
よ
う
な
慮
方
箆
に
つ
い
て
、
方
漢
奇
は
こ
れ
を
「
新
興
の
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア

(

臼

)

ジ
l
の
要
求
す
る
民
族
資
本
主
義
渡
展
の
願
墓
を
反
映
し
、
嘗
時
に
あ
っ
て
は
進
歩
的
な
一
意
義
を
も
っ
て
い
た
」
と
評
債
し
つ
つ
も
、
王
轄
の

(臼〉

お
よ
び
若
干
の
枝
葉
末
節
の
問
題
」
に
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
根
擦
に
、
王
轄
は
「
封

「援
」
の
針
象
が
「
た
だ
生
産
技
術
、
生
産
手
段
、

建
支
配
の
基
礎
を
嬰
え
な
い
と
い
う
前
提
の
も
と
で
、
若
干
の
限
界
の
あ
る
改
良
を
お
こ
な
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
資
本
主
義
を
震
展
さ
せ
る
こ

(
臼
)

と
を
希
望
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
」
と
断
じ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
循
環
日
報
の
論
説
に
お
け
る
内
政
論
は
、
全
瞳
と
し
て
洋
務
論
、
改
良
主

(

日

)

義
の
範
囲
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
「
小
饗
」
で
は
な
く
「
大
饗
」
を
、
「
貌
控
」
で
は
な
く
「
員
獲
」
を
強
調
す
る
と
こ
ろ
に
、
そ

。。

の
先
駆
性
(
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
)
を
帯
び
た
ユ
ニ
ー
ク
さ
、
が
あ
っ
た
こ
と
を
も
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

割
外
問
題
を
テ
l

マ
と
し
た
論
説
は
、
循
環
日
報
の
論
説
全
鐙
の
八
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
-
帝
国
主
義
時
代
の
前
夜
、
中
園
と
そ
の
周
漫

地
域
の
民
族
的
危
機
が
深
化
す
る
に
と
も
な

っ
て
、
循
環
日
報
の
封
外
問
題
へ
の
反
雁
も
敏
感
と
な
り
、
論
説
全
盟
を
つ
ら
ぬ
く
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
赤
い
糸
が
次
第
に
鮮
明
に
な
っ
て
く
る
。
ま
ず
第
一
に
、
循
環
日
報
の
創
刊
直
後
に
強
行
さ
れ
た
日
本
の
蓋
潤
侵
略
に
つ
い
て
は
、

「
論
日
本
往
剃
蓋
尚
生
番
」
(
一
八
七
四

・
五
・
二
三
〉
、
「
論
日
本
侵
犯
蓋
湾
事
」
(
一
八
七
四

・
七
・
二
七
)
な
ど
の
論
設
が
「
征
蓋
」
の
不
嘗
性
を

巌
し
く
批
判
し
、
第
二
に
、
琉
球
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
「
論
日
本
経
営
琉
球
」
(
一
八
八
一

・
ご一

・
三
O
〉
、
「
論
中
東
一
一
商
緋
琉
球
事
」
(
一
八
八

三
・
二

・一

九
)
な
ど
の
論
設
が
琉
球
虚
分
の
不
義
不
首
性
を
徹
底
的
に
批
剣
す
る
と
と
も
に
、
「
排
琉
球
層
於
我
靭
」
(
一
八
八

0
・
二
-
一
五
)

な
ど
の
論
読
は
琉
球
に
封
す
る
中
園
の
宗
主
権
を
主
張
し
た
外
、
さ
ら
に

「
論
琉
球
欲
閏
快
復
」
(
一
八
八
二
・
一

-
一
九
〉
な
ど
の
論
説
は
琉
球



復
奮
運
動
を
論
評
し
て
支
持
激
駒
す
る
一
方
で
、
前
琉
球
王
の
「
不
智
」
を
巌
し
く
批
判
し
た
。

第
三
に
、

ロ
シ
ア
と
の
伊
整
境
界
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
「
論
俄
人
備
濠
啓
賃
」
(
一
八
八
0
・
六
・
一
〉
な
ど
の
論
説
が
ロ
シ
ア
へ
の
警
戒
心

を
煽
り
、
第
四
に
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
「
論
中
朝
宜
助
高
麗
以
桓
俄
」
(
一
八
八
二
・
三

-
E
C
な
ど
の
論
設
が
ロ
シ
，ア
・
日
本
の
朝
鮮

侵
略
を
批
判
す
る
と
と
も
に
、
「
論
中
朝
宜
亙
謀
保
朝
鮮
」
ハ
一
八
八
二
・
一
・
一
七
〉
な
ど
の
論
説
が
積
極
的
な
朝
鮮
保
護
論
・
内
政
干
渉
論
を

展
開
し
た
外
、
「
論
朝
鮮
民
俗
難
化
」
(
一
八
八
三
・
一
・
一
八
)
な
ど
の
論
設
が
、
朝
鮮
の
閉
開
自
守
策
を
度
し
難
い
時
代
錯
誤
の
失
策
と
し
て

非
難
し
た
。
第
五
に
越
南
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
「
論
法
人
不
認
越
南
魚
中
朝
藩
属
」
(
一
八
八
二
・
二
・
二
ハ
)
な
ど
の
論
説
が
ベ
ト
ナ
ム
に
封

す
る
中
園
の
宗
主
権
を
認
め
な
い
フ
ラ
ン
ス
の
主
張
を
反
駁
し
非
難
す
る
と
と
も
に
、
「
論
中
園
宜
力
庇
越
南
」
(
一
八
八
二
・
一

0
・
二
八
〉
、

「
論
中
朝
欲
救
越
南
宜
亙
護
兵
」
(
一
八
八
三
・
九
・
五
)
な
ど
の
論
説
は
軍
事
力
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
保
護
論
を
展
開
し
、
さ
ら
に

「
論
越
南
宜
去

虐
政
以
愛
民
」
〈
一
八
八
二
・
二
・
四
)
な
ど
の
論
説
は
ベ
ト
ナ
ム
の
「
虐
政
」
が
フ
ラ
ン
ス
の
侵
略
を
容
易
に
し
て
い
る
と
批
剣
し
、
ベ
ト
ナ

- 87ー

ム
の
内
政
改
革
論
を
主
張
し
て
い
る
。

循
環
日
報
の
封
外
問
題
に
つ
い
て
の
論
説
は
以
上
に
と
ど
ま
ら
ず
、
東
南
ア
ジ
ア
・
中
東
・
ア
フ
リ
カ
・
中
南
米
・
欧
米
な
ど
あ
ら
ゆ
る
地

域
に
お
け
る
重
要
事
件
を
と
り
あ
げ
、
中
園
と
の
か
か
わ
り
を
念
頭
に
お
い
て
論
じ
て
い
る
外
、
不
卒
等
篠
約
の
改
正
・
撤
麿
論
(
「
論
和
約
宜

詳
篤
修
改
」
〉
、
治
外
法
権
撤
麿
論
(
「
除
額
外
権
利
」
)
な
ど
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
要
求
を
提
起
し
、
さ
ら
に
寓
園
公
法
・
園
際
僚
約
の
世
界
秩
序
維
持

に
お
け
る
限
界
性
を
洞
察
し
て
、
首
円
園
公
法
へ
の
全
面
依
存
の
傾
向
に
警
告
を
護
し
て
い
る
(
「
泰
西
立
約
不
足
侍
」
な
ど
)
。
し
た
が
っ
て
、
循

王
諮
の
世
界
認
識
の
全
構
成
要
素
を
提
示
し
て
お
り
、
王
諸
研
究
、
と
り
わ
け
そ
の
劉
外
論
・

環
日
報
の
贋
範
に
わ
た
る
劃
外
関
係
論
説
は
、

園
際
認
識
の
全
睦
像
を
検
討
す
る
う
え
で
不
可
歓
の
根
本
史
料
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
従
来
の
王
翰
研
究
に
お
い
て
循
環
日
報
の
論
設
は
ど
の
よ
う
に
と
り
あ
げ
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
き
た
の
で
あ
ろ
う

ふ
μ

519 
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王
鞘
研
究
略
史
と
循
環
日
報

激
動
の
時
代
を
生
き
ぬ
い
た
人
物
に
ふ
さ
わ
し
く
、

王
轄
の
人
開
像
は
買
に
複
雑
で
多
面
鐙
的
で
あ
り
、
あ
る
種
の
魅
力
を
も
っ
て
い
る
。

そ
れ
故
に
、
従
来
、
王
輯
は
多
方
面
か
ら
研
究
の
針
象
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
。
王
轄
を
直
接
の
劉
象
と
し
て
、
も
し
く
は
関
聯
的
に

と
り
あ
げ
て
考
察
し
た
内
外
の
研
究
文
献
の
う
ち
、
主
要
な
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
す
印
は
未
見
〉
。

A
、
中
間
側
の
研
究
文
献

(
l

)
 

え
公
振

「
日
報
之
先
導
」
(
『
中
園
報
皐
史
』
第
四
章
第
一

節
、
民
図
一
五
年
リ
一
九
二
六
年
)

(
2
)
 
謝
輿
尭
「
王
翰
上
書
太
卒
天
園
事
考
」
(
『
図
皐
季
刊
』
第
四
位
官
第
一
続
、
民
園
二
三
年
H
一
九
三
四
年
〉

-88-

(
3〉

羅
爾
綱

「
上
太
平
軍
書
的
責
腕
考
」
(
『
図
皐
季
刊
』
第
四
巻
第
二
続
、
民
図
二
三
年
H
一
九
三
四
年
〉

(

4

)
 

洪
深
「
申
報
組
編
纂
『
長
毛
吠
元
』
王
輯
考
詮
」
(
『
文
師
学
』
第
二
径
六
時
制
、
民
図
二
三
年
H
一
九
三
四
年
〉

(

5

)

 

胡
適
「
践
館
職
王
翰
手
稿
七
加
」
(
『
園
立
北
卒
図
書
館
刊
』
第
八
巻
三
続
、
民
園
二
三
H

一
九
三
四
年
〉

(
6
)
 呉
静
山

「
王
輯
事
蹟
考
略
」
(
『
上
海
研
究
資
料
』
、
民
図
二
五
年
H

一
九
三
六
年
)

(
7〉

超
一
一
意
城

「
王
輔
孜
誼
」
(
『
皐
風
』
第
六
径
一
期
、
民
園
二
五
年
目
一
九
三
六
年
)

〆""' ，-...， ，.-.. ，-...，〆ー、

12* 11 * 10* 9 * 8 、_.I '-' '-' '-'、J

陳
辰
園
撰

・
簡
又
文
蹴
「
『
長
毛
扶
元
』
王
翰
」
(
『
逸
経
』
第
三
三
期
、

一
九
三
七
年
七
月
〉

紅
樹

「
王
翰
年
譜
」
(
『
圏
整
』
第
三
谷
二
期
、

一
九
四
一
年
三
月
)

徐
光
摩

「
王
輯
的
卒
年
」
(『
申
報
交
史
』
第
一
五
期
、

一
九
四
八
年
三
月
)

影
津
盆
「
開
於
『
王
翰
的
卒
年
』
(
徐
光
摩
著
)
」
(
『
申
報
文
史
』
第
二
四
期
、

一
九
四
八
年
五
月
〉

剛
主

「
天
南
遜
受
之
晩
年
」
(『子
日
叢
刊
』
第
三
輯
、

一
九
四
八
年
入
月
〉
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〈

日

〉

(
H
)
 
羅
爾
綱
「
黄
腕
考
」
〈
『
太
卒
天
闘
史
記
載
訂
謬
集
』
、

石
峻
・
任
縫
愈
・
朱
伯
昆
「
第
二
次
璃
片
戦
争
後
初
歩
具
有
資
産
階
級
経
済
要
求
的
改
良
主
義
思
想
」
(
『
中
園
近
代
思
想
史
講
授
提
綱
』

一
九
五
五
年
、
但
し
〈
3
〉
の
改
訂
版
〉

〆ー、

15*輸
'-' '"マ
四
章
第

節

一
九
五
五
年
)

(
日
)

謝
無
量
「
王
輯
|
清
末
察
法
論
之
首
創
者
及
中
園
報
道
文
皐
之
先
騒
者
」
(
『
数
皐
輿
研
究
』
、

呉
陸
南
「
試
論
王
翰
的
改
良
主
義
思
想
」
(
『
史
皐
月
刊
』
、

王
維
誠
「
王
輯
的
思
想
」
(
『
中
園
近
代
思
想
史
論
文
集
』
、

一
九
五
八
年
三
月
)

一
九
五
人
|
四
〉

(
口
)

一
九
五
八
年
七
月
〉

f、、'"
19* 18 
'-' '-' 

羅
呑
林
「
王
翰
在
港
輿
中
園
文
化
設
展
之
闘
係
」
(
『
香
港
輿
中
西
文
化
之
交
流
』
第
三
章
、
民
園
五

O
年
U
一
九
六
一
年
〉

撲
庵
「
王
輯
輿
理
雅
各
」
(
『
園
風
』
創
刊
競
〉

〆"'" '" 
21* 20 
、../ '-' 

胡
漬
「
改
良
主
義
思
想
興
起
」
(
『
中
園
近
代
改
良
主
義
思
想
』
第
二
-章
、

一
九
六
四
年
〉

- 89ー

ハ
幻
)

日
質
強
「
王
翰
許
停
」
(
『
書
和
人
』
六
一
続
、

一
打
氷
峯
「
政
論
報
紙
的
興
起
及
其
護
展
」
(
曾
虚
自
主
編
『
中
園
新
開
史
』
第
五
章
、
民
園
五
八
年
U

一
九
六
九
年
〉

一
九
六
七
年
七
月
〉

ハ
お
〉

王
爾
敏
「
十
九
世
紀
中
園
土
大
夫
酎
中
西
関
係
之
理
解
及
街
生
之
新
観
念
」
「
近
代
中
園
知
識
分
子
陸
饗
之
自
費
」
(
『
中
園
近
代
思
想
史

論
』
、
民
園
六
六
年
H

一
九
七
七
年
)

ハ引品〉

越
靖
・
易
夢
虹
「
王
翰
」
(
『
中
園
近
代
経
済
思
想
史
』
第
三
編
第
二
章
第
二
節
、

方
漠
奇
「
第
一
紛
停
播
資
産
階
級
政
治
改
良
思
想
的
報
紙
」
(
『
中
園
近
代
報
刊
史
』
第
三
一
章
一
第
二
節
、

一
九
八

O
年
六
月
)

〆ー、〆戸、

26* 25 
'-' 、ーノ

一
九
八
一
年
六
月
刊
)

果
匪
南
「
王
翰
及
其
H

中
外
合
力
防
俄
論
H

」
(
『
歴
史
知
識
』
四
、

一
九
八
一
)

〈

訂

)

孫
贋
徳
「
洋
務
運
動
時
期
争
論
的
検
討
」
(
『
晩
清
侍
統
奥
西
化
的
手
論
』
第
三
章
、
民
園
七
一
年
H

一
九
八
二
年
)

(
お
)

}
止
策
租
「
王
諸
情
実
法
思
想
論
綱
」
(
『
晩
清
饗
法
思
想
論
叢
』
所
牧
、
民
園
七
二
年
日
一
九
八
三
年
三
月
〉

ハ
却
〉

折
卒
「
従
王
翰
的
名
競
観
其
扶
珂
曲
折
的
一
生
」
(
『
祉
曾
科
摩
戦
線
』
、

一
九
八
三
年
第
三
期
)
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(
却
)

部
徳
門
「
洋
務
波
興
早
期
改
良
一
政
的
政
治
思
想
」
(
『
中
園
近
代
政
治
思
想
史
』
一
九
八
三
年
六
月
)

B
、
日
本
側
の
研
究
文
献

" r、
2 * 1 
'--'、

栗
本
鋤
雲
「
王
紫
詮
君
の
来
俳
」
(
『
砲
庵
遺
稿
』
、
明
治
三
三
年
H

一九

O
O年
〉

布
施
知
足
「
遊
記
に
現
れ
た
る
明
治
時
代
の
日
支
往
来
」
(
『
東
亜
研
究
講
座
』
第
八
四
輯
、
昭
和
一
一
一
一
年
H
一
九
三
八
年
)

(
3
)
 
貧
藤
一
息
秀

「
王
轄
の
来
遊
と
日
本
文
人
」

〈『
近
代
日
支
文
化
論
』
、
昭
和
二
ハ年
U
一
九
四
一
年
)

(
4
)
 
木
下
彪
『
明
治
詩
話
』
巻
下
其
三
、
昭
和

一
八
年
リ
一
九
四
三
年
一

O
月

(
5
)
 
外
山
軍
治
「
王
箱
と
長
髪
賊
」
(
『
祭
海
』
二

l
八、

「
清
末
に
お
け
る
進
化
論
受
容
の
諸
前
提
」
(
紳
戸
大
島
平
文
摩
舎

『研
究
』
史
皐
篇
第
二
二
鋭
、

一
九
四
五
年

一
二
月
〉

(
6
)
 
伊
藤
秀

一九
六
O
年
三
月
〉

~ 90-

(
7〉

小
野
川
秀
美
「
清
末
洋
務
汲
の
運
動
」
〈
『
清
末
政
治
思
想
研
究
』
、

一
九
六

O
年
三
月
〉

(
8〉

増
田
渉

「
眉
珠
庵
憶
語
」
(『中
園
の
名
著
』
一
九
六
一
年
一

O
月〉

(
9〉

増
田
渉
「
王
轄
に
つ
い
て
ー
そ
の
輪
廓
」

(
『
人
文
研
究
』
一
四
|
七
、

一九
六
三
年
八
月
)

(
叩
)

中
田
士
口
信

「
岡
千
仮
と
王
輯
」
(
『
参
考
書
誌
研
究』

一一
二、

一
九
七
六
年
)

(

日

〉

彰
津
周

「
王
轄
の
日
本
観
」
(
『
中
閣
の
近
代
化
と
明
治
維
新
』
第

一
奪
回

1ω
、

一
九
七
六
年
〉

(ロ)
佐
藤
恨

「
『
清
末
啓
蒙
思
想
』

の
成
立
l
世
界
像
の
饗
容
を
中
心
に
し
て
|
」
(
『
園
家
皐
禽
雑
誌
』

第
九
二
巻
第
五
・
六
鋭
、
第
九
三
各
第

続

一九
八
O
)

(
日
)

原
田
正
己
「
王
輸
に
見
る
近
代
意
識
」
(
『
康
有
潟
の
思
想
運
動
と
民
衆
』
第
一
章
第
三
節
、

一九
八
三
年
五
月
)
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h
e
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 C
h
a
n
g
i
n
g
 W
o
r
l
d
，" 
in 
A. F
e
u
e
r
w
e
r
k
e
r
，
 R. M
u
r
p
h
e
y
 a
n
d
 M
.
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関
係
、
第
五
に
王
轄
と
中
園
近
代
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ

ム
と
の
関
係
、
第
六
に
王
翰
の
世
界
像
(
西
洋
観
)
と
そ
の
援
容
の
問
題
、

こ
れ
で
あ
る
。

む
ろ
ん
、
個
々
の
研
究
者
の
開
心
は
以
上
の
六
黙
の
う
ち
の
一
つ
だ
け
に
向
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
貼
に
及
ん
で
お

し
か
も
、
大
勢
と
し
て
み
る
な
ら
ば
、
王
霜
研
究
者
の
関
心

り
、
ま
た
以
上
の
六
貼
の
範
囲
内
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。

の
焦
黙
は
時
代
と
と
も
に
移
動
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

王
輔
が
本
格
的
な
研
究
の
封
象
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

(

白
山
〉

と
の
闘
係
に
闘
心
が
集
中
し
た
。
こ
の
間
題
を
と
り
ゑ
げ
た
の
は
、
ま
ず
謝
輿
莞

(
A
l
2
〉
、
羅
爾
綱

(A
1
3
)
で
あ
り
、

一
九
三

0
年
代
以
後
の
こ
と
で
、

ま
ず
第
一
に
太
卒
天
園

つ
レ
で
洪
深

(
A
|
4
〉
、
胡
適

(
A
1
5
〉
、
英
静
山

(
A
1
6
〉
、
越
一意一
城

(
A
1
7
)
ら
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
呉
静
山
の
み
は
王
轄
の
太
平
天
園
へ
の

内
逼
を
否
定
し
た
が
、

そ
の
他
の
諸
氏
は
す
べ
て
太
卒
天
園
へ
上
海
攻
取
策
を
上
書
し
た
寅
腕
な
る
も
の
を
王
翰
そ
の
人
と
し
、

王
轄
の
日

記
・
書
簡
・
著
作
お
よ
び
黄
腕
上
書
な
ど
の
分
析
を
通
じ
て
王
轄
の
太
卒
天
園
へ
の
内
通
を
決
定
的
に
寅
誼
し
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
中

闘
に
お
け
る
研
究
朕
況
を
紹
介
し
な
が
ら
、
濁
自
の
研
究
を
ふ
ま
え
て
王
輯
内
通
読
を
支
持
し
た
の
は
、
外
山
軍
治

(
B
1
5
)
で
あ
る
。
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九
五

0
年
代
に
こ
の
問
題
を
再
論
し
た
羅
爾
綱
は
、
黄
腕
上
書
に
お
け
る
「
和
洋
論
」
と
王
轄
の
「
洋
奴
」
的
外
交
論
を
一
つ
の
根
擦
に
し

て、

黄
腕
と
王
輔
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
を
決
定
的
に
寅
誼
し
な
が
ら
、
王
轄
の
太
卒
天
園
へ
の
内
通
を
「
偽
装
」
で
あ
り
革
命
へ
の
「
投

機
」
で
あ
っ
て
「
洋
人
」
に
そ
そ
の
か
さ
れ
た
行
魚
で
あ
る
と
断
じ
た

(
A
!
日
)
。

中
園
で
は
ま
ず
王
轄
と
太
卒
天
固
と
の
閥
係
が
関
心
の
焦
貼
と
な
っ
た
の
に
射
し
て
、
日
本
で
ま
ず
関
心
の
焦
貼
に
な
っ
た
の
は
王
轄
と
日

本
と
の
関
係
の
問
題
で
あ
っ
た
。
一
八
七
九
年
の
来
日
以
来
、
王
翰
は
日
本
の
文
化
人
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
聞
で
は
著
名
な
人
物
で
あ
る
が
、

日
本
で
も
本
格
的
な
研
究
の
劃
象
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
三
O

|
四
0
年
代
か
ら
で
、
布
施
知
足

(
B
1
2
)
、

寅
藤
恵
秀

(B
|
3
)
、
木
下
彪

(B
I
4
〉
ら
が
主
と
し
て
王
轄
の
来
日
に
焦
熱
を
あ
て
、

『
扶
桑
遊
記
』
な
ど
を
素
材
と
し
て
嘗
時
の
日
中

聞
の
人
事
往
来
、
文
化
交
流
の
一
局
面
を
解
明
し
た
。
第
二
次
大
戦
後
、
日
本
で
は
王
翰
へ
の
闘
心
は
う
す
れ
た
よ
う
に
み
え
る
が
、

0
年
代
に
文
摩
者
的
関
心
に
も
と
づ
く
靖
国
渉
の
研
究

(
B
1
8
9
)
が
あ
ら
わ
れ
た
の
に
つ
づ
レ
て
、

一
九
六

一
九
七

0
年
代
に
は
中
田
吉
信



(
B
i
m
)
が
岡
鹿
門
と
王
箱
と
の
関
係
に
焦
貼
を
あ
て
て
日
中
関
係
の
一
局
面
を
明
ら
か
に
し
、

彰
津
周

(
B
!日
)
は
日
本
と
中
園
の
近

代
化
の
比
較
と
い
う
パ
l
ス
ベ
ク
テ
ィ
ブ
の
な
か
で
王
轄
の
日
本
観
を
検
討
し
た
。

王
翰
は
日
本
と
の
関
係
以
上
に
西
洋
と
の
閲
係
の
深
い
知
識
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
王
轄
と
西
洋
と
の
関
係
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
研
究
も
少

く
な
い
。
撲
庵

(
A
l
m
)、
羅
香
林

(
A
l日
〉
ら
の
研
究
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
王
轄
と
レ
ッ
グ
と
の
閥
係
を
中
心
に

と
り
あ
げ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
、
が
、
後
者
は
香
港
に
お
け
る
王
轄
に
焦
黙
を
あ
て
、
西
洋
人
と
の
多
角
的
な
関
係
に
つ
い
て
詳
細
に
考
誼
し
て

一
九
六

0
年
代
の
後
牢
に
は
、

HUE-
〉
・
の
o
r
g
(
C
1
5、

王
轄
を
初
期
民
族
主
義
者
と
位
置
づ
け
た
。

い
る
。
ま
た
、

6
)
が
西
洋
に
劃
す
る
王
轄
の
民
族
主
義
的
劉
躍
を
強
調
し、

王
翰
の
民
族
主
義
者
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
言
論
活
動
を
逼
じ
て
強
め
ら
れ
た
が
、
近
代
中
園
の
ジ
ャ
l
ナ

リ
ズ
ム
と
王
轄
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
早
く
も

一
九
二

0
年
代
に
え
公
振

(
A
1
1
)
が
注
目
し
、

一
九
三

0
年
代
に
は

戸

ω・
∞

5
5ロ

(
C
l
1
)
が

「香
港
に
お
け
る
初
期
の
中
園
系
諸
新
聞
の
瑳
展
に
壷
し
た
主
要
人
物
」
と
し
て
王
轄
を
と
り
あ
げ
、
同
時
期
に

ピ
ロ
ペ
己

g
m
- 93 

〈

C
I
2
〉
も
王
箱
を

「中
園
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
の
父
」
と
評
し
た
が
、

一
九
六

0
年
代
に
は
一打
氷
峯

(A
l
m
)
が
文
公
振
の
見
解
を
う
け

一
九
七

0
年
代
に
は

3
己
〉
・。。
r
g
(
C
l
7
)
、
が
近
代
中
園
の
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
王
轄
の
役
割
を
強
調
し
、
さ
ら
に
一

九
八

0
年
代
に
は
方
漠
奇

(A
lお
〉
が
初
期
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

ー
の
代
表
的
新
聞
と
し
て
王
轄
の
循
環
日
報
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
民
族
主

つ
ぎ
、

義
的
性
格
と
と
も
に
限
界
(
妥
協
性
)
を
も
指
摘
し
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
五

0
年
代
の
後
半
か
ら
六

0
年
代
に
か
け
て
、
中
園
で
も
日
本
で
も
研
究
者
の
関
心
の
主
要
な
位
置
を
占
め
た
の
は
、
王
翰
と
洋
務
運

動

・
初
期
改
良
主
義
思
想
と
の
関
係
の
問
題
で
あ
っ
た
。
中
闘
で
は
ま
ず
石
峻
ら

(
A
ー
は
)
が
王
詣
を
改
良
主
義
思
想
家
の

一
人
と
し
て
位

置
づ
け
た
の
を
は
じ
め
、同矢
陸
南

(A
1日
)
、
王
維
誠

(A
l
u
〉
ら
は
王
轄
に
お
け
る
二
つ
の
側
面
、
す
な
わ
ち
西
洋
科
皐
技
術
の
準
習
、

饗
法
自
強
の
鼓
吹
等
の
「
進
歩
」
性
と
封
建
主
義

・
帯
園
主
義
へ

の
妥
協
と
い
う
「
反
動
」
性
を
指
摘
し、

一
九
六

0
年
代
に
は
胡
潰

(
A
|

，525 

却
)
も
他
の
初
期
改
良
思
想
家
と
と
も
に
王
輔
の
思
想
を
よ
り
詳
細
に
検
討
し
、
「
先
進
思
想
」
で
は
あ
る
が

「
重
大
な
軟
弱
性
と
妥
協
性
L
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を
も
っ
と
許
慣
し
た
。
こ
の
よ
う
な
許
債
は
一
九
八

0
年
代
に
お
い
て
も
越
靖

(
A
I
M
-
部
徳
門

(
A
l
初
)
ら
に
よ
っ
て
受
け
つ
が
れ

て
い
る
。
日
本
で
は
、
洋
務
論

・
洋
務
運
動
と
の
関
連
に
お
い
て
も
っ
と
も
早
く
王
箱
に
注
目
し
た
の
は
小
野
川
秀
美

(
B
l
7
)
で
あ
る
。

小
野
川
は
洋
務
期
の
「
香
港
に
お
け
る
知
識
人
の
一
意
向
を
表
明
す
る
も
の
」
と
し
て
王
詣
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
政
治
思
想
を
明
快
に
解
明
し
な

が
ら
、
王
箱
を
洋
務
論
か
ら
嬰
法
論
へ
の
過
渡
期
の
思
想
家
と
し
て
位
置
づ
け
た
。

一
九
六

0
年
代
初
頭
、
近
代
中
園
に
お
け
る
準
化
論
の
受

容
過
程
と
い
う
思
想
史
的
パ

l
ス
ベ
ク
テ
ィ
ブ
の
な
か
で
、
洋
務
期
の
先
質
的
思
想
家
の
一
人
と
し
て
王
箱
を
と
り
あ
げ
、
ウ
エ

ス
タ
ン

・
イ

ン
バ
ク
ト
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
そ
の
歴
史
意
識
を
検
討
し
た
も
の
に
伊
藤
秀
一
の
先
騎
的
な
研
究

(
B
|

6
)
が
あ
る
。

停
統
と
近
代
、
中
園
と
西
洋
の
針
決
を
座
標
軸
に
と
り
な
が
ら
、

王
轄
の
歴
史
一
意
識
の
検
討
か
ら
そ
の
世
界
意
識
、
世
界
像
の
検
討
へ
準
ん

だ
と
こ
ろ
に
、

一
九
七

0
年
代
か
ら
八

0
年
代
に
か
け
て
の
王
語
研
究
の
一
つ
の
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
同
ν2-〉・
(
u
c
r
g
(
C
|

て
強
調
し
、

7
)
は
「
徳
」
の
支
配
す
る
世
界
秩
序
と

「
力
」
の
支
配
す
る
世
界
秩
序
の
針
決
、
前
者
か
ら
後
者
へ
の
移
行
を
王
箱
の
世
界
像
の
特
質
と
し

王
繭
敏

(
A
l

m
)、
孫
蹟
徳

(
A
l
U
)
、
佐
藤
慎
一

(B
l
U
)
ら
も
、

西
洋
と
の
針
決
の
な
か
で
王
箱
ら
の
近
代
的
知
識
人

- 94ー

た
ち
が
西
洋
的
世
界
秩
序
、
す
な
わ
ち
「
力
」
の
支
配
す
る
世
界
秩
序
を
受
け
入
れ
て
い
く
過
程
を
検
討
し
た
。

以
上
が
王
翰
研
究
史
の
概
括
で
あ
る
。
複
雑
で
多
面
鐙
的
な
王
箱
像
は
、
ど
の
よ
う
な
硯
角
か
ら
と
ら
え
る
か
に
よ
っ
て
い
く
ら
で
も
嬰
化

債
に
い
た
る
ま
で
、

し
う
る
。
「
洋
奴
」
主
義
者
と
い
う
評
債

(A

!
日
)
か
ら
「
革
命
」
家

(
A
l
1
〉
あ
る
い
は
「
-
初
期
民
族
主
義
者
」

(
C
I

6
〉
と
い
う
評

(
m
む

王
翰
許
債
は
質
に
多
様
で
あ
る
。
王
轄
の
護
言
が
多
方
面
に
わ
た
り
芯
大
な
著
述
を
遺
し
て
い
る
こ
と
も
、
王
箱
評
債
の

多
様
性
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
、
前
掲
の
研
究
文
献
は
い
ず
れ
も
、
ほ
と
ん
ど
同
一
の
史
料
す
な
わ
ち
王
轄
の
日
記
・
書
簡
・
著
作
の
い
く
つ
か
に
依
接
し
て
い
る

だ
け
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
『
盟
国
文
録
外
編
』
『
張
園
尺
脂
』

『
張
園
尺
膿
繍
紗
』
な
ど
が
主
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
他
『
祷
華
館
日
記
』
『
衡

華
館
詩
録
』
『
普
法
戦
紀
』
『
法
園
志
略
』
『
麗
踊
除
談
』
『
漫
遊
随
録
』
『
扶
桑
遊
記
』

等
々

の
よ
う
な
よ
く
知
ら
れ
た
著
作
に
限
ら
れ
て
い
る
。

(
ぬ
〉

不
思
議
な
こ
と
に
、
循
環
日
報
の
論
説
・
記
事
は
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
「
従
来
の
研
究
の
集
大
成
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
未
使



王
語
研
究
の
決
定
版
」
〈
B
ー
ロ
〉
と
評
さ
れ
て
い
る

E
己
〉

-
n
0
7
2
の
大
著

(
C
l
7
〉
で
さ
え
、
循

環
日
報
か
ら
の
直
接
の
引
用
は
な
い
。
M
V
曲
三
〉
・
の

o
r
g
は
循
環
日
報
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
註
揮
し
て
い
る
。

1

1
「
私
、
が
自
分
で
検
討
す

用
の
新
資
料
も
護
掘
し
て
お
り
、

る
こ
と
の
で
き
た
一
九
世
期
の
本
紙
〔
循
環
日
報
〕

の
唯
一
の
コ
ピ

l

ハ
そ
し
て
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
は
現
存
す
る
唯

一
の
も
の
で
あ
る
〉
は
、

(
印
)

大
英
博
物
館
公
Z
F
E岳
去
巴
曲
。

c
g〉
所
臓
の
一
八
七
四
年
瑳
行
分
の
若
干
部
で
あ
る
」
と
。
ど
う
や
ら
司
恒
三
〉

-
n
o
r
g
は
循
環
日
報
の

か
な
り
の
部
分
が
日
本
に
現
存
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
循
環
日
報
の

一
八
八

O
年
七
月
五
日
か
ら
一
八
八
四
年
二
一
月
二

九
日
ま
で
の
分
は
園
立
園
曾
国
書
館
に
所
議
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
一
八
七
四
年
五
月
一
六
日
か
ら
同
年
八
月
一

O
日
ま
で
の
分
と
、
一
八
八

O

年
二
月
二
二
日
か
ら
一
八
八
六
年
一
月
三

O
日
ま
で
の
分
は
東
京
大
翠
法
皐
部
の
明
治
文
庫
に
所
識
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
日
本
で
は
循
環

(
印
)

日
報
創
刊
の
年
の
三
カ
月
分
と
一
八
八

0
年
代
の
数
年
分
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
し
か
に
、

王
轄
の
『
強
国
文
録
外
編
』
は
循
環
日
報
の
論
説
の
精
華
を
集
め
た
も
の
と
い
わ
れ
、
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王
轄
の
思
想
を
検
討
す
る
に
は
、
こ
れ

に
『
張
園
尺
膿
』
『
強
固
尺
膿
網
紗
』
を
加
え
れ
ば
ほ
ぼ
十
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
強
固
文
銭
外
編
』
に
牧
諒
さ
れ
て
い

る
論
説
は
わ
ず
か
に
一
八

O
篇
徐
に
す
ぎ
ず
、
循
環
日
報
の
論
説
全
鐙
か
ら
い
え
ば
全
く
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
墜
に
量
の
問
題

に
は
と
ど
ま
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
循
環
日
報
に
は
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
論
説
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
張
園
文
録
外

編
』
に
は
一
篇
も
牧
録
さ
れ
て
い
な
い
し
、
緬
旬
・
遁
羅
・
波
斯
・
阿
富
汗
・
挨
及
等
に
闘
す
る
論
説
も
同
様
に
一
篇
も
牧
録
さ
れ
て
い
な
い
。

日
本
・
琉
球
・

蓋
商

・
越
南
・
土
耳
其
等
に
閲
す
る
論
説
に
し
て
も
、
牧
録
さ
れ
て
い
る
の
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
に
す
ぎ
な
い
。
未
牧
録
の
論
説

(
引
〉

の
な
か
に
よ
り
重
要
な
内
容
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
循
環
日
報
の
論
説
全
健
を
検
討
す
る
こ
と
な
し
に
は
、

王
轄
の
世
界
像
、

と
り
わ
け
そ
の
園
際
一
意
識
と
民
族
一
意
識
の
構
造
的
特
質

を
全
面
的
に
解
明
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
従
来
、

王
箱
の
世
界
像
を
検
討
の
劉
象
と
し
て
と
り
あ
げ
て
き
た
諸
研
究
は
、
循
環
日
報

の
全
論
設
を
ふ
ま
え
て
い
な
い
が
故
に
、
停
統
と
近
代
、
中
園
と
西
洋
の
針
決
の
わ
く
組
み
の
な
か
で
、
も
つ
ば
ら
王
轄
の
劉
西
洋
観
の
構
造
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と
そ
の
麗
容
過
程
へ
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
に
と
ど
ま
り
、
王
轄
に
お
け
る
欧
米
観
の
饗
容
過
程
と
ア
ジ
ア
観
の
袋
容
遁
程
の
内
在
的
・
構
造
的
聯
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闘
を
明
ら
か
に
し
え
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
王
箱
の
世
界
像
の
な
か
の
ア
ジ
ア
像
、
あ
る

い
は
園
際
一
意
識
と
そ
の
一
裏
一
が
え
し
と
し
て

の
民
族
意
識

の
特
質
を
、
全
面
的
に
解
明
す
る
に
は
い
た
っ

て
い
な
い
。
王
箱
研
究
の
今
後
の
課
題
の
一
つ
は
ま
さ
に
こ

こ
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
課
題
へ

ア
プ

ロ
ー
チ
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
と

っ
て
、
循
環
日
報
の
論
説
の
全
面
的
検
討
の
意
義
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

と

(
臼
〉

り
あ
え
ず
以
下
、
現
在
ま
で
に
確
認
で
き
る
循
環
日
報
の
論
説
見
出
し
を
提
示
し
て
研
究
者
の
便
宜
に
供
し
た

い
。

四

循
環
日
報
論
説
見
出
し

一
覧

海
の
申
報
に
陣
載
さ
れ
つ
づ
け
た
の
で
、

日
本
に
現
存
す
る
循
環
日
報
は
一

八
七
四
年
分
と

一
八
八

O
年

|

一
八
八
六
年

一
月
分
だ
け
で
あ
る
が
、
創
刊
以
来
そ
の
論
説
の

一
部
は
上

日
本
に
現
存
し
な
い
一
八
七
五
年
|

一
八
七
九
年
分
の
論
説
を
も
申
報
に
よ
っ

て
補
う
こ
と
が
で
き

る
。
循
環
日
報
創
刊
前
の
華
字
日
報

へ
掲
載
さ
れ
た
王
翰
の
文
章
も
上
海
の
申
報
へ
柿
仲
裁
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
以
下
の
論
説

・
記
事
見
出
し

の
う
ち
、
掲
載
年
月
日
の
頭
初
に
ム
印
を
付
し
た
も
の
は
、
華
字
日
報
か
ら
申
報
へ
樽
載
さ
れ
た
も
の

(
従
っ
て
そ
の
日
付
は
申
報
柿
仲
裁
の
日
付
)、

- 96ー

口
印
を
付
し
た
も
の
は
循
環
日
報
か
ら
申
報

へ
輔
載
さ
れ
た
も
の

(
従
っ
て
そ
の
日
付
は
申
報
締
載
の
日
付
)
、

O
印
を
付
し
た
も
の
は
循
環
日
報

掲
載
の
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
(

)
内
の
同
は
同
治
、
光
は
光
緒
の
年
践
の
略
稀
で
あ
る
。

掲

載

年

月

日

論

説

見

出

し

ム
η
・9
・3
(向
日
・8
・1
)
述
日
本
和
約
事

ム
η
・m
-
2
(同
日・
9
・1
)
雄日
法
戦
紀

ム
η
-m
-3
(同
日
・
9
・2
)
繍
録
地
国
法
戦
紀

ム
η
・
ω・5
(同
日・
9
・4
〉
繍
鍛
普
法
戦
紀

ム
η
・
m
-ω
(向
日・
9
・
9
〉接
摘盟
国
法
戦
紀

ム
η
・
ω・刊M
(

同
日・
9
・日
)繍
銭
普
法
戦
紀

ム
η
・ω
-
U
(同
日
・
9
・日
)繍
録
普
法
戦
紀

ム
η
・日
・日
(向
日・
m
-
U
)繍
録北
田法
戦
紀

ム
η
・3
・ロ
(同
ロ
・2
-U
)繍
録
普
法
戦
紀

ム
刊は・
3
・幻
(同
ロ
・2
・お
)
繍
録
北
田
法
戦
紀

ム
竹川
・3
-お
(同
ロ
・2
-mA
〉繍
録
普
法
戦
紀

ム
η
・3
-剖
(同
ロ
・3
・4
〉繍
録
地日法
戦
紀

〈

ω
何日・
4
・幻
(
同
ロ
・3
・お
)
繍
鋒
普
法
戦
紀

ム
花
・4
-m
(
同
ロ
・3
・幻
〉
繍
録
北
百
法
戦
紀

ム
η
・
5
・7
〈同
ロ
・4
・日
〉繍
銭
普
法
戦
紀

ふ
市
・5
・日
(向
M
M

・4
・
ω〉繍
録
普
法
戦
紀

ム
η
・5
-M
(同
ロ・
4
・お
)繍
録
普
法
戦
紀

ム
η
・6
・5
(岡
山M
・5
・日
)
繍
録
普
法
戦
紀

ム
η
・6
-
m
(
同
ロ
・5
・川口
〉繍
録
普
法
戦
紀

ム
刊日
・7
・1
(同
ロ
・6
・7
)
繍
鍛
普
法
戦
紀

ム
何日
・7
・2
(同
ロ・
6
・8
〉
繍
銭
普
法
戦
紀

ム
η
・8
・4
(岡
山M
・問
6
・ロ
〉繍
銭
並
目
法
戦
紀

口
丸
・
5
-
U
〈同
日
・
3
・
mC
率一潤
一土
番
考
中
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白
河
・

5
・m
(同
m
-
3
-
m
)蓋
湾
土
番
考
下

O
九・

5
-
m
(同
日
・
4
・1
〉
①
繍
論
奮
金
山
事
②
論

嘗
金
山
土
人
不
得
騒

華
傭

O
H
・
5
-
m
〈
同
日
・

4
・3
〉
論
華
人
駕
蚊
輪
船

O
九・

5
・
印
(
同
日
・
4
・4
〉
蓋
組
問
番
社
風
俗
考
五

O
叫・

5
-
m
(同
臼
・
4
・
5
〉
蓋
湾
番
目
紅
風
俗
考
六

O
叫・

5
-
幻
(
同
日
・
4
・6
)
基
調
問
番
社
風
俗
考
七

0
日・

5
・
m(両
日
・
4
・8
〉
論
日
本
往
剣
蓋
間
生
番

口
九
・

5
・
幻
ハ
同
日
・
4
・M
M
)

牽
割
問
番
祉
風
俗
考

一

O
叫・

5
-
m
(同
日
・

4-m〉
蓋
湾
番
社
風
俗
考
人

O
H
・
5
-
m
(同
日
・
4
-
U
)
論
煙
宜
禁

口
叫
・

5
・
叩
(
同
日
・

4
・日〉
牽
湾
番
祉
風
俗
考
二

O
叫・
6
・1
(同
日
・
4
・
げ
)
①
論
火
船
之
盛
②
蓋
湾

番
枇
風
俗
考
九
③
西

人
論
日
本
新
政

O
叫・
6
・6
(同
日
・

4-n〉
論
日
本
使
臣
之
言
不
可

信

O
H
・6
・8
(同

m-4-m〉
蓋
輔
門
番
社
風
俗
考
十

口
九
・

6
-
m
(岡山日・
4
・
お
)
西
人
論
日
本
-
新
政

O
H
・6
・
U
(向
日
・

4-m〉
論
日
本
伐
蓋
湾
生
番
之

難

O
H
・6
・M
M
(

同
日
・

4
・mm
〉
①
論
西
人
所
謂
四
端
不

能
稼
行
②
論
西
土
述

東
洋
事

O
M
・6
・
m〈
問
臼
・

5
・2
)
論
東
洋
近
日
舞
議
情
形

O
H
・6
-
m
(向
日
・

5
・3
〉
塞
湾
番
社
風
俗
考
十
一

O
H
・
6
-
m
〈
同
日
・

5
・
5
〉
論
英
美
貿
易
之
利

O
H
・6
・
却
(
向
日
・

5
・
7
〉
論
輿
日
本
交
兵
情
形

O
九
・6
-
m
(同
日
・

5-ω
〉①
蓋
湾
土
番
風
俗
考
十

二
②
論
李
制
軍
艦骨燐

牽
掛
間
近
日
情
形

O
叫・
6
-
M
〈
同
日
・

5
-
U
〉
①
論
蓋
踊
円
形
勢
②
議
林

筆
書
館
東
洋
伐
蓋
湾

論

O
叫・
6
・
幻
(
岡
山
日
・

5
-
U
〉
論
東
洋
伐
生
番

O
H
・6
-
m
ハ
同
日
・

5
-
m
〉
蓋
湾
番
社
風
俗
考
十
三

O
叫・
7
・1
(同
日
・

5
・
四
)
論
日
本
之
必
可
勝

0
日・
7
・8
(同
日
・

5
・
お
〉
書
中
外
新
報
論
中
園
後

O
叫・
7
・9
(同
日
・

5
-
m
)
①
論
銭
甲
戦
艦
②
論
人

不
可
侍
智
力
③
論
呉

総
ロ
宜
修
築
抱
牽

(
選
録
申
報
)

O
H
・
7
-
U
〈
同
日
・

5
-
m
〉
①
紀
星
使
往
蕨
古
巴
華

傭
事
②
紀
日
本
用
兵

蓋
湾
生
番
排

口
日
・
7
-
H
(
向
日
・

5
-
m
)
基
一
湾
番
祉
風
俗
考
之
三

O
叫・

7
-
U
(向
日
・
6
・1
〉
①
論
古
巴
情
事
〈
選
録

上
海
陸
報
)
②
書
皐

校
論
略
李
序
後

O
丸・
7
・
日
(
同
日
・
6
・
2
〉
蛍
仇
西
法
製
造
戦
艦

0
日・

7
-
m
(同
日
・
6
・3
)
論
差
掛
問
責
策
中
園
重
鎮

O
九
・
7
-
却
(
同
日
・
6
・
7
〉
①
軍基踊同
番
枇
考
第
十
四

②
論
差
掛
向
用
兵
(
選

録
上
海
申
報
〉

O
叫・

7
・
幻
〈
同
日
・

6
・8
〉
論
日
本
侵
犯
喜
一
部
門
事

(
選
録
申
報
〉

O
江・

7
-
M
(岡山同・
6
-
U
〉
論
華
人
以
馨
星
借
用
不
祥

O
九・

7
-
m
(同
日
・
6
・
日
)
①
論
銭
甲
戦
艦
之
足
侍

②
西
人
甲
乙
論

O
江・

7
-
m
(向
日
・
6
・M
m

)

蓋
湾
番
一
位
風
俗
考
十
五

O
九・

8
・
4
(
同
日
・
6
・
n〉
西
人
論
中
園
嘗
奥
日
本

和

O
叫・

8
・5
(同
日
・

6-n〉
土
耳
其
輿
波
斯
不
和

O
H
・8
・6
(同
日
・

6
-
M
〉蓋
輔
門
番
社
風
俗
考
十
六

O
H
・
8
-
m
(同
日
・

6
-
m
)
論
日
本
奪
事
之
謬

口
日
・

8
-
U
(同
臼
・

6
-
m
)
萎
一端同
番
祉
考
第
十
四

口
叫
・
ロ

-m(岡山
ω
・日・

7
〉
西
報
論
琉
球
所
属

口
丸

-u-m(同
日
・
日
・

8
)
繍
論
琉
球
所
属

口
叫

-u-m〈
同
日
・
日
・
日
〉
答
西
人
論
循
環
日
報
設

口
万
・

1
・1
ハ
同
日
・
日
-
M
〉
論
日
本
狩
長
於
用
兵

口
お
・

1
・2
(問
何
回
・
日
・
お
〉
記
日
本
人
誇
語

口
万
・

1
・7
(同
臼
・
日
・

ω〉
編
逃
日
本
火
船
情
形

口
お
・

-
-
U
(同
日

-u-7〉
新
立
戦
規

口
お
・
9
・6
〈光
1
・8
・
7
〉
論
征
新
語

- 97ー
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口
万

-m-m
(光
1
・9
-
m
m
)論
西
人
欲
中
国
富
強

口
お
・

m-m〈光
1-m・
1〉
論
中
園
出
円
西
法

口
万
・日
・3
(光
1
・
ω・6
)論
高
麗
宜
仇
日
本

口
河
・
1
・
8
(光
1
・ロ
・ロ
)
有
備
無
患

口
%
・

1-m
(光
1・
ロ
・
ロ
)
論
日
本
厚
待
琉
球

白
河
・9
・幻
(
光
2
・
8
-m〉
践
欧
洲
遊
客
室
間
後

口
祁
・9
-
m
(光
2
・
8
・M
M
)

論
旺
貿
易
不
在
増
俸

〈
『
政
困
文
銭
外
編
』

牧
録
〉

口付
H

・I
・2
(光
2
・日

-m)論
中
園
宜
名
賀
並
務

口付
H

・
I
-
m
(光
2
・ロ
・5
)
論
六
合
賂
混
篤
一
(
『
張

国
交
銭
外
編
』
牧
録
)

口
付
・

9
・1
(光
3
・8・

5
〉
論
新
彊
歪
間
皆
中
図
必

不
可
棄
之
地

口

η
・日

-m〈光
3-m
-m
)磁
務
宜
野
商
一
緋

口

η
・ロ
-
U
(光
3
・
日
・
問
)
論
英
俄
近
事

口

η
・ロ
・幻
(
光
3
・日

-m〉
論
宜
設
法
以
保
新
騒

白
河
・
1
・4
(光
3
・ロ

・2
)
論
俄
宜
因
各
図
以
和
土

白
河
・

1
・7
(光
3
・M
M

・
5
〉
守
膿
設

口
九
・

1
・9
(光
3
・u
-7
)口
珠
庵
主
自
強
要
策

口
九
・
ー
・
日
(光
3
・
u-日
〉
東
遊
紀
盛

口問団・
1
・
n
(光
3
・ロ
・
幻
〉
論
練
丘
(
以
回
遊
防

白
河
・

1
・M
(光
3
・ロ

-n〉
論
練
兵
以
岡
市
法
防
接
線

前
稿

口
祁
・
1
・
お
(
光
3
・ロ

-m〉
論
出
洋
時
間
工

口
花
・
1
・M
山
(光
3
・mu
-
M
)
海
防
要
策

口
内
・1
・
m〈光
3
・ロ

-m〉
論
俄
潜
移
碑
石

口
祁
・
2
・
m(光
4
・1
・日
〉
論
中
園
終
蛍
盛
行
新
報

(
選
録
香
港
中
外
新

報〉

口
九
・
2-m〈光
4
・
1
・
幻
)
論
俄
襖
失
陸

口
九
・3
・6
(光
4
・2
・3
〉
論
日
本
募
民
開
耕

口
花
・

3-m(光
4
・
2
-m)論
欧
洲
近
事

口
叩
ω
・ロ
・3
(
光
4
・日

-m〉
論
日
報
録
西
征
事

口町山
・ロ

-m(光
4
・日

-m)卒
冠
宜
不
分
珍
域
設

口
市
・
ロ

-m
(光
4
・日
・
お
)
論
高
麗
奥
日
本
失
和

口
九

-
U
-
M
(
光
4
・ロ・
1
)
排
近
日
所
停
李
揚
材
事

口
市
・
ロ
・部
(
光
4
・
u
-3〉
論
日
本
園
人
不
用
泰
西

器
物

口
乃
・
1-m
(光
4
・ロ

-m
)論
俄
人
専
一
万
鍛
路
中
園

不
可
不
備

口
乃
・1
・日
(光
4
・ロ
・幻
)
論
士
耳
機
欲
使
挨
及
蹄

英
管
轄

o
m-2・U
(光
6
・
1・
5
)
論
銭
債
日
貴

O
回・

2-m(光
6
・1
・7
〉
論
保
甲
回
練
宜
分
別
摩

行

O
関・
2
-
U
(光
6
・1
・
8
〉論
港
督
振
興
文
教

O
ω・
2-m
(光
6
・1
・9
〉
①
論
港
督
潟
政
執
中
②

西
報
論
滅
琉
球
事

(
選
録
申
報
〉

O
ω・2
・
ω
(光
6
・ー・

ω
)華
人
不
宣
往
醤
金
山
読

o
m・
2・
m(光
6
・
1・日
)
論
法
回
越
南

o
m
-2・
n(光
6
・
1・U
〉
論
英
俄
争
結
好
於
波
斯

O
剖
・2
・お
(
光
6
・1
・
日
山
)
論
西
報
紀
俄
園
事

O
剖
・2
・幻
(
光
6
・
--m〉
論
波
斯
擬
拒
俄
丘
ハ

O
加
・3
・1
(光
6
・1
・
幻
)
論
禁
入
廟
焼
香

O
剖・
3
・2
(
光
6
・1
・
n〉
論
中
俄
近
事

O
別・

3
・3
(光
6
・
1
・
n〉
論
日
本
政
刑
得
失

o
m
-3・
4
(
光
6
・
1
-M〉
論
俄
人
設
立
水
師
義
勇

公
司

o
m・
3・
5
(光
6
・
1-m〉
論
出
遊
一夜辱

0
ω
・3
・日
(光
6
・2
・
1
〉
論
俄
用
兵
未
必
奇
麗
利

O
剖
・3
・
ロ
(
光
6
・2
・2
〉
中
園
宜
琵
設
電
線
論

o
ω・
3
-m(光
6
・
2・
3
)日
本
武
備
考

o
m・
3・
m(光
6
・
2・5
)
論
助
賑
阿
爾
蘭
飢

O
回
・
3-m
(光
6
・2
・6
〉
論
水
師
宜
招
集
沿
海
泉

徒
充
補

oω
・3
-
U
(光
6
・2
・7
〉
関
西
人
論
中
園
事
害
後

Oω
・
3-
m
(光
6
・2
・
8
〉
論
西
人
関
心
中
俄
時
事

o
m-3-m(光
6
・
2・9
〉論
普
決
立
約
互
相
保
護

O
印・

3-m
(光
6
・
2
-m〉
論
書
院
瓢
別

O
ω・3
・2
(光
6
・2
・ロ
)
論
水
師
嘗
求
駕
敗
戦
艦

員
弁

o
m-3・
n
(光
6
・
2-m〉
論
西
人
皆
注
意
伊
型

O
Mω
・3
・
μ
(光
6
・2
-
U
〉
論
中
外
交
渉
事
宣
明
白
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宣
布

。ω・3
・
m(光
6
・
2
-
m
)論
葦
北
磁
務
玖
宜
整
頓

o
m
-
3
・
却
ハ
光

6
・
2
・
ω
〉
禦
外
論

O
印・
3
・
叩
(
光
6
・
2
-
m
)論
中
園
購
緋
軍
火

o
m
-
3
・
剖
(
光

6
・
2
・
幻
)
論
俄
人
請
救
山
田
市
星
使

O
別・

4
・1
(光
6
・2
・
n)論
謡
言
可
慮

o
m
-
4
・
2
(光
6
・
2
-
n〉
関
西
字
報
論
中
俄
事
書

後

o
m
・
4
・3
(光
6
・2
-
M
〉
論
朝
廷
議
翠
賢
人

o
m
-
4
・
5(光
6
・
2
・
お
)
①
論
嘗
審
時
局
②
論
美

園
貨
物
之
消
流

Oω
・4
・6
(光
6
・2
・m
む
論
白
人
善
後

o
m
-
4
・8
ハ光

6
・
2
-
m〉
治
兵
論

o
m
・4
・
9
〈光
6
・3
・1
〉
論
考
琴
員
才

o
m
-
4
・
日
(
光

6
・
3
・7
〉
書
言
官
論
俄
約
難
行
疏

後

Oω
・4
・M
m
(

光
6
・3
-
8
)
論
日
本
擬
這
人
来
皐
中

園

o
m
-
4
-
U
(光
6
・
3
・9
〉
論
禦
俄

o
m
-
4
-
ω
(光
6
・
3
-
U
)再
論
禦
俄

Oω
・
4
-
m
(光
6
・
3
-
U〉
論
中
園
念
務
在
固
結
民

、υ

o
m
-
4
・
幻
(
光

6
・
3
-
m
)成
敗
是
非
論

o
m
-
4
-
n
(光
6
・
3
・
M
)
論
裁
汰
差
役

O
剖・

4
-
m〈光
6
・3
・mm
〉
書
馳
知
撫
奏
援
解
兵
鈎
摺

後

Oω
・4
・m
μ
(
光
6
・
3
-
ω
)論
俄
日
結
好

oω
・
4
-
m
(光
6
・3
・
初
〉
閲
各
報
洋
煙
事
書
後

oω
・
4
-
m
(光
6
・3
・
幻
〉
論
日
本
設
輿

E
曾

oω
・
4
-
mハ光
6
・
3
-
m〉
興
E
曾
事
績
録

O
ω
・
5
・1
(光
6
・
3
-
m〉
論
各
園
関
心
中
俄
事

o
m
-
5
・
3
(光
6
・
3
・
お
〉
論
整
頓
水
師

o
m
・
5
・
5
(光
6
・3
・
幻
〉
論
理
財
不
可
惑
於
人
言

o
m
-
5
・7
(
光

6
・
3
-
m〉
論
豚
府
考
録
案
宜
巌

O
間・

5
・8
(光
6
・3
・
叩
〉
論
日
耳
憂
議
、
逼
一
商
一
高
麗

O
別・

5
・
ω(光
6
・4・
2
)
日
本
人
論
中
外
大
勢

O
印・

5
-
U
(光
6
・4・
3
〉
接
録
中
外
大
勢
論

O
印・

5
・U
(光
6
・4
・4
〉
援
録
中
外
大
勢
論

oω
・
5
-
m
(光
6
・
4
・
5)論
西
報
述
俄
事

O
剖・

5
-
U
(光
6
・4・
6
〉
①
論
中
日
蛍
調
停
嫌
②
謬

東
議
報
論
中
東
事

oω
・
5
・
日
〈
光
6
・
4
・7
)
論
善
血
中
宜
設
善
法

O
印・

5
・U
〈光
6
・4
・9
)
論
亜
洲
大
局
可
危

O
関・

5
-
m
(光
6
・
4
・
m
〉論
臨
時
賑
款

O
印・

5
-
ω
(光
6
・4
・
日
〉
論
試
土
宜
参
一愛
其
法

o
m
-
5
-
m
(光
6
・
4
・
U
〉
論
俄
人
逐
客

O
別・

5
・
幻
(
光
6
・
4
-
臼
〉
論
査
勘
田
畝

O
加・

5
・
n(光
6
・4
・H
H

〉
論
日
人
擬
改
和
約
第
二

款

oω
・
5-mω
〈光
6
・
4
-
U〉
論
意
図
、
途
抱
奥
日
本

o
m
・
5
-
m
(光
6
・
4
・M
m
)

論
華
喬
関
心
時
事

Oω
・
5
-
mハ光
6
・
4
-
m〉
①
論
亜
州
時
事
②
録
日

官
曾
根
俊
虎
詩

O
別・

5
・
却
(
光
6
・4
・
幻
〉
論
専
信
一賭
館
閉
歓

O
別・

5
・
幻
(
光
6
・4・

n〉
論
西
一
商
一
園
練
法
可
行
於

沿
遁

O
ω
・6
・1
(光
6
・4
-
M
〉
論
俄
人
備
珠
啓
鎌

O
回・

6
・2
〈光
6
・4
・
お
)
論
除
官
場
随
習

O
的・
6
・3
(光
6
・
4
-
m〉
論
俄
人
救
星
使

O
印
・6
・4
(光
6
・4
-
幻
〉
論
日
本
議
牧
民
間
金
銀

器
皿

o
m
・
6
・
5(光
6
・
4-m)論
我
人
遁
東
洋

O
的・
6
・
7
(光
6
・
4
-
却
〉
論
美
園
兵
船
再
往
高
麗

o
m
・6
・8
(光
6
・
5
・1
〉
論
中
園
宜
助
越
南
以
自

強

O
m
・6
・9
(光
6
・
5
・2
〉
論
嘉
興
案
情

o
m
-
6
・
ω
(光
6
・
5
・
3
〉
論
禦
強
冠
宜
先
安
好
民

O
ω
・6
・
日
〈
光
6
・5
・4
〉
論
逢
羅
有
意
自
強

O
的・

6
-
M
(光
6
・5
・
7
〉
論
中
西
貿
易

o
m
-
6
・
日
(
光

6
・
5
・8
〉論
蓋
湾
防
守

o
m
-
6
・M
m
(

光

6
・
5
・9
〉繍
豪
潤
防
守

O
回・
6
・
げ
(
光
6
・
5
・
印
)
招
回
金
山
華
傭
議

o
m
-
6
-
m
(光
6
・
5
・
日
〉
紀
西
班
牙
得
呂
宋
島
之

伝
比
利
時
4r

O
剖・
6
・
n〈光
6
・
5
・
日
〉
論
西
報
述
曾
製
侯
田
英
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園
事

o
m
-
6
-
m
(光
6
・
5
-
m〉
論
日
本
人
興
設
各
合

O
印・

6
-
M
(光
6
・
5
・げ
)
論
西
班
牙
通
一
商
越
南

o
m
-
6
-
お
(光

6
・
5
-
m〉
論
俄
船
来
華

O
ω
・
6
・お
(
光

6
・
5
・
ω
)論
英
人
議
維
持
貿
易

o
ω
・
6
-
m
(光
6
・
5
・
幻
〉
論
中
園
戦
俄

O
ω
・
6
・mm
〈光
6
・
5
・
泣
)
論
葡
人
建
議
助
俄

o
m
・6
-
m
(光
6
・
5
-
m
)論
印
度
煙
利

o
m
・
7
・2
(光
6
・
5
・お
〉
関
西
報
論
中
関
軍
政
書

後

O
m
・
7
・3
(光

6
・
5
-
m〉
論
盗
却
官
街

o
m
-
7
・
5
(光
6
・
5
-m
〉
論
中
園
創
造
機
器

O
別・

7
・6
(光
6
・
5
-
m〉
論
脊
一
緋
数
匪

o
m
・
7
・7
(光
6
・6
・
1
)論
中
園
軍
務

o
m
-
7
・
8
(光
6
・
6
・2
〉論
出
洋
間
半
量
不
必
再
述

。

ω・
7
・9
(光
6
・6
・3
)論
習
西
皐
宜
知
務
通

O
印・

7
・M
M
(
光
6
・
6
・
7
〉
①
論
禁
鴻
片
宜
行
之
以

漸
②
琉
球
曲
以
紀

o
m
-
7
・日
(光

6
・
6
・
9
)論
法
在
因
時
望
通

O
剖・

7
-
m
(光
6
・
6
・
ω〉
論
直
洲
己
半
腐
於
欧
人

(
『
技
閤
文
録
外
編
』

牧
録
)

O
ω
・
7
-
m
(光
6
・6
-
H
H
)
論
禦
俄
宜
用
土
勇

o
ω
・
7
・
お
(
光
6
・
6
・
加
)
論
出
使

oω
・
7
・幻
(光
6
・
6
・幻〉
論
西
園
丘
ハ
額
日
増
ハ
『
設

国
文
録
外
編
』
牧
録
)

O
叩・

7
-
m
(光
6
・6
・
2
)謡
言
不
足
深
緋
読

O
剖・

7
・m
山
〈光

6
・
6
-
M
)論
土
耳
機
大
勢

0
ω
・7
-
m
U
ハ光
6
・6
・お
〉
吏
役
震
姦
説

O
印・

8
・
2
〈光
6
・6
-
m
μ
)
論
鋒
野
草
田
市

O
的・
8
・
4
(光
6
・6
・mm
〉論
練
兵
宜
先
練
将

o
m
-
8
・
5
(光
6
・
6
・却
)
中
園
戦
和
設

o
m
-
8
-
m〈光
6
・
7
・
5
)論
拒
外
冠
官
軍
不
如
義

勇

O
ω
・8
・
n(光
6
・
7
・
7
)
論
西
報
述
中
俄
近
事

。

ω
・
8
-
m
(光
6
・
7
・
8)論
各
閣
断
難
合
縦

o
m
-8
・
U
〈光

6
・
7
・
9
〉
繍
録
各
園
断
難
合
縦
論

。
剖・

8
・M
m
(
光
6
・
7
・日
〉
論
中
外
臨
時
緋
軍
務
不
同

O
印・
8
-
w
U
(
光
6
・7
・m
M
)

附
録
東
洋
興
亜
合
同
人

上
李
爵
相
書

O
ω
・
8
・
幻
(
光
6
・
7
・
m〉
論
聯
諸
図
以
拒
俄

O
ω
・
8
-
mハ光
6
・
7
-
m〉
論
俄
擬
攻
中
園

O
印・

8
・
却
(
光
6
・
7
・
お
〉
論
日
本
留
心
理
在

o
ω
・8
-
M
U
(
光
6
・
7
・お
〉
論
和
局
難
侍

o
m
・
9
・
2
(光

6
・
7
-
m〉
論
整
頓
軍
政

O
ω
・9
・
7
(光
6
・8
・3
〉
論
俄
初
志
任
啓
努

O
ω
・9
・8
〈光
6
・8
・
4
〉
論
緋
防
務
不
可
擾
民

o
ω
・9
・9
(光
6
・8
・
5
)
論
俄
人
索
賠

O
印・

9
-
m
(光
6
・
8
・
9
〉
論
習
西
園
語
言
文
字
盤
…

賀補開

O
帥・

9
・
U
(光
6
・8
・
凶
)
論
儒
者
賞
見
其
大

O
印
・9
・日
(光
6
・
8
-
n〉
論
通
事
宜
選
用
正
人

O
加・

9
-
m
(光
6
・8
・ロ
〉
采
郭
待
郎
論
上

O
回
・9
・げ
(光
6
・
8
-
m〉采
郭
待
郎
論
下

O
剖・

9
・mm
〈光
6
・
8
-U〉
論
中
因
不
可
自
博

o
ω
・9
-
幻
(光
6
・8
・げ
)
論
民
数
宜
使
相
安

O
剖・

9
・
n(光
6
・
8
・日同
〉
論
日
本
助
俄
無
盆

O
剖・

9
-
M
(光
6
・
8
-
m〉
息
謡
言
以
固
民
士
山
読

O
ω
・
9
-
m
(光
6
・
8
・幻
)
論
西
園
謀
、通
商
高
麗

O
剖・

9
・m
m
(
光
6
・8
・M
ω
)

論
管
駕
輪
船
務
在
得
人

O
回
・9
・m
山
(
光
6
・
8
・お
)
論
惇
訊
婦
女
不
宜
軽
設

官
媒

O
加・

ω・1〈
光
6
・8
・幻
)
論
緋
海
防

O
加・

ω・2
(光
6
・
8
-
m
)論
俄
賂
探
察
軍
情

。

ω・
ω・
7
(光
6
・9
・
4
)論
汲
摘
軍
需

O
ω
・
ω
・
8
(光
6
・
9
・
5
〉
論
戦
守
嘗
審
諸
己

O
剖・

m
-
9
(光
6
・
9
・
6
〉
論
中
外
人
情

O
ω
-
m
-
U
(光
6
・9
・
8
〉
智
利
園
沿
革
考

O
ω
・
ω
-
m
(光
6
・
9
-
m〉
論
政
教
各
有
所
偏

O
ω
-
m
-
U
(光
6
・
9
・日
)
論
俄
人
士
心
不
僅
在
得
伊

隼

O
ω
-
m
・
日
〈
光

6
・
9
-
n〉
論
中
園
宜
助
高
麗
開
設

ロ
岸

o
m
-
m
-
m
(光
6
・
9
-
m
)希
騰
園
沿
革
考

O
ω
-
m
-
m
(光
6
・
9
・M
m
〉
論
観
俄
園
日
報
宜
有
緋
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ロ
n

o
ω-m-加
(光

6・
9・
U〉
①
波
斯
有
志
振
興
②
関

資
崖
数
匪
事
害
後

o
m-ω
・お
〈光

6・
9
・
n〉
番
機
器
織
布
局
章
程
後

O
剖・

ω・幻
(光
6
・9
・M
)論
西
人
土
木
一
諸
中
園
政
鐙

o
ω・
m-
m(光
6
・9
・お
)
論
民
間
善
奉
以
美
邦
潟

最

O
ω・
ω
-m
(光
6・
9
-m〉
論
奮
金
山
人
程
侮
筆
官

O
別

-m・鈎
〈光
6
・9
・
W
C書
西
報
論
高
麗
通
一商一
事

宜
後

O
ω・日・
2
(光
6
・9
・
叩
)
論
戦
守
倶
宜
別
除
積
弊

o
m-日・
3
(光
6
・
m・
1
〉
論
俄
欲
索
蓋
湾

o
m-u・4
(光

6-m・2
)
論
中
園
不
可
一
日
亡
戦

O
ω
・日・

6
(光
6
・
ω
・4
〉
論
綬
鏑
洋
盗

O
関
・
日
・

8
(光
6
・
ω・6
)
論
絹
捕
宜
求
善
法

O
ω-u・
9
(光
6・
ω・7
)
閲
貴
州
巡
撫
奏
摺
書
後

O
回
・
日
・

ω
(光
6
・
ω・8
〉
論
日
本
結
好
俄
羅
斯

O
別

-u-U
(光
6
・
m-9〉
論
官
役
巡
査

o
m-日
-mM
(光
6-m-ω
〉
論
宜
向
麗
不
宜
逮
紹
日
本

O
ω・
日
・
日
〈光

6
-m-MM〉
排
琉
球
属
於
我
朝

O
ω・1
・
m〈光
6
・
m・
mm〉
論
俄
近
事

O
剖
・
日
・

2
(光
6
・
m-m〉
論
土
廷
割
地

o
m-日
-m
(光
6
-m・幻
〉
黒
龍
江
中
俄
分
界
考

o
m-日
-M
(光
6
-m-m〉
論
富
強
自
有
水
務

O
別

-u・
お
(
光
6
・
ω-m〉
答
纂
鮪
捷
径
論
客

o
m
-
u・
お
ハ
光

6・
ω-M〉
論
購
緋
軍
火
蓋
宜
努
通

o
m
-
u・
幻
〈
光

6・
ω・
お
〉
論
防
守
陸
路
宜
設
地
雷

o
m-日
-mU〈光
6-m-間む
論
天
時

o
m・ロ・
1(光
6-m・
mm
)論
兵
強
不
足
侍

O
ω-U・2
(光

6・日・
l
〉
論
泰
西
政
蓋
日
上

o
m-u・3
(光

6・
日
・
2
〉
論
西
圏
不
能
保
護
華
官

。ω・MM・6
(光
6
・
u-5〉
泰
西
宮
強
己
久
論

o
m-ロ・
8
(光
6
・日・
7
)
論
策
人
以
誠
篤
本

o
m
-
u・
9(光
6・日・
8
〉
論
俄
人
種
窪
架
合
田
園

O
ω・ロ
-m
(光
6-u・9
)論
西
報
述
東
事

O
ω・
MM・日
(光
6
・
U-m〉
論
中
外
務
敦
和
宜

O
剖

-u-m
(光
6
-u-U
)閲
一
知
子
論
中
俄
事
書

後

O
ω-u-U
(光
6・日
-m〉
論
施
棉
衣
宜
嬰
遁
其
法

o
m-ロ
-m
(光
6・
日
・
げ
)
①
論
営
兵
宜
捜
価
②
重

刻
張
園
尺
膿
書
後

o
ω・
ロ
・
却
(光
6
・
u
・
ω〉
論
俄
人
致
書

O
ω・
MM・
幻
(光
6
・
u
・却
〉守
舟
山
議

o
m-U・
M
(光
6・口
-m)論
高
麗
欝
緋
防
務

o
m-mu・お
(光

6・日
-M
)中
園
海
防
較
易
臨
時
俳
論

O
印・

mu・叩
(光
6
・
u
・
MU
)論
西
人
訪
事
迅
速

o
m-n・日出(光
6・
mu--〉
論
専
東
防
務

o
m---4〈光
6
・ロ・

5
〉
援
外
探
原
論

O
M山・
1
・
5
〈光
6
・ロ・

6
)
民
兵
禦
敵
読

O
幻
・1
・6
(光
6
・ロ・

7
〉論
中
俄
和
耗

OM引
・
1
・
7
〈光
6
・
mu・
8
〉
論
俄
人
安
慰
英
心

O
飢
・
--8〈光
6
-n・9
)
原
富
強

O
創
・
1
・

m(光
6-U・
日
〉
論
開
墾

O
創・

1
・U
(光
6
・ロ

-
U
)
論
西
速
報
俄
事

o
m-1-m〈光
6・
MM・
ω
)論
俄
経
営
西
域

O
M引
・
1・山口
(光

6・
MM・加
)
論
皐
西
慈
不
必
遺
人
出

洋

O
創・

1-m
(光
6
・
ロ
・
幻
〉
左
侯
経
営
側
外
紀
客

O
剖
・
1
・
幻
(光
6
・
MM・
2
〉
援
録
左
侯
経
営
関
外
紀

客

O
m---n
(光
6・ロ
-m
)①
論
葡
日
ニ
図
近
事
②

俄
人
窺
伺
高
麗

o
m-1-M〈光
6・
u-お
)
論
浩
士

ouu・2
・3
(光
7・

1・5
)①
論
製
造
②
俄
人
通
商一

高
鹿

O
創
・
2
・

5
(光
7
・1
・7
)
論
抱
匠
赴
俄

O
別
・
2
・
7
(光
7
・
1
・9
〉
論
俄
人
窺
何
日
本

c
um-2・8
(光
7
・

1・

m
)節
録
海
防
臆
測
一

o
m-
2・9
(光
7
・1
・H
〉
節
録
海
防
臆
測
二

O
引
・
2
・

m〈光
7
・1
・
MM)論
備
敵
不
可
存
倖
災
之

、υ

O
M出・
2
・日
(光
7・

1-m〉
①
節
録
海
防
臆
測
三
②

整
頓
茶
務
③
振
興
農

-X刀
可
す

n

O
引創山

.2.MM〈光
7
・1・

U
〉
論
中
園
待
俄
宜
有
区
別
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o
u引・
2
・U
(光
7
・
--m
)①
節
録
海
防
臆
測
四
②

東
議
捕
時
弊
防
務

O
別・

2
・
日
(
光
7
・
1
-
U
〉
①
論
中
東
近
事
②
日
使

田
園
繍
耗

O
MU
・
2
・Mm(光
7
・1
・m
)
論
日
本
建
築
砲
憂

o
uu
・
2
・mm(光
7
・
l
-
m
)
論
高
麗
通
一
商
一
利
害

O
創・

2
-
m
〈光
7
・1
・幻
〉節
録
海
防
臆
測
五

o
u
m
-
2
・幻
(光
7
・
1
-
m
)
論
招
工

O
別・

2
・
n(光
7
・
1
-
M
)
節
録
海
防
臆
測
六

O
創・

2
-
m
(光
7
・
1
・
お
)
論
西
貢
愛
国
華
人

o
m
・2
・M
(光
7
・1
・m
)論
中
園
武
備
不
可
少
弛

O
創・

2
-
m
〈光
7
・
1
・お
)
論
車
路
宜
先
建
於
遁
省

O
町出・

2
-
m
(光
7
・
2
・
-
)
援
一政
非
佳
兵
緋

O
創・

3
・1
(光
7
・2
・2
〉
論
加
政
宜
早
借
用
整
頓

o
m
-
3
・2
(光
7
・
2
・3
〉
保
民
設

o
m
-
3
・3
(光
7
・2
・
4
)論
火
器
不
可
全
侍
購
諸

外
圏

O
Mm
・3
・4
(光
7
・
2
・
5
)論
数
民
塑
耕

O
創・

3
・5
(光
7
・2
・6
)
連
関
虐
稗
案
情
有
感

O
創・

3
・7
(光
7
・
2
・
8
〉
論
調
和
息
争

o
m
-
3
・9
(光
7
・2
-
m
)
論
中
西
武
備
同
異

O
創・

3
-
U
(光
7
・
2
・MM
〉
檀
香
山
考

O
Mm
・3
-
m
(光
7
・
2
・MM
〉
書
中
美
新
約
後

o

m
-
3
・Mm(光
7
・
2
・
げ
〉
論
教
習
水
師

O
創・

3
・
げ
(
光
7
・2
-
m
〉
論
日
本
近
事

o
uu
・3
・
m
(光
7・

2
-
m
)論
俄
人
関
破

o
m
-
3
-
幻
(光
7
・
2
・
n
)論
疑
習
凶
同
学

o
m
-
3
・
n
(光
7
・2
-
n
)書
英
人
電
議
禁
煙
篠
款

後

O
UU
・3
-
m
(光
7
・2
-
M
)論
東
滋
闘
勢

。
創・

3
・
ぉ
(
光
7
・2
・お
)
論
建
鍛
路

o
uu
・3
-
m
(光
7
・

2
・幻
)
論
中
園
一商
務

O
創・

3
-
m
(光
7
・2
・mm
)関
東
猿
新
報
書
後

O
創・

3
-
m剖
(
光
7
・3
・
-
)
論
俄
園
大
勢

。
創・

3
・M
山
(
光
7
・3
・2
)論
土
希
雨
圏
不
宜
携
兵

O
Mm
・
4
・
7
(
光
7
・

3
・9
〉
招
回
華
人
末
議

O
引・

4
-
U
(光
7
・

3
-
m
)論
東
獄
近
事

O
U山・
4
-
U
(光
7
・3
-
m
)①
菩
伊
箪
将
軍
奏
請
奨

摺
後
②
筋
議
琉
球
事

O
創
・
4
・

M
(光
7・

3
・日以
)
撫
存
琉
球
議

o
m
-
4
-m
(光
7
・3
・
幻
〉
論
檀
王
頗
有
士
山
於
治
図

o
uu
・4
・
お
(
光
7
・
3
・お
)
①
論
中
西
政
俗
②
論
英

園
腐
土
兵
費

o
m
-
4
-
m
(光
7
・
4
・
-
)
論
波
斯
有
志
振
興

o
m
-
4
・
mm(光
7
・
4
・
2
〉
巴
西
非
波
斯
考

O
M出・
4
-
m刊
(
光
7
・
4
・
3
)論
中
園
舶
政

o
uu
・
5
・2
(光
7
・
4
・
5
)
檀
香
山
積
考

O
剖・

5
・3
(光
7
・
4
・6
)論
西
園
招
工

o
u山・
5
・
4
(光
7
・
4
・
7
)
論
俄
人
経
営
亙
州
国
部

o
m
-
5
・
5
(光
7
・
4
・
8
)
論
退
縞
構
兵

o
um
・
5
・6
(光
7
・

4
・
9
〉
遅
羅
園
勢
考

o
m
-
5
・7
(光
7
・
4
-
m
)論
高
麗
明
窯

O
Mm
・
5
・m
(光
7
・

4
-
U
)論
日
本
政
俗
可
慮

。
創・

5
・U
(光
7
・
4
・
日
〉
論
西
陵
未
得
安
靖

o
m
-
5
-
m
(光
7
・
4
・mm
)薩
節
異
同
読
書
後

O
創・

5
-
m
(光
7
・
4
・
勾
)
論
高
麗
近
事

O
創・

5
・幻
(光
7
・4・川品
〉
論
日
本
裁
減
経
費

o
uu
・
5
・お
(光
7・

4
・お
〉
論
修
戎
備

o
m
-
6
・6
(光
7
・
5
・
m
)論
中
園
宜
自
造
鎗
砲

O
創
・
6
・
8
〈光
7
・
5
・ロ
〉
論
船
政

o
uu
・6
・
ω
(光
7・

5
・U
H

〉
論
日
本
民
愛

o
uu
・6
・日
(光
7・

5
-
m
)論
出
洋
謀
生

O
剖・

6
・
m
(光
7
・
5
-
U
〉
端
尼
土
壁
尼
羅
河
考

O
剖・

6
・江川(光
7
・
5
・
ω〉
論
省
態
査
排
出
洋

O
M出・
6
・げ
(光
7
・
5
・
幻
)
論
宜
特
設
海
軍
大
員
以

専
責
成

o
m
-
6
・叩出(光
7
・
5
-
m
)書
西
報
論
中
園
水
師
事

後

O
M引・
6
-
m
(光
7
・
5
-
M
)①
答
客
間
②
魚
高
麗
謀

一意
見
不
問

。
創・

6
-
幻
(
光
7
・
5
・ぉ
〉
開
決
門
戸
口
加
有
感

o
m
-
6
-
M
(光
7
・
5
・
お
〉
書
日
本
新
報
後

O
M引
・
6
・
お
(
光
7
・
5
・mm
〉
論
俄
船
山田筆

O
剖・

6
-
m
(光
7
・
6
・3
)
論
承
充
人
不
可
有
必
得
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o
m
・7
・1
(光
7
・
6
・
6
〉
論
欧
洲
時
局

o
m
-
7
・
4
(光
7
・6
・
9
)
論
俄
擬
増
銭
路

o
m
-
7
・
5
(光
7
・
6
-
m
)
論
練
兵
宜
自
信
用
競
令

O
MU
・
7
・
7
(光
7
・
6
-
m
M
〉
論
出
洋
事

O
別・

7
・
8
(光
7
・6
・
何
回
〉
①
論
官
場
随
習
②
琉
球

難
民
不
麿
交
日
本
領

事

O
M山・
7
・U
(光
7
・
6
-
m
)
書
西
報
論
琉
球
難
民
事

後

O
M
m
・7
-
m
(光
7
・6
-
m〉
論
招
工

O
剖・

7
-
m
(光
7
・
6
・
お
)
論
健
制
不
宜
襲

。刷出・

7
・
印
(
光
7
・
6
-
M〉
論
出
筈
海
島

O
別・

7
-
m
(光
7
・
6
・
お
)
論
値
囚

O
別・

7
・
幻
(
光
7
・
6
-
m
)
論
査
緋
舎
匠

O
M引・
7
-
m
(光
7
・
6
-
m
)
論
撤
防

O
創・

7
・
お
(
光
7
・6
・
叩
〉
日
本
遁
一
商
一
蛍
以
中
圏
第

重

O
創・

7
・
幻
(
光
7
・
7
・2
〉
閲
秘
智
和
約
有
感

o
m
-
7
-
m
(光
7
・
7
・
4
〉
論
票
害
忍
宜
査
禁

o
m
-
7
-
m
(光
7
・7
・5
)
舶
政
盃
宜
繋
頓
読

o
m
-
8
・
3
〈光
7
・
7
・
9
〉
論
法
意
近
事

o
m
・
8
・
4
(光
7
・
7
-
ω
)
論
法
征
端
尼
土

o
m
-
8
・
5
(光
7
・
7
・U
)
論
査
験
出
洋

o
m
・
8
・
6
(光
7
・
7
-
U
〉
論
巡
船
走
私

O
U引・
8
・
8
(光
7
・
7
-
M
〉
論
戦
争
断
難
解
息

o
uu
・
8
・
9
〈光
7
・
7
-
m
)
論
禁
鴻
片
事
不
易
行

o
m
・
8
-
m
(光
7
・
7
-
m
〉
繍
論
禁
薦
片
事
不
易
行

o
m
・8
・MM(光
7
・
7
・
問
)
論
宜
第
古
以
通
今

O
創
・
8
-
m
(光
7
・
7
・
ω
)論
中
園
嘗
自
強

o
m
-
8
・
日
(
光
7
・
7
・
幻
)
論
演
-
境
宜
早
設
備

o
u引・
8
-
m
(光
7
・
7
・
n)論
日
本
山
富
輿
中
関
和

o
m
・
8
・
U
(光
7
・
7
-
m
)
繍
論
日
本
賞
輿
中
園
和

o
m
-
8
-
m
(光
7
・
7
・
M
〉
論
中
日
嘗
合
力
以
拒
俄

O
創・

8
-
m
〈光
7
・
7
-
m
〉
琉
球
臣
服
中
園
考

o
m
・
8
・
叩
(
光
7
・閏
7
・
6
〉
琉
球
見
開
演
紀

o
m
-
9
・2
〈光
7
・閏
7
・
9
〉
琉
球
見
聞
小
紀

o
m
-
9
・
3
〈光
7
・閏

7
・
日
)
琉
球
見
聞
績
紀

o
m
・
9
・
7
〈光
7
・閏
7
・
UH)
琉
球
見
聞
繍
紀

O
別・
9
・9
(光
7
・閏
7
・
日
山
〉
論
高
麗
必
宜
園
存

o
m
-
9
-
m
(光
7
・閏
7
・MU
〉
論
法
防
不
能
廃
弛

O
U山・
9
・
HH(光
7
・閏
7
・
幻
)
論
出
洋
華
民
政
一
宜
保

護

O
Mm
・
9
・Mm(光
7
・閏

7
・
お
)
論
琉
球
事
宜
速
緋
理

o
uu
・
9
-
m
(光
7
・
8
・
-
〉
論
駐
洋
星
使
宜
多
得
綴

誇
人
員

o
m
・9
・
幻
(
光
7
・8
・
5
)
論
遜
一
商
未
必
量
得
利
盆

o
m
-
m
-
3
(光
7
・
8
・
日
〉
論
俄
園
徒
民
以
寅
漆

O
剖
-
m
-
7
〈光
7
・
8
・
日
)
論
日
本
披
一
商
一
務

o
m
-
m
-
U
(光
7
・
8
-
m
w
)
論
召
皐
重
回
牽

O
M引・
m
-
U
(光
7
・
8
・
2
)
論
蓋
匪
滋
事

O
別

-m・
げ
(
光
7
・
8
・
お
)
論
俄
法
近
事

O
剖・

ω・
印
(
光
7
・
8
・
幻
)
論
中
園
宜
麗
求
輿
才

O
創・

ω・
幻
(
光
7
・8
・
mm
〉
地
蘭
土
筆
路
考

O
別・

ω
-
M
(光
7
・
9
・2
)
論
俄
人
不
忘
併
土

o
m
-
m
-
m
(光
7
・
9
・
4
)
論
小
目
宋
牽
一
商
一
誇
設
領

事

o
uu
・
ω
・
幻
〈
光
7
・
9
・
5
)
論
叡
兵
宜
巌

o
m
-
ω
-
m
(光
7
・
9
・
7
)
論
招
華
傭

o
m
-
m
-
M
U
〈光
7
・
9
・
9
)
論
日
商
維
持
紙
業

o
m
-
日・

1
〈光
7
・
9
-
m
)
論
波
斯
練
兵

o
m
・日・

2
(光
7
・9
-
H
〉
論
宜
抜
虞
才
以
講
武
備

o
m
-
日・

5
(光
7
・9
・U
)
論
軍
火
被
綴

o
m
-
U
・
7
(光
7
・9
-
m
〉
論
日
本
捜
獲
金
銀

o
m
-
日・

8
(光
7
・9
・U
)論
高
麗
近
事

o
m
-
u
-
m
〈光
7
・
9
-
ω
)
論
西
人
作
事
認
良

o
m
・U
-
U
(光
7
・9
-
m
)
波
斯
輿
替
論

O
創
-
u
-
U
(光
7
・
9
・
幻
〉
論
土
耳
機
易
於
振
興

o
m
-
日
-
U
(光
7
・9
・
お
)
論
一
意
図
輿
普
奥
立
約

o
mm
-
u
・
日
(
光
7
・
9
-
M
〉
論
秘
魯
華
民
一
政
宜
保
護

O
剖
・
日

-
U
(光
7
・9
-
m
)
論
徳
図
査
曲
目
造
船

o
m
-
u
-
m
(光
7
・
9
-
mむ
論
徳
園
有
志
経
営
南
洋

o
m
-
u
・
幻
(
光
7
・9
・
ω
)
論
開
通
紅
河

o
m
-
u
-
n
(光
7
・
ω
・1
)論
中
園
茶
利
勝
震
印
度

所
奪

o
u引
・
日
・
お
〈
光
7
・
ω・
4
〉
論
俄
園
経
管
亙
洲
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ofm-H・
却
(
光
7
・
ω・9
)
論
弾
禍
在
得
人
心

o
m
-ロ・
2
(光
7-m・日
)
論
篤
治
宜
知
念
務

o
um-u・6
(光

7・
ω・間以
〉
論
停
止
華
人
往
檀
香
山

o
m-ロ・
7
(光
7
-m-日山
)
論
俄
人
立
心
巨
測

O
M引
-u・8
(光
7
・
m
-げ
)
書
印
度
報
論
洋
布
機
器

事
後

o
m
・ロ・

ω
(光
7・
m-mm〉
論
遅
羅
志
悶
自
強

o
m-ロ
-U〈光
7-m-幻
〉
論
俄
使
請
通
電
線

o
u引・
ロ

-m
(光
7
-m-お
)
淘
汰
倍
P

市
議

O
別

-mu・げ
(光
7
・
ω・
お
〉
論
土
希
二
図
的
紗
必
啓
争

o
m-ロ
-m
(光
7-m-mU〉
論
紡
緋
喜一
匪

o
m-mu・幻
(光

7・日・
1〉
関
西
人
論
使
才
害
後

O
別・
M
M
-
M
(

光
7
・
日
・
4
〉
論
俄
襖
欲
分
土
耳
機
地

o
m-ロ
・
幻
(光
7
・日
・7
〉
論
強
兵
必
先
去
積
弊

O
Mm
-U
-m(光
7・日
・9
〉
閲
西
人
報
述
檀
香
山
事

害
後

o
m-U-却
(光

7・日・
ω
)論
日
本
経
営
琉
球

o
m-ロ
・
幻
(光
7
・
日
・
日
)
論
高
麗
民
情

O
回・
1
・2
(光
7
・日・河川
)
論
弊
理
中
外
交
渉
事

o
m・
1
・5
(光

7
-u-
m
)論
里
山
番
残
酷

O
位・
1
・6
(光
7
・日・
げ
〉
論
合
剃
紅
帽
賊

o
m---7
(光
7・日
-mm
)閲
西
人
述
秘
魯
事
室
間
後

o
m-ー・
ω
(光
7
・日・
幻
〉
論
武
員
宜
知
法
紀

O
白・
1
・
日
(
光
7
・日

-m〉
論
秘
魯
用
偽
票

om-
-
-U
(光
7・日
-m〉
明
火
災
読

o
m
---げ
(光

7・日
-m)論
中
朝
宜
政
謀
保
朝
鮮

o
m
-1・
m〈光
7・日・
mm)論
火
水
油
胎
害

O
白・
1・

ω
(光
7
・日・
叩
)
論
琉
球
欲
悶
恢
復

o
m---幻
(光
7
・ロ・
2
〉
論
問
題
宜
設
法
撫
輯

O
白・

1
・M
(光
7
・
u
・
5
〉
論
秘
智
二
園
事

O
白・

1
-m(光
7
・ロ・
9
〉
論
日
本
優
待
琉
王

O
回・
1
・
ω〈光
7
・日以

-m〉
論
輪
船
管
相
馬
須
恨
選
員

才

O
白
・2
・1
(光
7
・ロ

-m〉
論
西
報
述
中
束
事

O
位・
2
・2
(光

7
-U・
日
比
〉
論
中
西
民
情
不
同

O
白・
2
・3
〈光
7
・ロ
・
日
)
閲
E
日
一
線
西
報
論
中
園
砲

舶
害
後

O
白
・2
・4
(光
7
・ロ

-m
)論
銭
的

o
m・
2・6
(光

7・
mu
-m〉
論
合
兵
以
和
寓
園

O
白
・
2
・7
(光
7
・
ロ
・
印
)
論
差
役
不
可
過
多

O
白
・2
・9
(光
7
・
u
・幻
〉
論
挨
及
近
事

O
白
・
2
-m
(光
7-u・2
)論
出
洋
一
依
工

o
m・
2・
日
(
光

7・ロ
-m)論
西
陸
防
備
宜
周

O
回・
2
・
n(光
8
・1
・
5
〉
中
園
振
興
説

O
回・

2-m
(光
8
・1
・6
〉論
美
邦
干
預
秘
智
二
園

事

o
m・2
・
お
(
光
8
・1
・8
)
論
歳
除
査
封
賭
館

o
m
-2・幻
(光
8
・
1-m〉
論
俄
普
近
事

O
白・

3
・2
(光
8
・
1-m〉
関
奮
金
山
新
例
書
後

o
m
-3・
3(光
8
・
1・
U〉
論
高
麗
遁
人
皐
製
造

O
回・

3
・
4
円光
8
・1
・
日
)
論
剣
蓋
匪

o
m・3
・6
(光
8
・1
・U
〉
論
東
洋
票
胎
害

O
白
・3
・7
(光
8
・
1-
m〉
論
波
斯
援
阿
富
汗
逆
酋

O
白・

3
・8
(光
8
・
1-
m
)論
査
緋
猪
仔

O
白・

3
・9
(光
8
・
1
-m)論
璃
片
箇
税

O
白・

3
・
m(光
8
・1
-
M
〉
関
西
報
述
中
俄
事
書
後

O
白・

3
-U
(光
8
・1
・お
〉
関
外
園
日
報
述
中
園
事

書
後

o
m
-3
-m(光
8
・
2・
2)論
日
本
甚
俄
人
園
高
麗

O
白
・3
-n
(光
8
・2
・
4
〉
論
中
朝
宜
助
高
麗
以
桓

俄

o
m・
3
-MA
(光
8
・2・

6
〉
論
治
闘
賞
内
外
相
維

O
白・

3
・
お
(
光
8
・2
・7
〉
海
防
設
官
考
上

o
m
-3・幻
ハ
光
8
・
2・9
)
海
防
設
官
考
下

o
m-3
-m
(光
8
・
2-m)輿
京
畿
水
利
議
上

O
白・
3
・幻
〈光
8
・2
・
日
〉
申
論
京
畿
水
利
下

o
m-4・
4(光
8
・
2-U〉中
園
緋
事
解

O
白
・
4
・

5
(光
8
・
2
-m)論
高
麗
通
商

O
白・

4
・6
(光
8
・2
・
ω)述
日
本
人
論
中
園
事
一

O
白・
4
・
7
(光
8
・
2
-m〉
述
日
本
人
論
中
園
事
二

o
m-4・
8
(光
8
・
2・幻
〉
述
日
本
人
論
中
園
事
三

O
回
・
4-m
(光
8
・

2・
m〉
論
東
滋
多
盗

O
白
・
4・
U
(光
8
・
2
-U〉
論
法
園
調
兵
至
越
南

O
白・
4
・
日
〈
光
8
・2
・
お
)
関
外
園
新
聞
紙
書
後

o
m-4-U(光
8
・
2・
m剖
)
越
南
保
守
東
京
議
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O
昭・
4
-
m
ハ光
8
・3
・3
〉
論
高
麗
園
俗

O
白・
4
-
幻
(
光
8
・3
・
4
)
論
俄
人
必
争
伊
慾

o
m
-
4
-
M
(光
8
・
3
・7
〉
論
俄
園
時
事

o
m
-
4
・
お
(
光
8
・3
・
8
〉
論
俄
人
不
欲
啓
鍍
於
徳

園

O
m
-
4
-
m
(光
8
・3
・9
〉
論
閤
漫
宜
庚
激
化

O
回・

4
-
m
(光
8
・3
・U
)
論
越
南
出
時間
務
防
務

o
m
-
4
-
m
〈光
8
・3
-
U
)
論
斡
混
血す
西
三
省
情
形

o
m
-
5
・1
(
光
8
・3
・U
H
)

論
緋
理
中
外
交
渉
事

O
白・

5
・3
(光
8
・3
-
m
)
論
美
園
逼
一
商
高
麗

O
回・

5
・6
(光
8
・3
・m
m
)
論
緋
事
難
於
和
協

O
回・

5
・8
(光
8
・3
・
幻
)
論
通
商
口
岸
宜
琵
立
規

昨
M

o
m
-
5
・9
(光
8
・3
・2
)
論
保
園
首
在
世
民

O
白・

5
-
U
(光
8
・3
・
お
〉
論
剣
除
回
匪

O
回・

5
-
m
(光
8
・3
-
m
)
論
英
人
請
勿
預
閲
煙
麓

事

O
m
-
5
・M
M
(

光
8
・3
-
m
〉
論
法
人
経
営
海
内

O
白・
5
-
m
(光
8
・3
・m
m
〉
論
美
総
統
准
禁
幸
人
前

往

O
白・

5
・
げ
〈
光
8
・3
・
叩
)
論
挨
及
飢
耗

o

m
・
5
・m
m
(
光
8
・4
・2
〉
論
越
南
遺
使
議
和

O
白・

5
・m
m
(
光
8
・4
・3
〉
論
日
本
不
欲
高
麗
興
各

園
通
一
商一

ou・5
-
m
〈光
8
・4
・4
〉
論
西
人
慮
事
周
詳

o

m
・
5
・
お
(
光
8
・4
・9
〉
①
論
使
署
下
旗
②
美
園

禁
止
華
人
新
例

o

m
・6
・
-
(
光
8
・4
・M
m

)

政
申
報
書
美
賂
致
美
員

信
後

o
m
-
6
・2
(光
8
・4
-
U
)
書
洪
侍
御
奏
摺
後

o
m
-
6
・3
(光
8
・4
-
m
)
論
徳
俄
近
事

o
m
-
6
・6
〈光
8
・
4
-
幻
〉
論
華
人
難
安
居
美
園

o
m
-
6
・
7
(光
8
・
4
・
n〉
論
挨
及
時
事

o
m
・6
・
8
(光
8
・
4
-
m
〉
述
録
支
持
軍
事
蹟

O
回・
6
-
m
(光
8
・4
・
お
)
論
高
麗
待
日
本
人

O
回・
6
・2
(光
8
・4
-
幻
〉
論
俄
人
欲
在
高
麗
関
口

岸

O
白・
6
・
m
(光
8
・
4
-
m
)
論
南
洋
各
島
宜
設
官
以

宜
激
化

O
回・

6
・日川(光
8
・5
・1
〉
論
法
人
不
認
越
南
気
中

朝
藩
属

O
白・
6
・
げ
(
光
8
・5
・2
〉
論
土
廷
不
允
法
図
所
請

。
回
・

6-n(光
8
・
5
・7
〉
論
載
華
傭
出
洋

O
白・
6
・
お
(
光
8
・
5
・U
〉
論
俄
人
謀
攻
南
洋
諸
島

omω
・6
・
幻
(
光
8
・5
・M
M
)

論
俄
人
背
約

ou・6
-
m
(光
8
・
5
-
U
)
論
西
報
樽
高
麗
事

o
m
・7
・3
〈光
8
・
5
-
m
)
論
俄
園
岸
宜
設
領
事

O
白・
7
・4
(光
8
・5
-
m
)
論
法
人
謀
攻
黒
旗
議

o
m
-
7
・
7
〈光
8
・
5
・
n)美
紳
駁
苛
待
華
人
書

o
n・7
・8
〈光
8
・5
-
m
〉
援
録
美
紳
駁
苛
待
華
人

書

o

m
・
7
・
ωハ光
8
・
5
・
お
〉
論
高
麗
民
俗

O
白・
7
・U
(光
8
・
5
・
お
〉
論
日
本
民
開
設
禽
琢
抗
議

Oω
・
7
-
U
(光
8
・
5
・
幻
〉
書
美
紳
駁
苛
待
華
人
新

例
後

o

m
・7
-
U
(光
8
・
5
-
m
)
論
英
攻
挨
及

。
昭
・
7
・
日
(
光
8
・6
・
-
〉
論
西
報
述
美
高
和
約

o
m
・
7
・
幻
〈
光
8
・6
・
7
〉
論
日
本
皐
生
暗
通
電
信

O
回・

7
-
M
〈光
8
・6
・
ω〉
論
婦
女
出
洋

O
白・

7
-
m
(光
8
・6
・M
M
)

論
伊
猿
善
後
事
宜

O
白・

7
-
m
〈光
8
・6
・U
)
論
中
園
駐
防
越
南

O
回・

7
-
m
(光
8
・6
・
日
〉
論
俄
人
致
書
高
麗

O
白・
8
・1
〈光
8
・
6
-
m
〉
西
報
論
華
傭
書
後

o

m
・
8
・2
(光
8
・6
・
ω〉
論
俄
人
良
言

o
m
-
8
・
3
(光
8
・6
-
m
〉
関
西
人
論
法
攻
越
南
事

書
後

O
白・
8
・
5
ハ光
8
・
6
-
n〉
論
宜
設
法
以
杜
拐
誘

o
m
-
8
・7
(光
8
・
6
-
M
)
論
土
耳
機
宜
協
同
各
園

以
靖
挨
飢

O
白・

8
-
U
〈光
8
・
6
-
m
)
論
琉
球
人
不
忘
故
君

。
白
・

8
-
m
(光
8
・7
・3
〉臨時
賑
六
策
践
後

o

m
・
8
-
m
(光
8
・
7
・
5
〉
論
中
朝
宜
助
高
麗
卒
飢

O
田・

8
・
ω(光
8
・
7
・6
〉
論
査
緋
禽
匪

O
白・

8
-
m
(光
8
・
7
・9
〉
論
俄
使
不
赴
土
丹
波
路

之
舎
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o
m
-
8
-m
(光
8・
7-m
)重
刻
徐
忠
烈
公
遺
集
序

(
『
技
園
文
録
外
編
』

牧
録
)

o
m-9-mハ光
8・
8
・
8〉論
中
園
緋
事
不
如
西
人

切
賀

o
m・9
-
n
(光
8
・8
・
日
)
駁
禁
華
工
始
末
情
由

O
白・

9-m(光
8
・8
・ロ
〉
繍
録
駁
禁
華
工

O
白・

9
・
mm
(光
8・
8-m
)再
績
駁
禁
華
工

O
回・
9
・
叩
(
光
8
・8
・
mm〉
再
繍
駁
禁
華
工

O
白・

ω
・
7〈光
8・
8-m〉
論
領
事
宜
兼
勧
思
一
'

O
白・

ω-m
(光
8
・
8-m〉
論
退
羅
締
法
人
設
電
局

O
白・

m-日
(光
8
・8
・叩
)
論
防
禦
宜
明
形
勢

o
m-m-MM
(光
8
・
9
・
1〉
論
土
希
啓
俊

o
m-m-げ
(光

8
・
9
・
6
)論
中
東
近
事

O
回・

ω・印
(光
8
・9
・8
〉
論
日
本
重
索
賠
款

o
m・
ω・
幻
(
光
8
・
9-m)論
越
南
近
事

O
也

-m-n〈光
8
・9
・
MM〉
関
西
字
報
論
越
南
事
書

後

O
白

-m-m(光
8
・9
・日〉
述
高
麗
全
境
形
勢

o
m-m・
幻
(
光

8
・
9-m〉
繍
述
高
麗
全
境
形
勢

。
位
・
印

-m〈光
8
・9
・げ
)
論
中
園
宜
力
庇
越
南

O
回・

ω・
却
(
光
8
・9
・
mm
)婆
羅
洲
灘
記
上

o
m
・
ω
・剖
〈光

8
・
9-m)神崎羅
洲
滋
記
下

o
m・日・
3
(光

8
・
9
-
m〉
論
越
南
存
亡
有
開
港
省

安
危

o
m-H・4
(光
8
・
9-M
)論
越
南
宜
去
虐
政
以
愛

民

O
白
・
日
・
8
(光
8
・
9-m〉論
使
臣
宜
探
悉
外
情

。
回
・
日
・

9(光
8・
9-m〉論
挨
及
近
事

O
位
-
H
-
H
H
(
光
8
・
m
w
-
4
〉
論
賛
提
督
勧
美
廷
泊
勤

中
園

O
位

-u-m〈光
8
・
m-6〉
論
回
人
欲
助
挨
及

O
白
・
日
・
げ
(光
8・

ω・7
〉
閲
西
報
論
卒
朝
鮮
明
胤
書

後

O
m
-u-
m(光
8
・
ω
・
8〉
論
中
国
宜
聯
絡
南
洋

O
位
・
u
・2
(光
8・

ω・ロ
〉
朝
鮮
人
心
念
怒
設

o
m
-u-M
(光
8
・
ω-U
)論
中
朝
緋
理
越
南
事

o
m-日
・
お
(
光

8・
m・日
)
論
琉
球
事
未
易
調
停

o
m-日
-m(光
8・
ω-mm)論
法
人
干
預
挨
及
事

o
m-日
・
叩
(光

8-m-m
)論
合
終
宜
解
散

O
白
・
ロ
・4
〈
光
8
・
m-M)書
富
強
奇
策
後

O
回・

MM・7
(
光
8
・
ω-mむ
奮
金
山
領
事
官
新
政
紀

O
回
・
ロ
・

8(光
8-m-m〉描白金
山
領
事
官
新
政
紀

一一

o
m-U・
日
(
光

8
・日・

2〉
華
人
可
到
醤
金
山

O
白
・
ロ

-MM(光
8
・日・

3
)
沓
金
山
領
事
新
政
紀
三

o
m
・ロ

-m(光
8
・
u
・4
〉
奮
金
山
総
領
事
新
政
紀

四

o
u
-U・
U(光
8・口・
5
〉
論
査
禁
放
火

O
白
・
ロ

・日
(光
8
・日・

6
)論
通
一
商
宜
知
各
園
情
形

O
回
・
ロ
・
印
(光
8
・日・

ω〉
論
報
窮
滋
弊

O
回
・ロ

-n(光
8
・日

-mM)論
朝
鮮
民
情

O
回

-u-m
(光
8
・
日
・
幻
〉
論
欧
洲
患
俄
侵
擾

o
m
---3
(光
8
・
日
・
お
〉論
地
方
官
宜
練
習
外
事

O
臼
・1
・4
(光

8
-H-m
)論
越
南
近
事

o
m
---6
(光
8
・日

-m)論
越
官
殺
一
扇
一
人
事

o
m
-1
・
8(光
8
・
日
・
叩
〉
論
反
門
近
事

o
m---9
(光
8・ロ・
1〉
論
徳
俄
二
園
大
勢

o
m---m(光
8
・ロ
・
m〉
論
朝
鮮
民
俗
難
化

o
m-ー
・川
口
(
光
8
-mu
・日
)
論
西
陸
宜
白
議
兵
的

o
m
---
m(光
8
・ロ
・
ロ
〉
論
西
戯
宜
防
一意
外

o
m
---
m(光
8
・ロ

-m
)論
剖
分
越
南
東
京

O
回・
l
-
M
U
(
光

8-U・
m〉
論
日
本
増
修
武
備

O
回・
2
・1
(光
8
・
u
・M
〉
記
巴
西
招
工

O
回・

2・
2
(光
8
・
MM-m〉
論
西
人
経
営
阿
非
利
加

洲

o
m
・
2-m(光
9
・
1・
6〉
論
中
朝
宜
助
朝
鮮
遁
好

欧
美
各
園

o
m-2・H
H
(
光

9
・
1・
7〉論
法
人
欲
専
南
洋
利
権

o
m
-
2
-MM(光
9
・
1・
8〉
閲
各
図
武
備
録
書
後

O
回・
2
・
Mm
(光
9
・1
・9
〉
①
論
燃
放
爆
竹
②
琉
球

近
耗

o
m-2-U〈光
9
・
1-m〉
論
欧
洲
政
教

O
M∞・
2-m(光
9
・
--U〉
論
中
東
一商
緋
琉
球
事
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o
m・
2-m〈光
9
・
--m)書
西
報
述
中
法
商
緋
越

南
事
後

o
m・
2-m(光
9
・
1-m)論
俄
人
不
足
畏

O
田・

2-m(光
9
・
1-m〉
論
宜
建
車
路
以
輔
電
線

O
白・
3
・1
(光
9
・1
・
n)論
綬
外
嘗
用
威
武

O
回・

3
・2
(光
9
・
1-m)珠
儲
米
以
備
荒
読

o
m-3・
5(光
9
・
--m〉
論
西
人
以
堅
忍
成
事

o
m-3・
7(光
9
・
1・
m〉論
欧
洲
大
勢

om-
3-m〈光
9
・
2・
2〉
論
法
人
調
兵
赴
越
南

O
回
・3
・
げ
(
光
9
・2
・9
〉論
弓
矢
能
登
駿

O
回・
3
・
却
(
光
9
・
2-U〉
閲
一
娼
報
法
人
論
越
南
事

書
後

O
回・
3
・2
〈光
9
・
2-U〉
論
泰
西
於
中
園
交
渉
事

宜
逢
和
約

o
m-3-m(光
9
・
2・
日
)
論
朝
鮮
踊
向
未
己

O
回・

3-Mハ光
9
・
2-m〉
論
拐
販
猪
仔
誠
一
宜
査
燐

o
m-3・
お
(
光
9
・
2・日
)
論
日
官
識
治
程

O
回・

3
・
幻
(
光
9
・2
・
印
〉
論
同
学
校
宜
寂
質

o
m-4-m(光
9
・
3・
7)琉
事
近
間

o
m・
4
・
日
比
(
光
9
・3
・8
〉
①
論
日
人
多
疑
②
琉
事

侍
疑

O
田
・
4
・
幻
(
光
9
・
3-m)論
憂
掛
間
近
事

O
回・

4-M(光
9
・3
・m
m
〉論
命
間
業
不
利
於
園
家

O
回・

4-m〈光
9
・3
・
幻
〉
論
俄
人
成
遜

O
回・

5
・3
(光
9
・3
・
幻
〉
論
檀
香
山
近
事

o
m・
5
・
5
(光
9
・3
・m
m
)
論
中
朝
宜
力
保
越
南

O
白・

5
・9
(光
9
・
4
・3
〉
論
法
園
汲
船
来
華

O
回・

5-m(光
9
・4
・4
〉
論
外
情
宜
洞
悉

O
回・

5
・U
(光
9
・4
・
5
〉
論
日
使
議
琉
球
事

O
回・

5
・M
M
(

光
9
・
4-6〉
論
和
約
宜
詳
震
修
改

O
回・

5-U(光
9
・
4
・8
)
論
欧
洲
常
時
人
近
事

O
回・

5
・
ω(光
9
・
4-m)論
日
本
整
頓
軍
制

O
回・

5
・
n
(光
9
・
4-m〉
論
中
園
宜
先
鋒
海
防
以

備
法
人

O
回・

5-M(光
9
・
4-m〉
論
中
園
興
法
構
鍍
宜
兼

防
俄

o
m・
5-m(光
9
・
4-m〉
関
西
報
論
中
法
事
書
後

o
m-6・
2
(光
9
・
4・m
む
①
論
黒
旗
拒
法
人
②
越

南
軍
報

O
回・

6・
4(光
9
・
4-m〉
①
論
法
人
不
許
翠
軍
入

越
境
②
越
南
戦
事
繍

閲

O
邸
・6
・
5
(光
9
・
5
・1
〉越
南
軍
務
繍
聞

O
回・
6
・7
(光
9
・
5
・3
〉
関
外
洋
日
報
論
越
事
書

後

O
m
・
6-U(光
9
・
5
・7
)
論
黒
旗
不
進
攻
河
内

o
m-6-n(光
9
・
5・8
〉
論
黒
旗
智
敗
法
人

O
回・
6
-
H
H
(

光
9
・
5
・
m〉
論
和
議
蛍
操
権
於
己

o
m-6・
日
(
光
9
・
5・
日
〉
黒
旗
進
攻
河
内
設

O
出・
6
・
幻
ハ
光
9
・
5-U〉
論
和
議
未
易
弊
成

o
m・
6・
n〈光
9
・
5・
m〉
和
戦
末
議
上

o
m-6-m(光
9
・
5・
ω〉
和
戦
末
議
下

o
m-6・
お
(
光
9
・
5・
幻
)
論
信
薗
練
以
禦
敵

O
回・

6-m(光
9
・
5
・
お
〉
論
西
報
多
言
法
園
兵
強

o
m・
7・
3(光
9
・
5-m)論
法
軍
在
越
情
形

O
回・
7
・4
(光
9
・6
・1
)
閲
明
報
法
図
諜
越
原
起

書
後

O
白・
7
・6
(光
9
・6
・3
)
論
溢
防
不
可
申
雌
弛

o
m・7
・7
(光
9
・6
・
4
〉
商
人
論
法
難
動
衆
以
攻

越

O
邸・

7-U(光
9
・6
・8
〉
論
中
朝
請
英
園
勧
和

o
m-7-U(光
9
・
6-M〉
論
援
外
郎
以
安
内

o
m・
7-m(光
9
・
6-m)論
中
法
事
未
易
調
停

o
m・
7
・
灯
(
光
9
・6
・U
〉
日
本
巨
測

O
回・
7
・m
m
(
光
9
・6
・
日
)
論
中
園
水
師
宜
遁
出
洋

o
m
-7-M(光
9
・
6・
幻
〉
論
法
募
華
入
居
周
兵

o
m-7・
お
(
光
9
・
6・2
〉
論
法
人
欲
奪
中
園
所
侍

om-
7-m(光
9
・
6・お
)
論
法
人
議
封
中
園
海
口

o
m-7・
幻
(
光
9
・
6-M)論
法
人
以
紅
河
餌
各
閣

o
m
-7
-m
(光
9
・
6・
お
)
論
緋
理
越
事

o
m・7
-
剖
(
光
9
・6
・
お
)
論
民
愚
始
可
用

O
回・

8
・1
(光
9
・
6-m〉時
事
増
慨

o
m-8・4
(光
9
・7
・2
〉
論
中
原
大
勢

o
m・8
・
日
(
光
9
・
7・
m)論
賭
匪
械
門

O
邸・

8
・
幻
(
光
9
・
7-m〉
中
法
越
三
園
交
渉
近
間
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O
回
・8
・2
(光
9
・
7
-m〉
越
南
軍
務
近
閲

O
回・

8
-
M
(光
9
・
7
-
n
)論
法
人
必
不
肯
退
丘一

o
m
・
8-
お
(
光

9
・
7
-
m
)論
慣
省
破
務

o
m
-
8
-
m
(光
9
・
7
-
m
)論
法
強
不
利
於
徳

o
m-8-MU
(光
9
・
7
・
却
〉
論
法
防
不
宣
粕
弛

O
回・
9
・5
(光
9
・8
・
5
)
論
中
朝
欲
救
越
南
宜
亙

設
兵

O
邸・

9
・6
〈光
9
・8
・6
〉
論
法
越
議
和

O
回・
9
・7
〈光
9
・8
・7
)
論
軍
火
宜
招
商
製
治

O
回・

9
・
8
(光
9
・
8
・
8
〉
論
防
内
河
宜
多
製
小
職

八
百
肉
村
山

O
田
・
9
-
m〈光
9
・
8
-
m〉中
圏
不
必
田
沢
法
人
排

o
m
-
9-MH
(光
9
・
8
・日凶〉中
園
以
守
信
用
戦
設

o
m
・9
・げ
(光
9
・8
-げ
〉
法
軍
敗
績
数
記

o
m
・
9
・
mm
(光
9
・
8
-m
)節
用
以
裕
鈎
読

o
m
・9
・
印
(
光
9
・8
・印
〉
論
法
人
擬
攻
界
東

o
m
・
9
-
m
(光
9
・
8
-
m〉
①
刊
判
明
胤
設
②
敵
慨
同
心

O
回・
9
・お
(光
9
・8
・
お
)
論
朝
鮮
近
事

o
m
-
9
・
幻
(
光

9
・
8-
幻
)
論
官
民
皆
宜
知
和
約

o
m
-
9
-
m
(光
9
・
8
・
お
)
論
紅
河
但
同法
所
必
争

O
回
・
m
-
4
(光
9
・
9
・
4
〉
論
撃
事
宜
去
民
疑
心

o
m
-mN-m
(光
9
・
9
-
m
)論
中
朝
並
未
預
黒
旗
市
計

O
回・

ω
-
m
〈光
9
・9
・日
〉
論
法
人
断
不
興
中
間
構

丘
ハ

o
m
・
ω
・同日
(光

9
・
9
-
m〉
黒
旗
戦
捷
紀
事

o
m
・
ω-mm(光
9
・
9-ω
〉
接
録
黒
旗
戦
捷
紀
事

o
m
-
ω
-
m
(光
9
・
9
・
幻
〉
論
越
南
事
勢
可
危

o
m-
日・

1
(光
9
-
m
・
1
)論
法
人
怨丘一

o
m
・日・

5
(光
9
・
ω・6
〉
詳
述
黒
旗
事

o
m
-
U
-
8
(光
9
-
m
-
9
)論
漫
防
不
可
因
無
事
梢

山
出

O
回

-
u
-
m
(光
9
・
ω・
日
)
論
法
人
答
品
問

。
回
・
日

-m
(光
9
-
m
-
μ
)論
維
持
一商務

o
m
・
日
・
日
(光

9
-
m
-
m〉
繍
論
維
持
一
商
一
務

o
m
・日

-m(光
9
・
m
-
U
)中
園
非
助
黒
旗
帥川

o
m
-
U
・
幻
(
光

9
・
m
-
n〉論
法
人
擬
向
中
園
索
賠

丘一的

o
m
-
u
-
n
(光
9
・
ω
-
m
)論
法
人
探
察
越
破

o
m
・
口
・
お
(
光

9
・
m
-
M
)関
字
林
報
論
沼
市
書
後

o
m
・日

-M(光
9
-
m
・
お
〉
論
民
心
蛍
聯
絡

o
m
-
U
・
幻
(
光

9
・印

-m〉
論
省
浮
費

o
m
-
H
-
m
(光
9
・
ω-mu)論
謹
恨
潟
緋
事
之
本

O
出

-u・6
〈光
9
・日・
7
)
中
圏
不
必
輿
敵
争
勝
於

海
上
競

o
m
-
U
・
7
〈光

9
-
H
・
8
〉
論
法
人
詩
的

o
m
-
U
-
m
(光
9
・
日
・
日
〉
劉
永
一
踊
非
髪
逆
緋

o
m-
ロ
・
日
(
光
9
・日・

MM〉
論
中
園
自
国
藩
離

o
m
・
ロ
・
臼
(
光
9
・日・

UH)論
中
園
重
在
能
守

G
UM-1
・3
(光
9
・U
・6
)
調
集
兵
高
知
末
議

o
u
-
-
-
4
(光
9
・ロ
・
7
〉
論
禦
外
{
建
首
参
用
民
兵

O
M
-
-
-
5
(光
9
・ロ・

8
)
論
中
園
備
禦
無
時
可
弛

O
U叶・ー・
7
(光
9
・ロ・

ω〉
越
南
三
宣
提
督
劉
誓
師

機

O
M
-
-
-
ロ
(
光
9
・
ロ
・
日
)
論
法
人
必
不
敢
窺
現
州

O
M
・1
・
日
〈
光
9
・ロ・

mm)論
法
人
擬
在
遅
緬
募
兵

O
M
-
1
・
幻
(
光

9
-
U
-
M〉
論
越
南
官
賀
城

O
M
・2
・2
(光

ω・ー・
6
〉
防
透
賛
言

O
M
-
2
・
4
(光
ω
・
1
・
8
〉
論
観
指
宜
得
簡
便
之
法

O
M
・2
・
5
(
光

ω・1
・9
〉
防
守
北
筒
議

O
U叫・
2
・6
(光

m
-
-
-
m〉
論
靖
冠
宜
懲
貧
去
儒

O
M
・2
・7
〈光

ω・1
・
日
)
論
海
戦
宜
募
私
泉

O
U凶・
2
・
9
〈光

m
-
1
-
m〉
中
園
可
自
浩
戦
艦
説

O
M
・
2
-
U
(光

ω・1
・
臼
〉
論
緋
理
中
外
交
渉
事

O
M
・
2
-
m
(光
ω
・
2
・
3
)論
北
筒
戦
務
嘗
専
用
黒

旗

O
M
・3
・6
(光

ω・2
・9
〉論
皐
習
西
慈

O
M
・3
・8
(光
日
・

2
・U
〉
論
靖
内
飢

O
M
-
3
-
m
(光
ω
・
2
-
m〉
論
中
園
勝
造
戦
艦

O
M
-
3
-
U
〈光

ω
・
2
・
U
〉
商
務
近
論

O
M
・3
・
ω(光
ω・
2
-
n
)論
禦
敵

O
M
・
3
-
m
(光
m
-
2
-
m
)論
北
筒
軍
報

O
倒・

3
-
m
(光

ω・2
・
お
〉
論
民
図

O
M
・
3
・
M
(光
ω
・
2
・
幻
)
答
客
間

O
U凶・
3
-
m
(光
ω
・
3
・
3
)禦
法
管
見

o
u
-
4
・
1
(光
ω
・
3
・6
)
論
劉
提
督
募
苗
禦
敵
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o
u・4
・2
〈光

ω・3
・
7
U論
法
人
窮
兵

O
M
・4
・4
(光

ω・3
・9
〉
墾
荒
即
以
防
冠
論

O
M
・
4
・5
〈光

m
-
3
-
m〉
致
飢
有
源
設

O
M
・
4
・
7
(光
m
-
3
-
U
)中
園
戦
勝
績
関

O
M
・4
・8
(光

ω・
3
-
m
)論
禦
敵
輿
剣
賊
不
同

O
M
-
4
・
9
(光
叩
・

3
・
U
〉
論
防
軍
退
守
諒
山

O
M
・
4
-
m
(光

ω・3
・
日
〉
論
兵
漬

O
M
-
4
-
U
(光
m
-
3
・
げ
〉
論
総
署
宜
籍
使
臣
以
悉

外
情

O
M
・
4
・
印
(
光

ω
・
3
-
M
)論
中
園
民
心
大
可
用

O
M
・6
-
m
(光

ω・5
・
幻
〉
法
越
交
兵
記
序
(
『
張

国
文
録
外
編
』
牧
録
)

O
M
・
7
・8
(光
叩
・
閏
5
・
時
)
伺
伺
言

O
M
-
7
・
9
〈
光
州
山
・
閏
5
・
げ
〉
繍
佃
伺
言

O
M
・7
・
日
(
光

ω・閏
5
・
ω)綱
領
言

O
M
-
7
・
臼
(
光

ω
・
閏
5
・
お
〉
績
桐
明
言

O
M
-
7
・
幻
(
光

ω
・閏
5
・
mm〉
繍
伺
伺
言

O
M
・7
・
お
〈
光

m-6・
5
〉
論
中
法
戦
機
(
録
一
娼
報
〉

O
M
・
8
-
U
〈光

m-6・
M
C論
中
園
此
時
機
禽
不
可

不
戦

O
M
・8
・日間(光

ω・
6
-
m
)
論
不
戦
必
不
能
和

O
M
・
8
-
n
(光

ω・
7
・2
〉
論
漢
好
嘗
諒

O
M
-
8
-
お
(
光

ω
・
7
・
5
〉
論
中
朝
勝
法
情
形

O
M
・
8-m出
〈
光

ω・7
・7
〉
論
軍
情
電
呈
日
難
得
確
賀

O
M
・9
・1
〈光

ω・
7
-
U〉
論
招
一
商
一
局
仁
和
済
和
貴

池
各
股
宜
早
調
停

O
M
・9
・8
(光
印
・

7
・
印
)
論
専
民
蓬
徒
之
非

O
M
・
9
・
日
〈
光

ω
・
7
-
M〉
論
蓋
掛
間
近
事

ou目・
9
-
m
(光

ω・
7
・
幻
〉
裕
民
食
以
資
敵
慌
設

c
u
m
-
9
-
m
ハ光

ω
・
8
・2
〉
練
水
師
以
制
強
敵
説

O
M
・9
・
お
(
光

m
-
8
・
7
〉
論
中
園
有
可
博
之
民
心

O
M
・9
-
幻
(
光

ω・8
・9
〉
忠
勇
可
嘉

O
制

-m-
日比(光

m
-
8
-
m
)海
防
七
策

O
M
・
ω・
MM(光
m
-
8
・
幻
)
論
法
人
有
恩
和
之
意

O
M
-
m
-
M
(光
m
-
9
・6
)
論
専
垣
近
日
民
心
静
謡

O
M
-
日・

1
〈光

m
-
9
・U
)
論
法
人
封
禁
蓋
湾
口
岸

之
非

O
剖

-n・
4
(光

m
-
9
・
η
〉
禦
法
傑
陳

O
M
・日

-mM(光

ω・9
・
お
)
論
法
人
始
移
無
悔
悟
之

、υ

O
M
-
u
-
U
(光
ω
・
9
-
m
C今
日
韮
宜
選
闘
争
終
材
論

O
倒
・
日
・
幻
(
光

m-m・4
〉
今
日
宜
一
血
富
強
論

O
M
-
H
-
m〈光
ω
・
ω
・5
)
論
宜
、
金
約
章
以
維
園
陸

O
剖
・
日

-m(光
ω
-
m
-
9〉
戦
守
宣
相
輔
而
行
設

O
M
・
M
-
m
(光
m
-
m
-
H
)論
西
人
助
順

O
M
・日

-m(光
ω-m-mM〉
卒
法
定
以
靖
漫
彊
説

O
M
・ロ・

2
(光

ω・
ω・
日
〉
奇
士
上
書

O
M
-
u
・6
(光
m
-
m
-
ω
)北
宋
亡
於
和
議
論

O
M
・
ロ
・
日
(
光

ω
・
m
-
M
)論
中
園
宜
乗
勝
以
剣
滅

敵
人

o
u
-
U・
ロ
(
光

ω・
m-m〉
擬
討
法
関
西
搬
文

O
M
-
ロ
・
却
(
光

m
-
u
・4
〉
不
可
軽
視
機
説

O
M
-
u
-
M
(光
ω
・日・

8
〉
妄
論
可
笑

O
剖
・
ロ

-m〈光
m-日・
ω〉
論
朝
鮮
明
胤
耗

C
UM-mu
・幻
(光

ω
・
日
・
日
)
論
援
船
援
蓋
潟
今
日
最

好
機
曾

O
回・
1
・3
(光

m-日
-mm〉
論
勢
入
品
一
品
公
好
義

O
回・
1
・
5
(光

m
-
u
・
却
〉
守
口
調
言

。
田
・
1
・6
(光
印
・
日
・
幻
〉
繍
録
守
口
須
言

。
回
・
ー
・
7
(
光

ω
-
u
-
n
)三
銭
守
口
調
言

。
回
・

1
-
m
(光

ω・
日
・
お
〉
篠
陳
高
世
帯

O
出・

1
-
m
(光
ω
・ロ・

1
〉
書
日
人
論
墓
一
端
円
後

O
白・
l
・
幻
〈
光

m-ロ・
6
〉
書
本
報
昨
録
津
電
法
人

議
和
後

O
回・

1
・
m
〈光

m-MM-mH)能
戦
而
後
可
和
論

O
出・

1
-
m
(光
m
-
ロ

-U)援
繍
能
戦
而
後
可
和
論

(
無
名
氏
稿
)

O
田・

1
・
加
(
光

m
-
U
・
日
〉
綴
電
援
喜
一
不
宜
再
遅
設

O
M山・
1
・
M山
(
光

m-mu
・
日
川
〉
蕗
宜
査
緋
猪
仔
以
清
其

弊
読

O
白・
2
-
m
(光
日
・

1
・9
〉
①
擬
築
砲
蕃
一
説
②
問
仇

敵幅削

O
回・
2
・
出
〈
光
H
・
I-m〉
中
必
勝
法
論

O
お・
2
・
お
(
光
日
・

1
-
U〉
室
田
本
報
諒
山
驚
耗
後

O
白・
2
-
m
(光
H
・I
・
ロ
)
聯
民
園
以
同
敵
府
開
設
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O
田・
2
・
幻
(
光
日
・

1
-
m
)
接
繍
聯
民
園
以
同
敵
慌

設

O
田・
2
-
m
(光
日
・
1
・H
H
)

接
繍
聯
民
国
以
同
敵
慌

設

O
出・

3
・2
(光
日
・

1
-
m
〉
接
繍
聯
民
図
以
同
敵
慌

設

O
回・

3
・4
ハ
光
日
・
1
-
m
)
宜
密
布
水
雷
設

O
回・

3
・ロ
(光
口・
1
・お
〉
細
旬
故
事
考

O
田・
3
-
m
(光
日
・
ー
・
幻
)
績
緬
旬
故
事
考

O
白・
3
・U
(光
江
・

--m〉論
謀
生
不
必
遠
遁
異
地

O
白・
3
-
m
(光
日・

1
・叩〉一
二
繍
緬
旬
故
事
考

O
邸・
3
・
m(光
日
・
2
・2
〉
論
土
宜
求
貸
率

O
田・
3
-
m
(光
日・

2
・4
)
四
績
締
旬
故
事
考

O
出・
3
・
幻
(
光
日
・
2
・5
)
論
星
嘉
坂
法
船
勝
煤
事

O
白・
3
-
M
(光
日
・
2
・8〉
朝
鮮
人
上
総
理
書

O
回・

3
・
m
(光
日
・
2
-
ω
)
論
法
好
用
兵
以
残
民

O
回・
3
-
m
(光
日・
2
・ロ
)
論
法
人
断
敢
窺
伺
母
垣

O
出・

4
-
2
(光
日
・

2
・
げ
〉
中
法
和
議
未
定
説

O
出・
4
・9
(光
日
・

2
-
M
〉
書
中
法
和
議
電
一
音
後

O
回・

4
・
m〈
光
日
・

3
・2
〉
和
戦
務
以
得
才
潟
要
論

O
白・

5
・5
(光
日
・

3
-
幻
)
中
英
有
可
合
之
機
設

O
出・

5
・U
(光
日
・
4
・1
)
日
本
報
述
中
日
訂
約
事

O
邸・

5
・日
(光
日・
4
・2
〉
論
回
目
名
行
煽
之
非

O
出・

5
-
m
(光
日・
4
-
7
)諒
山
戦
事
虚
質
排

O
白・

5
・
幻
(
光
日
・

4
・8
〉
古
今
勢
患
綜
論

O
邸
・5
・お
(光
日・

4
-
U
〉
英
俄
争
援
海
島
中
国
利

害
説

。
田・

5
・却
(光
日・
4
-
口
〉
法
怨
宰
臣
花
利
確
誼
読

o
m
-
6
・
4
(光
日
・
4
・
n)論
彰
湖
険
要
(
有
心
時

事
人
来
稿〉

O
回
・
6
・

8
(光
日
・

4-m)時
務
策

o
m
-
6
・M
M
(
光
日
・

4-m)①
書
本
報
中
法
議
和
信

息
後
②
英
俄
阿
交
渉

起
端
詳
述

O
出・
6
・日
(光
日・

4
-
m
)繍
時
務
策

O
回・

6
-
U
(光
日・
4
・却
)諒
山
勝
伎
指
詮
読

O
目
・
6
・
口
(光
日・

5
・5
)①
再
繍
時
務
策
②
評
論

法
事

O
白・
6
・印
(光
日・

5
・7
)
中
法
詳
約
書
後

O
白・

6
-
m〈
光
日
・

5
・8〉
三
綱
時
務
策

O
田・

6
・2
〈
光
日
・

5
・
ω〉
四
績
時
務
策

O
白・

6
-
mハ
光
日
・

5
・M
〉
五
繍
時
務
策

O
白
・6
・お
(
光
日・

5
・日
)
六
繍
時
務
策

O

M

山
・
6
-
m
(光
日・
5
・U
H
)

論
詳
約
輿
草
約
異
同

O
回・

7
・8
(光
日
・

5
・
部
)
①
勝
法
補
紀
②
細
述
取

回
基
隆
情
形

O
白・
7
・
日
〈
光
日
・

6
・4
〉
申
論
俄
高
訂
約
事

O
田・

8
・1
(光
日
・

6
・
幻
〉
宜
恨
選
出
使
人
員
不
可

濫
竿
充
数
説

。
回・

8
・3
(光
日
・

6-m)和
局
既
定
宜
翠
臨
時
善
後

事
宜
総
論

O
白・

8
・4
(
光

u
・6
・
M
C善
後
策
設
官
第

一

O
白・

8
・
幻
(
光
日
・
7
・M
M
)
善
後
策
設
防
第
二

O
回・
8
-
m
(
光
日
・
7
-
U
〉
綜
論

E
細
亜
洲
時
局

O
白・

8
・
お
(
光
日
・
7
-
m
)
綜
論
亜
細
亜
洲
時
局
繍

録
(選
録
華
洋
新
報〉

O
出
・9・

3
(光
日・
7
-
m
)善
後
策
裕
鈎
第
三

O
白・
9
・9
(光
日
・

8
・1
)
中
園
方
域
総
論

O
回
-
U
・
ω(光
日
・
日
・

5
〉
船
政
(
選
録
華
洋
新
報
)

-110ー

以
上
が
現
在
ま
で
に
確
認
で
き
る
循
環
日
報
の
論
説

・
主
要
記
事
の
見
出
し
で
あ
る
。
以
上
の
論
説
見
出
し
を
一

覧
し

て
気
づ
く
こ
と
は
、

①
論
説
の
テ

l
マ
が
内
外
の
き
わ
め
て
康
範
な
問
題
に
及
ん
で
い
る
こ
と
、
②
王
輔
が

一
八
八
五

(
光
緒
一

O
)
年
の
春
に
上
海

へ

鯖

還

し
た



後
、
循
環
日
報
に
掲
載
さ
れ
る
論
説
の
件
数
が
め
だ
っ
て
減
少
し
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
王
朝
は
上
海
際
還
後
も
循
環
日
報

へ
論
説
を
書
き
繍
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
(
た
と
え
ば
、
一
八
八
四
年
六
月
二

O
日
付
の
循
環
日
報
に
は
「
法
越
交
兵
記
序
」
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
)
。
循
環
日
報
の
そ
の
後
の
賦
況
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
今
後
の
検
討
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
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註(
1〉

HNO臼
唱
巴

-ω

・∞
z
z
p
凶

3F向。
F
3内
h向
、
町
立
Dh出札円。目、
z
h
h
H句
D
O
l
l

』
U』N
(吋
〉
可
肘
H・
HU斗由
)-HU・企・

ハ
2
〉
ピ
ロ

J
P
Sロ
m
-
b
包
.hHロ
ミ
弐
志
向
、
2
2
2丸
、

S
F
O』足首凡ロヨ

刊
誌
の
F
S
b
(の
E
g
m
0・
H
8
3
・
M
M

・口可申・

HVmE-
〉・

(
U
o
r
g
-
N
w
a
g尽司

宇
b
E
5
s
n出
足
一
色
町
、
号
外
賢
司
g
m
吋・
8
g
h出
見
ペ
ミ
苦
言
hbH向

。r・3
h
H
(
U
F
g
b
(の
曲
ヨ
r
D品
m
p
H
U
U可AFY
司-∞。・

(
3〉
主
諮
『
強
固
文
銭
外
編
』
袋
二
所
枚
。

〈

4
〉

三
の
「
王
諮
研
究
略
史
と
循
環
日
報
」
参
照
。

(
5
)

後
年
、
王
諮
は
ア
ヘ
ン
戦
争
以
後
の
新
局
面
を
「
古
今
の
創
事
、
天

地
の
第
局
」
(
「
務
法
上
」
『
技
園
文
銭
外
編
』
巻
一
〉
と
か
、
「
四
千
年
来

い
ま
だ
あ
ら
ざ
る
の
創
局
」
(
「
論
法
在
因
時
愛
逼
」
『
循
環
日
報
』
一
八

八
0
・
七
・
一
五
)
と
と
ら
え
て
い
る
。

(

6

)

外
山
軍
治
「
王
穏
と
長
髪
賊
」
(
『
皐
海
』
一
一
|
入
、
一
九
四
五
・
一

-一〉

(

7

)

謝
輿
完
「
王
絡
上
書
太
卒
天
園
事
考
」
(
『
園
皐
季
刊
』
第
四
巻
第
一

統
〉
、
羅
爾
綱
「
上
太
卒
軍
書
的
資
腕
考
」
(
『
図
皐
季
刊
』
第
四
巻
第
二

競
〉
な
ど
参
照
。

(
8
〉

】v
s
-
〉
・
の
o
Z
P
D司・

2
・唱・

2
1
3・

(

9

)

寅
藤
恵
秀
「
王
諮
の
来
遊
と
日
本
文
人
」
(
『
近
代
目
支
文
化
論
』
)

(ω
〉
】
U
E
-
〉
・
の
D
Z
P
8・
n
F
P
H
Y
S-
な
お
、
寓
園
公
報
へ
の
王
絡

の
寄
稿
は
一
八
八
九
年
か
ら

一
八
九
六
年
ま
で
で
、
と
り
わ
け
一
八
九

O

l
一
八
九
三
年
の
期
聞
に
集
中
し
て
お
り
、
そ
の
開
四

O
除
篇
の
論
文
を

寄
稿
し
て
い
る
が
、
そ
の
半
ば
は
『
張
園
文
録
外
線
』
か
ら
の
再
録
で
あ

る。

(

U

)

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ス
ベ
ン
ス
、
三
石
善
士
口
誇
『
中
園
を
嬰
え
た
西
洋
人

顧
問
』
講
談
枇
、
一
九
七
五
年
、
一

八
五
頁
。
な
お
、
王
諮
は
一
八
八
六

ハ
光
緒
二
一
〉
年
か
ら
一
八
九
三
(
光
緒
一
九
〉
年
ま
で
、
格
致
書
院
の

拳
生
の
優
秀
な
答
案
を
選
ん
で
白
か
ら
評
樫
を
加
え
、
『
格
致
霊
園
院
課
蜜
』

と
題
し
て
毎
年
刊
行
し
て
い
る
。
晩
年
の
王
絡
の
思
想
を
検
討
す
る
う
え

で
、
き
わ
め
て
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
こ
の
貴
重
な
史
料
を
コ
ピ
ー
さ
せ

て
頂
い
た
神
戸
大
準
の
伊
藤
秀
一
教
授
に
謝
意
を
表
し
た
い
。

(
ロ
)
方
漢
奇
『
中
園
近
代
報
刊
史
』
上
(
一
九
八
一
・
六
〉
、
六
人
頁
。

E
z
-

〉・。
c
Z
P
A
Fロ
伺
吋
g

g
《
ご
ロ
ロ
笠
g

件。E
R柏
町

Z
由
民

Oロh

tug--・同】
E
e
P
R
3
b
N
A
¥
b
h
R司
句
H
E
N
S
-
}良
〈
阿

(HU白
3
・
噌
-

z
u
I
H
S
-

(
時
)
方
漢
奇
『
中
園
近
代
報
刊
史
』
上
、
六
六
頁
。

(UH)
剛
山

O臼
唱
。

--ω
・切江丹円
o
p
叫
辺
、

Hm川
の
玄
司
令
問

、
2
・芯
h同九
円

QN
』uzhh
』∞由。
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ー

~
2
N
-
司
・
ぉ
・
H
M
o
c
-
〉
・
。
o
Z
P
N
w
a
Hh町
内、
お

吋

E
n
N
h
h
~
。
足
。
ミ
札

足
。
弘
司
立
で
モ
g
h
叫

J
2
2
h
山
河
ペ
。
3
3
じ
た
の
さ
義

g
h
E

司・2・

な
お、

HN・
ω
・
∞
円
二
円
。
ロ

に
よ
れ
ば
、
こ

の
新
聞

・
近
事
編
録
は

「近
代
的
な
新
聞
の
渡
良
に
影
響
し
、
そ
の
影
響
力
は
南
中
園
だ
け
で
な

く
、
上
海
お
よ
び
海
峡
植
民
地
の
中
図
入
社
合
に

も
及
ん
だ
」
(
同
上
)

と
い
う
。

(日
〉

HUSH
-
〉
-
n
o
yOH
M
-
。
司
・
ロ
ュ
・
司
・
叶
ω
・

(
M
U
〉
方
漢
奇
、
前
掲
書
六
八
頁
。

(
げ
〉
『
並
目
法
戦
紀
』
が
上
海
の
申
報
へ
柿
仲
裁
さ
れ
た
の
は
、
一
人
七
二
年

一
O
月
二
日
(
同
治

一
一
年
九
月
一
日
)
か
ら
一
八
七
三
年
八
月
四
日

(同
治
一
二
年
間
六
月
一
一

一日
)
ま
で
で
、
こ
の一

0
カ
月
開

に
二
一

回

に
わ
た

っ
て
断
繍
的
に
鴎
載
さ
れ
た
(
四
の

「循
環
日
報
論
説
見
出
し

一

覧」

参
照
)
。

(
同
日
〉
方
漢
奇
、
前
掲
番
六
O
頁。

(
叩

ω印)
H河州。
印虫訓

(却)刷河Nog凹耳巾
]口]ω.切『江吾↑広丹=円gDロP.
。
勺
.n巳↑広戸門F.目司
)y.ιN.
】可
ιω2己己-
〉
.(の
υ
口
『
刊
g口P.
o町
.

2
.同℃
u.叶芯白.文
公
振
『
中
図
報
問
皐伴
史
』
一
五
三
頁
。

品官回虚
白
編
『
中
闘
-新

聞
史
』
一
九
六
頁
。
方
漢
奇
、
前
掲
書
六
八
頁
。
な
お
、
文
公
振
.
晶
曾
目
虚

白
ら
は
英
華
世
番
百
院
の
購
入
の
年
を
「
同
治
一

(OU年
」(三一

八
七
一
，
年
年
〉
と

し
て
い
る
。

〈
幻
)

勺
白
E
-
〉
・
。
0
7内
同

f

o旬
-nx・

司
-J1m-

(n)
循
環
日
報
の
創
刊
の
日
付
に

つ
い
て
い
え
ば
、
文
公
振
の
前
掲
智
一

五
三
頁
に
は
「
同
治
二
ニ
年
の
春
」
と
あ
り
、
品
目虚
白
編
の
前
掲
謹

一
九

六
頁
に
は

「同
治

二
二
年
(
一
八
七
四
)
」
と
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
誤
り

で
あ
る
。

正
確
な
日
付
は
司
2
-
〉
・
の
o
r
g
-
♀
・
2
・
M
M
-
芯
1
3
・

お
よ
び
方
渓
奇
の
前
掲
書
六
人
頁
を
参
照
。

(却
〉
文
公
振
、
前
掲
書

一
五
三
頁
。

(
M
〉

品
田
鹿
白
編
、
前
掲
輩
出
一
九
六
頁
。

(お
)

HNOMd〈。
=
ω
・
切
2
2
。
P
。
匂
・
門戸門
・
司
・
品
N
-

(お
)
司
EL
〉・

(い司
一括
p
o
司
-
E
F
司
・
3
・

(
幻
)
方
術開奇
、
前
回仰
書
六
人

l
六
九
頁
。

(お〉

MV
E』
{
〉
・
(い。ymHf

。匂
-
nw
F
司
・
立
・

(m
e
H
u
g
-
-
〉
・
の
o
Z
P
F
H
P
-
勺
・3・

参
照
。

(
鈎

)

HU目
c
-
〉
・
(Ucr
o
P
H
E
L
-
-
司
・
一
ミ
・
H
N
0
2
2
一
一
ω
・
切
門
戸
丹
門
o
p

o刀
・

口伊丹
-HM-
AHω
・

(幻
)
文
公
振
、
前
掲
書
一
五
四
頁
。

河
口
印
唱
己
一
ω
・
ω
Z
E
D
-
D
司
-
n
=
-
M
Y

色

・

E
E
-
〉
・
(Uo
z
p
a
・
2
・
司
-
a
-
方
漢
奇
、
前
掲
書
六
八
頁
。

(
犯
)

HUω
E
-
〉
・
〈
U07
。
P
。
司
・
ロュ
・司・
叶∞-

(
お〉

HN
S
君
。
=
ω
・
∞
Z
S
F
O
司
・
2
・
℃
・8

|
怠
-

(鎚〉

HV
E
一
〉
・
ゎ
。
z
p
。
司
・
2
・

u
・
3
l

a
・

(
お
)

HM
E-
〉
・
(リ
o
z
p
p
-
P
-
司
・
2
13
・

(お
)

HN。回唱巾
一
一
ω
・
∞
門
戸
=。
p

o司
-
n
x
-
HY
A目白・

(
釘
)

司
E
L
〉
・
(U07
2
r
o
-u・
円二

--u・3
一.

(
お
)

問
。印
者
向
一
一
ω
・
回
門
戸
R
O
D
-
O
勺
-
E
T
ロ
・
仏
印
・

(m却
〉
こ

の
貼
に
つ
い
て
方
漠
奇
は
次
の
よ
う
に
指
掃
し
て
い
る
。
|
|「最

初
に
創
刊
さ
れ
た
の
は
香
港
で
出
版
さ
れ
た

『
中
外
新
報
』
と
『
華
字
日

報
』
で
あ
る。

『
中
外
新
報
』
は

一
八
五
八
年
に
創
刊
さ
れ
、
創
刊
経
営

者
は
伍
廷
芳
で
あ
る
。

創
刊
蛍
初
は
二
日
刊
で
あ
っ

た
が
、
ま
も
な
く
日

刊
に
改
め
た
。
紙
面
は
き
わ
め
て
小
さ
く
、
毎
日
一

一員
だ
け
で
、
お
よ
そ

四
放
活
字
の
一
高
五
千
字
分
で
あ
っ
た
。
:
:
:
こ
れ
が
中
園
人
白
か
ら
経

-112ー
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倍
し
た
最
初
の
近
代
的
な
日
刊
紙
で
あ
る
」
(
前
掲
書
六

O
頁
)
と
。
方

漢
奇
の
指
摘
が
事
貧
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
伍
廷
芳
は
一
六
歳
に
し
て
『
中

外
新
報
』
を
創
刊
し
た
こ
と
に
な
る
。

ハ
州
制
〉
方
漠
奇
に
よ
れ
ば
、
「
『
中
外
新
報
』
を
創
刊
経
営
し
た
伍
廷
芳
は
、

も
と
も
と
『
存
刺
報
』

R
Z
E
冨
由
民
〕
の
翻
誇
係
で
あ
り
、
云
々
」
〈
前

掲
書
六
二
頁
〉
と
い
う
。

〈
H也
知

om司
色

ω・
回
忌
g
p
C
M
V
-
n
x・
唱
・
8
|
品
目
・

(
州
出
〉
司

2}
〉
・
の
D
Z
P
O
M
M
-
n
F
H
V・

a-
参
照
。

ハ
州
知
)
文
公
振
、
前
掲
書
一
五
三
頁
。

]VE]
〉
・
の
o
r
g・
0
句

-
n
F
M
U・
3
・

な
お
、
銭
徴
が
王
穏
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在
中
に
王
諮
の
長
女
と
結
婚
し
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
司

2-
〉
・
。
o
r
g
-
U一色・

MM-N由
N・
参
照
。

(
川
叫
〉
可
同
己
〉
・

(UormHrHZP-
司・ゴ一.

(必

)
3己
〉
・
の
o
r
g・
8
-
n
x・日
u・
3
・
な
お
、
蒋
盆
漣
が
庚
東
巡
撫

の
任
に
あ
っ
た
の
は
、
一
八
六
六
(
同
治
五
)
年
二
月
か
ら
翌
年
二
月
ま

で
の
期
間
で
あ
る
〈
銭
寅
甫
編
『
清
季
重
要
職
官
年
表
』
一
九

O
ー
一
九

一頁〉。

(
必
)
可
田
口
】
〉
・
。
or巾
P
O
H
M
-
a
F
M
M・∞
0
・

(

円

引

)

句

史

H】
〉
・
。
o
r
m
p
o匂
-
n
x
-
-
u・寸寸・

(
必
)
文
公
振
、
前
掲
書
一
五
四
頁
。

(川崎〉

MM同
ロ
]
〉
・
。
o
r
g
-
O
H
M
-
n日F
H
U・斗∞・

ハ
印
〉
王
絡
は
「
遁
窟
康
民
」
「
天
南
遁
受
」
「
張
関
老
民
」
「
欧
西
寓
公
」

な
ど
寅
に
多
く
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
用
い
て
執
筆
し
た
(
折
卒
「
従
王
諮
的

名
競
観
其
汝
珂
曲
折
的
一
生
」
『
祉
禽
科
撃
戦
線
』
一
九
八
三
年
第
三
期
、

二
ハ
六

l
一
六
七
頁
〉
。
し
か
し
、
循
環
日
報
に
掲
載
す
る
際
に
は
、
方

漢
奇
が
指
摘
す
る
よ
う
に
(
前
掲
書
六
九
頁
)
、
「
筆
名
」
ハ
ペ
ン
ネ
ー
ム
〉

を
用
い
て
い
る
と
い
う
事
寅
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
無
署
名
で
執
筆
し
て
い

る
。
た
だ
例
外
的
に
署
名
の
あ
る
の
は
、
一
八
八
四
年
六
月
二

O
日
(
光

緒
一

O
年
五
月
二
七
日
)
掲
載
の
「
法
越
交
兵
記
序
」
く
ら
い
の
も
の
で

あ
る
。

(
日
〉
方
漢
奇
、
前
掲
書
六
九
頁
。

〈
臼
)
同
右
。

ハ
臼
)
同
右
。

(
民
)
方
漢
奇
、
前
掲
書
七

O
頁。

〈
日
)
王
翁
「
答
強
弱
論
」
〈
『
張
園
文
銭
外
編
』
巻
七
所
牧
〉
。
小
野
川
秀

美

『
清
末
政
治
思
想
研
究
』
三
七
|
三
人
頁
参
照
。
な
お
小
野
川
先
生

は
、
「
『
答
強
弱
論
』
は
、
香
港
の
循
環
日
報
に
載
せ
ら
れ
た
強
弱
論
に
針
す

る
所
見
を
、
日
報
の
主
筆
に
求
め
ら
れ
て
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
こ
れ
に
答
え

た
も
の
で
あ
る
」
(
前
掲
書
三
七
頁
〉
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、

王
諮
の
イ
ギ
リ
ス
滞
在
中
〈
一
八
六
七
年
多
|
一
八
七

O
年
春
〉
に
は
ま

だ
循
環
日
報
は
創
刊
さ
れ
て
お
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
滞
在
中
に
香
港
の
循
環

日
報
へ
答
え
た
と
い
う
指
摘
は
、
ど
の
よ
う
に
解
律
す
れ
ば
よ
い
の
か
、

先
生
に
お
質
ね
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
い
か
ん
せ
ん
、
先
生
は
す
で

に
黄
泉
の
人
で
あ
る
。
華
字
日
報
を
循
環
日
報
と
ま
ち
が
え
ら
れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
循
環
日
報
創
刊
後
に
王
諮
は
再
度
渡
英
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。

(
日
〉
草
貝
腕
リ
王
諮
の
太
卒
天
園
へ
の
内
通
が
世
人
の
注
目
を
引
く
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
陳
其
元
の
「
王
腕
上
李
秀
成
陳
攻
上
海
策
」
(
『
庸
開
粛
筆

記
』
巻
一
一
一
所
牧
、
同
治
二
二
年
の
序
文
あ
り
)
に
は
じ
ま
る
。
し
か

し
、
陳
其
元
に
よ
れ
ば
、
王
腕
は
墨
海
書
院
で
同
治
元
年
中
に
死
ん
だ
と

い
う
。
王
諮
の
死
(
一
八
九
七
年
)
後
、
い
く
つ
か
の
王
諮
小
俸
が
あ
ら

一 113ー
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わ
れ
た
が
、
本
格
的
な
研
究
は
一
九
三

0
年
代
以
後
に
は
じ
ま
る
と
す
べ

き
で
あ
る
。

(
幻
〉
た
と
え
ば
、
日
本
の
牽
湾

・
琉
球
侵
略
に

つ
い
て
、
王
諮
は
見
て
見

ぬ
ふ
り
を
し
、
日
本
と
蜜
手
し
て
中
園
の
濁
立
を
日
本
へ
「
寄
托
」
し
よ

う
と
し
た
と
胡
演
は
厳
し
く
許
償
す
る
が
(
『
中
図
近
代
改
良
主
義
思
想
』

八
O
頁〉
、
他
方
、
方
漢
奇
に
よ
れ
ば
、
主
諮
は
「
日
本
首
局
が
琉
球
人

の
去
問
に
お
け
る
被
殺
事
件
を
口
立
と
し
て
、
清
朝
に
迫
っ
て
日
本
の
琉

球
に
射
す
る
主
権
を
承
認
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
に
反
到
し
た
」
(
『
中
園

近
代
報
刊
史
』
上
、
七
O
頁
〉
と
評
債
さ
れ
る
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

(
犯
〉
管
見
の
範
間
内
で
は
、
循
環
日
報
の
論
設
を
直
接
引
用
し
て
い
る
唯

一
の
研
究
は
、
鈴
木
智
夫
「
洋
務
運
動
と
一
帝
闘
主
義
」
(
野
揮
監

・
田
中

正
俊
編
『
講
座
中
園
近
現
代
史
』
二
所
牧
〉
で
あ
る
。
鈴
木
氏
は
清
併
戦

争
蛍
時
の
循
環
日
報
の
若
干
の
論
訟
を
引
用
し
な
が
ら
、
「
『
循
環
日
報
』

の
論
説
は
ト

ン
キ
ン
で
清
併
問
箪
の
聞
で
武
力
衝
突
の
お
き
た
一
八
八
三

年
の
一
一
月
以
後
に
は
い
っ
そ
う
強
硬
に
な
り
、
そ
の
記
事
は
康
東
の
一

般
民
衆
に
も
庚
く
よ
ま
れ
て
か
れ
ら
の
排
外
熱
を
高
め
、
洋
務
振
に
制
到
す

る
民
衆
の
批
判
を
強
め
る
役
割
を
果
し
た
」
(
前
掲
書
四
一
一
良
〉
と
指
摘

し
て
い
る
。

(
印
)

同
VE-
〉
・
。
。
Z
P
N
W同
H
E
2辺
司、
.Q
b
H札。芯
b
w
H
R
同
〉
向
。

hN
句
、
苦
々
~

戸、Q3h
吋
d
h

。
。
書
出

河
内¥。司
、.
2
3
h
b
R
h
r・3
h
n
F
S
h
H
(の
ω
g
r
D牛
m
p

γ
pa
--
出
向弓

AB
E
C
D
Z
2回
一

q
MM
R阻回
、

】
由
叶

AH〉
-
HU-MUN
-

(印〉

筆
者
は
内
地
研
修
期
間
中
、
図
立
園
舎
図
書
館
お
よ
び
東
京
大
皐
法

摩
郡
明
治
文
庫
所
磁
の
循
環
日
報
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
閲
覧
に

際
し
て
は
、
東
京
大
皐
社
命
科
摩
研
究
所
の
稲
本
洋
之
助
教
授
、
東
京
大

製
法
風
宇
都
明
治
文
庫
の
石
井
紫
郎
数
授
、

北
根
監
氏
の
御
配
慮
を
頂
い

た
。
と
り
わ
け
北
根
氏
に
は
循
環
日
報
の
複
匁
の
件
で
お
世
話
に
な
っ

た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

(
引
)
一
例
を
あ
げ
よ
う
。
一
八
八
二
年
一

O
月
一

O
日
付
の
循
環
日
報
の

論
説
(
「
論
退
羅
締
法
人
設
電
局
」
〉
は
、
電
報
局
を
設
置
し
た
い
と
い
う

フ
ラ
ン
ス
の
要
請
を
担
絶
し
た
遅
羅
(
タ
イ
)
の
態
度
を
賞
賛
し
つ
つ
、

さ
ら
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

|
|
「
縞
嘗
綜
覧
南
洋
島
図
形
勢
、
其
毘
連

中
土
而
有
同
輪
車
足
資
扉
蔽
者
、
阪
管
周
越
南
退
羅
緬
旬
三
図
。
遅
紙
近
縦

受
制
於
英
、
然
園
勢
未
甚
衰
弱
、
民
俗
向
稽
狐
惇
、
向
足
困
存
。
惟
越
南

則
狂
於
閤
随
、
祭
於
因
循
、

宜
毛
無
振
作
。
故
十
徐
年
来
、
扶
手
以
聴
法
人

約
束
、
莫
之
敢
抗
法
人
之
心
。
亦
以
信
用
、
不
蜜
有
其
土
地
停
悉
蹄
管
轄
、

勢
必
不
可
或
止
。

・:
法
既
得
越
南
、
則
退
羅
逃
境
、
必
不
得
安
、
退
羅
既

不
得
安
、
緬
旬
亦
不
得
安
、
而
帖
間
損
諸
省
、
又
賂
騒
然
科
矢
。
而
謂
、
越
南

之
存
亡、

於
亜
洲
大
局
、
所
繁
因
不
重
哉
。
魚
今
之
計
、
退
緬
二
圏
、
宜

聯
絡
越
商
、
以
回
久
遠
、
而
保
久
安
。
其
位
向
之
枢
紐
者
、
則
合
中
園
莫
興

廃
也
。
蓋
時
事
第
遜
、
瞬
息
寓
獣
、
温
羅
雄
能
拒
法
人
於

一
時
、
而
究
恐

難
以
持
其
縫
也
。
是
則
繁
溢
者
所
宜
毘
念
也
」
。

要
す
る
に
、
こ
の
論
説
の
趣
旨
は
こ
う
で
あ
る
。

|

|
①
東
南
ア
ジ
ア

諸
図
の
形
勢
を
見
る
に
、
中
園
と
園
境
を
接
し
て
互
い
に
協
力
し
合
い
防

衛
に
役
立
つ
関
係
に
あ
る
も
の
は
、
ベ
ト
ナ
ム

・
タ
イ

・ピ

ル
マ
の
三
園

で
あ
る
。

タ
イ
と
ビ
ル
マ
は
近
頃
イ
ギ
リ
ス
に

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
さ
れ
て
い

る
け
れ
ど
も
、
園
勢
は
甚
し
く
衰
弱
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
民

俗
は
粗
野
だ
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
、
な
お
自
立
を
悶
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
た
だ
、
ベ
ト
ナ
ム
だ
け
は
闘
阻
に
な
じ
み
、
甜
自
習
に
親
し
み
、
い
さ

さ
か
も
園
家
の
振
興
を
困
ろ
う
と
し
な
い
。
そ
れ
故
に
、
一

O
除
年
来
扶

手
傍
観
し
て
フ
ラ

ン
ス
人
に
拘
束
さ
れ
、
あ
え
て
抵
抗
し
よ
う
と
い
う
気
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持
を
も
た
ず
、
ベ
ト
ナ
ム
の
土
地
を
す
べ
て
フ
ラ
ン
ス
人
に
引
渡
し
て
そ

の
管
轄
下
に
置
か
な
け
れ
ば
止
ま
な
い
情
勢
で
あ
る
。
②
フ
ラ
ン
ス
が
ベ

ト
ナ
ム
を
手
に
入
れ
れ
ば
、
タ
イ
の
圏
境
は
必
ず
や
安
全
で
は
あ
り
え

ず
、
タ
イ
が
安
全
で
な
け
れ
ば
ピ
ル
マ
も
ま
た
安
全
で
は
あ
り
え
ず
、
か

く
し
て
貴
州
・
雲
南
の
諸
省
は
ま
た
騒
然
と
し
て
く
る
だ
ろ
う
。
だ
か

ら
、
ベ
ト
ナ
ム
の
存
亡
は
ア
ジ
ア
の
大
局
に
重
要
な
関
係
が
あ
る
と
い
え

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
③
現
在
の
情
勢
へ
の
到
底
策
に
つ
い
て
い
え

ば
、
タ
イ
・
ピ
ル
マ
の
二
園
は
、
ベ
ト
ナ
ム
と
同
盟
し
て
長
期
的
な
見
通

し
を
も
っ
た
園
家
安
全
策
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
、
こ
の
同
盟
の

中
植
に
位
置
す
る
も
の
は
、
中
園
を
お
い
て
外
に
は
な
い
。
け
だ
し
、
園

際
情
勢
は
瞬
息
の
う
ち
に
千
繁
官
同
化
す
る
の
で
あ
っ
て
、
タ
イ
は
現
在
一

時
的
に
フ
ラ
ン
ス
の
要
求
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
つ
い
に
は
桓

み
き
れ
な
く
な
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
遜
賓
の
防
衛
を

繁
霊
す
る
も
の
が
、
す
み
や
か
に
考
慮
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
。

こ
の
論
設
に
お
い
て
、
王
諮
は
中
園
を
中
心
に
据
え
た
タ
イ
・
ピ
ル
了

ベ
ト
ナ
ム
連
合
(
同
盟
〉
構
想
を
提
起
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ

の

連
合
(
同
盟
〉
構
想
は
ま
さ
に
停
統
的
な
中
園
を
中
心
と
す
る
加
封
位
制

の
「
近
代
」
的
な
集
圏
安
全
保
障
位
制
へ
の
鶴
換
U
再
編
成
を
企
図
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
に
、
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
臼
〉
筆
者
は
近
い
賂
来
、
『
循
環
日
報
論
設
集
』
を
刊
行
す
る
議
定
で

あ

る。
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〈
付
記
〉

本
稿
は
内
地
研
修
中
、
狭
間
直
樹
・
竹
内
質
雨
氏
の
主
宰
す
る
京
都
大
泉

人
文
科
翠
研
究
所
の
「
園
民
革
命
研
究
」
班
の
例
舎
(
一
九
八
三
年
一

O
月

七
日
)
で
、
「
王
絡
の
園
際
意
識
と
針
外
論
の
構
造
」
と
題
し
て
報
告
し
た

内
容
の
一
部
(
序
論
〉
を
補
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
研
究
舎
へ
の
参
加
と
報

告
の
機
禽
を
奥
え
て
頂
い
た
狭
間
・
竹
内
雨
氏
を
は
じ
め
、
研
究
舎
の
メ
ン

バ
ー
諸
氏
に
感
謝
し
た
い
。
ま
た
、
本
稿
を
準
備
す
る
過
程
で
貴
重
な
史
料

を
提
供
し
て
頂
い
た
狭
間
氏
を
は
じ
め
、
神
戸
大
皐
の
伊
藤
秀
一
氏
、
法
政

大
阜
の
安
岡
昭
男
氏
、
信
州
大
皐
の
後
藤
延
子
氏
に
感
謝
の
意
を
表
し
た

、U
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had become quite chaotic, people were kidnapped, sold and bought, and

the situation escalated to even violence against cooliesfrom the sideof the

people. Because of these difBcultiesin recruiting, the coolie trade was

extended toward the north, and signs were given that　Shanghai should

be made into ａ coolie trade port. The instigated raid against foreigners

was ａ blind one, but it had the effect that the foreign missions and

Western tradersin Shanghai grew more and more distant to the coolie

trade, consequently Shanghai　could　not be finallymade ａ coolie trade

port. In this sense we should remember the incident of 1859 as well as

the large scaleriotagainst the coolie trade in Amoy 厦門in 1852. Bearing

these factsin mind. one can understand the incidentin Shanghai properly.

　　　　

WANG TAO 王Si AND THE ＸむNHVりiNRIBAO循環日報

　　　　　　　　　　　　　　　

NiSHIZATO Yoshiyuki

　　　

The life of Wang Tao who occupies ａ unique position in the history

of modern Chinese thought can be divided into four phases :

　　　

1.

　

Suzhou (1828―49)　　　2.　First Shanghai period (1850―62)

　　　

3.

　

Exile in Hongkong (1862―84)

　　　

4. Second Shanghai period (1884―97)･

　　　

While in exile in Hongkong, the launch of theχｕnhｕａｎ元ｂａｏ gained

ａ tremendous meaning for Wang Tao's life. Wang Tao published numerous

articles in the χｕnhｕａｎｒihao.propagating self-strengthening on the inter-

ior, and standing ａ nationalistic position on the ｅχterior, analyzing and

criticizing international affairs. Although research on Wang Tao consists

of many books or articles, there is no scholar who ｅχamined his articles

in the χｕnhｕａｎｒｉｂａｏon the whole. The structural relation of the chan-

ges and developments in　his view on the ぺA^'est and Asia have not yet

been fully understood. For the understanding of the specific characteristics

of his world-view and view on Asia, his international consciousness and

nationalistic ideas, his articles in the χｕｎｈｕａｎｒｉｂａｏａｌ:ｅbasic historical

research material which must by no means be overlooked. Here Ｉ present

an index over his articles in the χz。^hlにnribao as ｅχtant today｡
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